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　第一章　魔法使いの弟で子し




　サングラスにアロハシャツ、これ以上はちょっとないという下手くそな変装でシャトルを降りたイサム・フジは、偽造のＩＤカードを入国管理用のチェックマシンに潜くぐらせ、一年ぶりで地球の土を踏んだ。遥はるか以前にはニューカレドニアと呼ばれた、惑わく星せい連合宇宙軍高官専用の、第一級の保養地である。南国の花が繚りよう乱らんに咲き競きそい、小鳥が囀さえずる。さしもジェーンの脅きよう威いも、ここでは彼ひ岸がんの火事であるかのようだ。

「なるほど……」

　18歳になったばかりのイサムは、そのあまりに平へい穏おんとした光景に、一瞬憂うれいを含めて顔を歪ゆがめた。

「じっと地球にいたら、確かに人間は腐くさるわけだな」

　それからイサムは、サングラスを上げて、神経質そうに宇宙港のロビーを見回した。目当ての人影は、すぐに見つかった。というか、より正確には、向こうがすぐにイサムを見つけてくれた。

「相変わらず」

　バミューダショーツにパーカーというラフなスタイルのその男は、イサムに歩み寄るなり言った。

「変へん装そうが下へ手ただな」

「ヤマモト中将……」

「大将になった。三日前にな」

　その男──惑星連合宇宙軍軍令部次長マコト・ヤマモト──は、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「それにしても、よく一人でのこのことやって来れたものだ。おまえもやっぱりタイラー大統領の弟子だな。勇ゆう敢かんなのかバカなのかわからんところは、あの人にそっくりだ……」

　半ば呆あきれ、かつ関心し、怒ってもいる声でヤマモトは言った。

「え、叛はん乱らん軍ぐんの首しゆ謀ぼう者しや、イサム・フジ元准じゆん将しよう」

「なんで来てしまったのか、実は僕にもよくわかりません」

　さすがにまともに視線を合わせることは出来ずに、イサムは言った。

「あの人も、よくそんなことを言っていたよ」

「光栄ですね」

「だが実際は、雲うん泥でいの差だぞ、イサム」

　厳しい声だった。

「本当なら……まず一発……」

「殴なぐりたいですか」

　イサムは言った。

「遠慮しないで、殴っていいですよ。それだけのことはやらかしてるんですから、僕だって……」

「俺おれはおまえの……」

　精せい一いつ杯ぱいの忍にん耐たいで怒りを押し殺しながら、ヤマモトは言った。

「そういうこまっしゃくれたところが大っ嫌きらいだ。歳とし不相応にな」

「すみません。生まれつきです」

　意識して生意気に聞こえるように、イサムは言った。いっそ有無を言わせず殴り飛ばしてくれたほうが、どんなにか気が楽か……。

「本当なら、殴っている。それも半殺しだ。だが、言われた通り一人でやって来た貴様の勇気と、陛へい下かの御温情に免じて、殴らずに我慢してやる。言っておくがこれは俺の……」

　そう言ってヤマモトは、正面からイサムの目を見み据すえた。

「個人的我慢だぞ。それも限界に近いな」

「わかっています」

　頷うなずくイサム。

「それにしても、まさか本当に来るとは思わなかった。それも単身、護衛もなしにだ。もしおまえが本当に叛乱を企てているのなら、間違いなくリーダー失格の不用心さだぞ。いや、ここまでくると、かえって立派でもあるが……」

「でも、約束の便で来ると、提てい督とくは信じていらっしゃったんでしょう？」

「俺は……」

　一瞬だけ目を伏せて、恥はずかしそうにヤマモトは言った。

「正直、半信半疑だった。まだまだあの人の片腕としては、甘かったと言わざるを得ない。イサム、笑っていいぞ。俺は……」

「いいんですよ」

　ちょっとだけ強気になって、余よ裕ゆうの生まれたイサムは言った。

「タイラー大統領は、信じていてくださったんでしょう。僕が来ると……」

「それと、陛下もだ」

「アザリンが……」

「おまえをここに呼んだのも、陛下だ。一人で来てくれれば叛乱の罪は一切不問に付すと。そして、再び仲間の元に戻もどりたいのなら何も言わずに黙って帰すと……。すべて陛下の、望まれたことなのだ」

「アザリンは」

　いたたまれない表情になって、イサムは言った。

「よくないんですか？」

「極きわめてよくない」

　ヤマモトは言った。

「とてもおまえに、逢あいたがっておられた。どうしてこんな薄情者をと、まわりが訝いぶかるほどにな。イサム、陛下ほどのお方にあそこまで慕したわれて、おまえは果報者だ」

「言われなくたって……」

　うなだれたまま、イサムは呟つぶやいた。

「僕も逢いたいです、早く……。連れて行ってください」

「こっちだ」

　ヤマモトはイサムを促うながした。高級ハイヤー仕様のエアカーが待たせてある。

　ドアを開けると、さらに二人の顔馴な染じみがイサムを迎えた。ハンドルを握るハロルド・カトリ准将と、もう一人は──、

「おや、来たね」

　ゆったりとしたムウムウ風のワンピースを着た、燃えるような髪のその女性が、イサムに声をかけた。

「感心感心。恋人のピンチに、すべてを投げ打って銀河の反対側から駆かけつけてくるなんざ、なかなか見どころがあるじゃないかい。イサムの坊や」

「ハス姐ねえ……。いや、ハス准将」

　イサムは目を丸くした。ひさしぶりに会うシア・ヤマモト・ハス准将、つまりヤマモト婦人のお腹が、目立って大きかったからである。それはイサムの脳のう裏りにある彼女のイメージからは、ある種もっとも掛け離れたものであった。

「お出来になったんですか」

「やっとね」

　シアははにかんで言った。その笑顔とヤマモトの仏頂面とを、イサムは交互に見比べる。彼女以上にヤマモトは照れていた。

「ついて来るなと言ったのに……。そろそろ安定期だから大きくなりかけたこのお腹を、どうしてもイサムに見せるんだと言って聞かないんだ」

「いいじゃないか」

　シアは言った。

「みんなに見せびらかしたいんだ。なんたって、あたいとマコちゃんとの、愛の結晶だからね。この気持ち、わかるだろ」

「わからん」

　ヤマモトは言った。

「それと、マコちゃんはよせ。もういい加減……」

「いいじゃないか、マコちゃんったら、柄がらにもなく照れちゃってさ……」

「う～」

　運転席ではカトリ准将が、頭を抱かかえていた。

「おめでとうございます」

　素直にイサムは言った。こんな時だが、いや、こんな御時世だからこそ、目出度い。

「いよいよ待望の、ですね」

「そうでもない……」

　ヤマモトは言った。可能な限り平静を装よそおうとはしていたが、どう贔ひい屓き目めに見ても成功しているとは言い難がたかった。

「こんな、銀河の未み曾ぞ有うの危機に生まれて来るとは、俺に似て運の悪い子だ」

「こんな時だからこそ、急いで生まれて来たかったんだよ」

　シアがフォローした。

「せわしないところは、あたいに似たんだね、きっと……」

「いずれにせよ、不ふ憫びんな子だ」

「ああ言ってるけどさ」

　イサムの耳に顔を近づけ、そっと囁ささやくようにシアは言った。

「本当はマコちゃんったら、嬉うれしくてしかたがないんだよ」

「そうでしょうね」

　イサムも微笑ほほえむ。

「照れ臭いもんだから、冷静なのを装ってるんだ。素直じゃないよまったく。でも、きっと、いい親馬鹿になるよ、マコちゃんは」

「ええ」

　イサムは頷うなずいた。

「親馬鹿はもう、保証されたようなもんですね」

「何をこそこそ、囁いとるか。この叛はん乱らん分ぶん子しめ」

　ヤマモトは言った。声は笑っている。

「洒落しやれになってませんよ」

「こっちも洒落で言った、つもりはない」

「またあ」

　シアが笑った。

「照れるとすぐ他ひ人とに当たるんだからあ、マコちゃんは」

「マコちゃんはよせ。頼むから……」

「そろそろいいですか」

　たまりかねて、カトリが言った。

「出しますよ、お二人さん」

「あ、ああ……。頼む」

　エアカーは滑なめらかに、海岸沿いに進む。

「こうして任務にかこつけて、地球の高級リゾートってのも、たまにはいいもんだね」

　青い海を見ながら、シアは幸せそうだ。

「そんな悠ゆう長ちような……」

「いいじゃないか、マコちゃん」

　シアはヤマモトを見た。

「もうこんな美しい景色、見れなくなるかも知れないってのにさ」

「そんなことはないですよ！」

　突然強く、イサムは否定した。

「必ずやタイラー大統領は、ジェーンの脅きよう威いから地球を、いえ、銀河を救すくってくれるはずです！　そのために、僕だって……」

「おやおや」

　シアは微笑んで、

「マコちゃんよりイサム坊やのほうが、よっぽどわかってるじゃないか」

　それからイサムの目を見た。正面から──。

「わかってるなら、あんまり好きな女の子を泣かすんじゃないよ。いいね」

「はい」

　頷くイサム。

「わかっています。わかって……」

　知らない間に、涙が溢あふれてきた。




　海に面した岬みさきの突端に、その病院はあった。要人専用の、最高級ホテルと見まごうばかりのホスピタルである。ここでは患かん者じやの数よりも、医者と看護婦の数のほうが多い。病室もすべて、スイートルームである。

　その最上階、六間続きのロココ調ロイヤルスイートで、汎はん銀河共和国皇帝ルッチナ一世ことアザリンは入院加療中であった。

　いちおうインタホンもあるが、ヤマモトはドアに備そなえつけの、古風なライオンの顔を模もしたノッカーを使った。このドアがまた豪ごう華かだがしかし頑がん丈じような代しろ物もので、携けい帯たい用対戦車ミサイルの直撃にも耐える厚さと強度を備えていた。もちろん入院患者の身辺警けい護ごを考こう慮りよし、その他の警けい戒かい体制も万全である。一個中隊くらいの、完全武装の装甲歩兵ならじゅうぶんに対応出来ると、警備主任は豪ごう語ごしていた。

「誰じゃ」

　聞き慣れた声がドアの向こうから響いた。その声を聞いた途と端たん、イサムは胸を万力で締しめつけられたような気がした。

「ヤマモトです」

　もちろん返事と同時に、彼の声せい紋もんもチェックされている。ドアのロックが音もなく解除された。

「おお、ヤマモトか、待っていたぞ」

　声が弾はずんだ。

「で、首尾はどうか──」

「はい」

　ヤマモトは頷うなずいた。

「仰おおせの通り、連れて参りました」

「そうか」

　声は明るかったが、有頂天というのではなかった。彼女は信じて待っていたのである。イサムが来るのを──。

「会おう。いや、逢あいたい。連れて参れ」

「はい」

　ヤマモト、イサム、シア、それにカトリの四人──より正確には四人半──は、下手な議事堂などより広く、高い天井の病室に入った。豪華なシャンデリアの光が、イサムの目を射る。その奥の、カーテンのかかったベッド──四畳半ほどもある──の上に、アザリンはいた。目に包ほう帯たいをして──。

「アザリン」

　イサムの胸は痛んだ。

「その目は──」

「おう、その声はイサムだな」

　嬉うれしそうに、心底嬉しそうに、アザリンは言った。

「逢いたかったぞ。なに、この目なら大丈夫だ。じきまた見えるようになるそうだ。あの、ドクター・キタグチとかいう大酒飲みの医者が、そう申しておったぞ」

　イサムは当とう惑わくしきった顔でヤマモトを見た。ヤマモトは眉まゆ毛げをへの字に曲げて、無言で首を振った。

「しかし今は、そちの顔を見ることが出来ぬのは、いかにも残念だな」

「アザリン──」

「手を──」

　アザリンは言った。

「こっちへ来て、手を握にぎっていてくれぬか、イサム。そうすればそちの言うことが真まことか噓うそか、朕ちんには文字通り、手に取るようにわかるのでな」

「はい、陛へい下か……」

　イサムは今にも泣き出しそうな顔でベッドに歩み寄り、言われた通りにした。

「ああ、この手だ」

　しみじみと、アザリンは言った。

「パコパコの手もよいが、やはりそちの手は実によいな、柔やわらかくてなにか、こう、落ち着いた気分になるぞ……」

「そうだね」

　頷うなずくイサムである。

「そうだね、アザリン」

「なあ」

　包ほう帯たいをしたままの顔を、アザリンはイサムに向けた。『来るな』と、イサムは思った。

「ひとつだけ、教えて欲しいのだが……」

「なんだい？」

「そちの真意を、聞かせて欲しい」

「いいけれど……」

　イサムは振り向いてヤマモトを見た。

「閣かつ下か、その……誠に申し上げにくいのですが……」

「なんだ？」

「鈍にぶいね」

　シアがヤマモトの尻しりをせっついた。

「お人払いだよ」

「しかし……」

「しかしもくそもないよ。せっかく逢えた二人じゃないか。ちっとは気を利きかせなよ」

「しかし……」

「朕なら構かまわぬ」

「しかし……」

「ええい、じれったい！」

　遂ついに呆あきれ果てたシアが、亭主のケツを蹴けっ飛ばす。

「この朴ぼく念ねん仁じん！　大将になったってちっとも変わりゃしない」

　ヤマモトとカトリを、廊ろう下かへ押し出す。

「安心しな、イサム坊や。二人はこのあたいが、しっかり見張っとくからね。なあに、盗とう聴ちようなんかさせやしないよ」

「ありがとう。ハス姐ねえさん」

「覚えときな。これで貸し一だよ」

　ドアが閉まる。イサムはアザリンに向き直った。

「さあ、これで邪魔者はいなくなった」

「やっと二人っきりになれたわけだな」

「たぶんね」

　盗聴マイクでも確かめるように、イサムは豪ごう華かな部屋の中を見回した。調度が多すぎてその気になればどこにでもたやすく隠せそうだ。イサムはすぐに捜さがすのを諦あきらめた。なに、盗聴されたって構うものか。どうせ聞かれて困るような話ではない。人払いは、単なる気分の問題だ。聞かれても構わないが、見られていてはおおいにやりにくい話というものがある。今がまさにそうだった。

「なぜ、僕が叛乱を起こしたかって、言うんだね？」

「そうだ」

「いずれタイラー大統領には話すつもりでいたけれど、まさかその前に、君に話すことになるとは思わなかったな」

「話して欲しい」

　アザリンはイサムの手を、ぎゅっと握にぎった。

「これからはどんなことも、真っ先に朕ちん……にではなく、私に、話して欲しい。そして、出来れば……何か事を起こす前には私に、相談して欲しい。私とそち……イサムとは、婚約者同士なのだから……。たとえどんなに遠く、離れていても」

「嬉うれしいよ、アザリン」

　イサムはその手を強く、握り返した。

「約束する。これからはどんなことも、真っ先に君に相談すると……」

「ありがとう。イサム」

「ただ、今回はあまりにも時間がなかった。君に相談する時間がなかったんだ。だから、その事に関しては謝あやまらなければならないけれど、僕の気持ちは、わかってくれるね。アザリン？」

「信じている」

「ありがとう。僕は、タイラー大統領を、援えん護ご射しや撃げきしているつもりだ」

「今こ度たびの、叛乱がか？」

「そうだ。僕のしていることは短たん絡らく的だと自分でも思うし、馬鹿げているかも知れない。でも、僕の気持ちは、いつでも君や、タイラー大統領と同じなんだ」

「イサム……」

「わかっているよ。あまりにも乱暴だって言いたいんだろ。でもね、僕に出来ることといったら、これしかなかったんだよ。今の僕の立場と、力量の範囲内で出来ることといったらね……」

「それが、叛はん乱らんを起こすことだと……」

「そうさ。矛む盾じゆんしない。なぜなら──」

　イサムは言う。

「僕が叛乱の首しゆ謀ぼう者しやになることで、タイラー政権に不満を持つ連中は、僕の下もとに集まる。敵は見えないところにいるよりも、見えるところにいたほうが都つ合ごうがいいからね」

「それで、叛乱を──」

「実際、一言で不満分子と言ったって、実に多種多様な人間がいることがわかったよ。今度のことでは、僕もいろいろと勉強になった。今、僕の下にいる連中は、それこそ雑多な寄せ集めでね、右も左も、てんでんばらばらさ。よくひとつ処ところに集まっているもんだと、我ながら感心する。君やタイラー大統領には遠く及ばないけれど、僕にも少しはカリスマと呼べるものがあるらしいな」

「それで、イサム……」

　アザリンはさらに問う。

「そういう雑多な叛乱軍を集めて、そちは一体、何をするつもりなのだ」

「何も、しない」

　平然と、イサムは言ってのけた。

「なに──」

「何もしないのさ。集めるだけ集めて、何もしない。ただ、一ヵ所に、見える所に集めて、常に監視しておく」

「何のために？」

「もちろん──」

　イサムは言った。

「タイラー閣かつ下かが仕事を、やりやすいように……」

「イサム……」

「どうしたの？　急に神妙な顔になって……」

「すまぬ……」

　アザリンはうなだれた。包帯のせいで見えないが、涙がその盲めしいた目に浮かんだ。

「そこまで考えておったとは……。すまぬ。私はおまえの心を、読めなかった。婚約者失格だな」

「いや」

　イサムは静かに首を振った。

「君に一言も相談しなかった、僕が悪い。僕のほうこそ、すまなかった」

　二人の間にあったわだかまりは、一瞬にして氷解した。

「だけど、タイラー閣下には、僕の考えはわかってもらえたみたいだな」

「そうなのか」

「ああ。僕がやりやすいように、いろいろと画かく策さくしてくださっている。援護するつもりが、援護されているのは僕のほうさ。今日のことだって……」

　イサムはいたわるようにアザリンを見た。

「僕が君に会えるように、セッティングしてくださったのはタイラー閣下だからね」

「パコパコが……」

「そうさ。死ぬほど忙しいはずなのに、あの人にはまだ、人のことを気き遣づかう余裕があるんだから頭が下がる。これできっと、宇宙は救われるさ。そうでなくっちゃ、タイラー閣下を大統領に据すえた意味がない」

「据えたのは、朕ちんだ」

　誇らしげにアザリンは胸を張った。

「どうじゃ、先見の明であろうが」

「そうだね。ところでアザリン」

「なにか……」

「今度は僕が、質問する番だよ」

「ああ」

「君を──」

　イサムの声が、にわかに震ふるえた。

「君をそんな目に遭あわせた奴やつは、いったいどこの誰だ？」

「聞いてどうする」

「僕に出来るなら──」

　イサムは言った。その声には決然とした覚かく悟ご以上のものがあった。

「叩たたき潰つぶす」

「やめておけ」

　アザリンは冷静だった。

「無む駄だな血が流れるだけじゃ」

「でも──」

「無益な殺せつ生しようは、もうたくさんじゃ」

　アザリンの声が震えた。

「こんな無意味なことで傷つくのは、朕と、アンドレだけでたくさんなのじゃ」

「…………」

「わかってくれるか？　この上、イサム……、おまえにもしものことがあっては、朕は……。私は……」

「アンドレセン少将のことは、ヤマモト閣かつ下かから聞いたよ」

　イサムの声は沈んだ。

「君を庇かばうために……」

「もう、朕のために、無駄な血は流して欲しくない。一いつ滴てきたりとも」

「なら」

　イサムは言った。

「その君が、なぜ狙ねらわれる。なぜだ。僕のいちばん大切なものを……」

「ありがとう、イサム。心配をかけてすまぬ」

「心配は、お互い様さ」

「奴やつらは──」

　アザリンは言った。

「シード教徒じゃ」

「シード教徒？」

「ラアルゴン最古の宗教でな、もう根こん絶ぜつされたかと思っていた。紅あかき太陽を崇あがめ奉たてまつる一派じゃ」

「太陽崇すう拝はい……」

「ああ。滅びゆく太陽を救うため、多くの生いけ贄にえが必要というのが彼奴きやつらの教義でな。そのために夥おびただしい血が流されたのじゃ。それ故に疎うとまれ、滅びた……はずだった」

「そのシード教徒が……」

「朕が」

　アザリンは言った。

「我が太陽を犠ぎ牲せいに、銀河を救おうなどと言い出したものじゃから……」

「それで……」

「だが、朕は考えを変えるつもりはない」

「でも、それじゃあ……」

「ああ。朕は狙ねらわれるだろう。これからも、数限りなくな」

「アザリン！」

　イサムはアザリンを抱き締めた。

「そんなことはさせないぞ！　たとえ相手が誰であろうと、これ以上、指一本、触れさせるものか！」

「ありがとう……イサム」

「許せない。シード教徒の狂信者どもめ……」

「しかし彼らとて、自らの教義に忠実なだけなのじゃ」

「だからって、君や、アンドレセン少将を──」

「心配は、要いらぬ」

　アザリンは健けな気げにも微笑ほほえんで、言った。

「ヤマモトや、皆が、全力を挙げて朕を警けい護ごしてくれている。いかにシード教徒と言えども、滅めつ多たなことで手は出せぬはずじゃ」

「でも、僕は心配で、心配で……」

「そんなことなら」

　アザリンはくすっと笑った。

「最初から叛はん乱らんなぞ、起こさねばよいものを……」

「そうだね」

　イサムも笑った。

「だけど、いつまでもタイラー閣下の乾こ分ぶんだなんて、思われたくないからね。ここらでひとつ、男になっておきたかったのさ」

「その考えがそもそも、青いな」

「言ってくれる」

　イサムは頭を搔かいて、

「だけど実際、僕の下に集まった戦力だって、馬ば鹿かに出来ないんだぜ」

　と、自慢げに鼻をひくつかせる。

「シード教徒なんて、一いち網もう打だ尽じんにしてやるのにな」

「それは、無理だ」

　やけにあっさりと、アザリンは言った。

「なんで？」

「シード教徒は、ゴキブリのようにしぶとい。他宗派の弾圧を受け、徹底的に殲せん滅めつされたにもかかわらず、いつの間にか甦よみがえっていることからも、そのしぶとさは窺うかがえる。根ね絶だやしにすることは、まず無理と言うものだ」

「叩たたくぐらいは、してやるさ」

「シード教徒をなめるなよ、イサム」

　アザリンの声がにわかに厳しさを増した。

「シード教には、暗殺教としての一面もあってな。うっかり表立った弾圧でもしようものなら、報復の牙きばを剝むく。歴代ラアルゴン皇帝の中うちでも、実に三人が、奴らの毒どく牙がにかかっておるのじゃ」

「君を四人目にはさせない。絶対に──」

「イサム……」

「僕では、頼りないかい？」

「そんなことはない。だが、朕ちんなら大丈夫だ。皆がついていてくれる。朕のことは気にせずに、イサム、そちは自分の信ずる道に邁まい進しんせい」

「うん」

　イサムは頷うなずく。

「うん、アザリン。うん」

　それから二人は、そっと口づけを交わした。

「行くのか」

「ああ」

　襟えりを正しながら、イサムは言った。

「援護射撃を続ける。タイラー大統領と、君とを……。どこまで出来るか、わからないけどさ」

「頼りにしている」

「ありがとう。ついでにシード教徒とやらの動きにも、僕なりに目を光らせるつもりだ」

「無理をするなよ。死ぬことは……朕が許さん。皇帝の名において命じる」

「君も、な……」

「わかっておる」

「じゃ」

　イサムは背中で言った。返事を聞くのが、怖こわかった。




「終わったのか」

　ドアの前では、ヤマモトが彼を待っていた。

「意外にあっさりと、すませたんだな」

　時計を見ながら言った。

「長引いても、……ですから」

　辛つらくなると口にした途と端たんに、本当に辛くなることをイサムは恐れた。

「それでいいんだ。俺おれが思ったよりも、おまえは成長したようだな。……立派だぞ」

　肩を叩たたいて、ヤマモトは言った。

「だんだんタイラー閣下の一番弟で子しとしての、風格も出て来たじゃないか」

「まだまだですよ……」

　その腕を摑つかんで、イサムは正面からヤマモトの目を見み据すえた。

「そんなことより、提てい督とく」

「なんだ？」

「アザリンの目は──」

「ああ、よくない」

　ヤマモトはイサムにとって誠に重く、厳げん粛しゆくな事実を伝えねばならなかった。

「爆風と硝しよう煙えんとで、完全に失明されてしまった」

「じゃあ……」

「陛へい下かの視力を救うには、手はふたつ……」

「ふたつ？」

「ひとつは、義眼だ。この方法なら、まず間違いなく、今まで以上に見えるようになる。それこそ、夜でもな」

「じゃあ……」

「だが、ひとつだけ大きな問題がある。高度な視力を備そなえた義眼は、それなりにかさばる。今後、急速に改良されることは疑いなかろうが、それでも当面は、コンパクトにまとめるには、限界があってな……」

「どういうことですか？」

「単刀直入に、言おう」

　ヤマモトは、咳せき払ばらいして、言った。

「陛下のお顔に、ドクター・キタグチのような義眼がついたところを、想像できるか？」

「できません」

　きっぱりとイサムは言った。

「いいえ……。その、ドクターにはまったく悪いのですが、自分としては想像もしたくありません」

「私もだ。安心しろ。おそらく誰もが、同じ意見だろうな」

「で──」

　残るたったひとつの方法に、イサムは望みを託たくした。

「もうひとつは？」

「眼球そのものを、移植する。残念ながら角かく膜まく移植などというなまやさしいものでは救えないほどに、陛下の目は傷きずついておられるのでな……」

「…………」

「はっきり言って、成功の可能性は、フィフティ・フィフティだ。もっともこれは、ドクター・キタグチの受け売りだがな」

「それで」

　イサムは訊きいた。

「眼球の、提供者は？」

「当然、死者からの移植ということになる。まさか生きた人間から抉えぐるわけにもいくまい」

「僕の目を、あげたいくらいですよ」

「わかってる。俺もだ。もし提供者を募つのれば、希望者が殺到するということもな……。だが安心しろ。格かつ好こうの提供者が、見つかった」

「それは──」

　涙ぐみながら、イサムはヤマモトを見た。

「もしかして、アンドレセン少将では……」

「そうだ」

　ヤマモトは悲痛な表情で頷うなずいた。

「アンドレセン……大将だ」




　エアカーは、来たときと同じニューカレドニア宇宙港のシャトル発着ロビー横に停車した。

「じゃあ、ここで……」

　ヤマモトは敬礼で、イサムを送った。イサムもさっと敬礼を返す。

「タイラー閣下の弟子として、閣下の名を汚さんようにな」

「わかっています」

「立派に叛乱を、起こすんだよ」

　助手席で、シアが言った。

「それから陛下を泣かすようなことになったら、このハス姐ねえさんが承知しないよ。いいね、イサム坊や」

「しっ！」

　ヤマモトが慌あわてて、シアを制した。

「声が大きい！」

「地じ声ごえが大きいのは、生まれつきだよ」

「だから、そういう問題じゃなくて……」

「ま、とにかくやると決めた以上は、最後までとことんやることだ」

　運転席の、カトリ准じゆん将しようが言った。

「カール……アンドレセンもきっと、そう言ったと思う」

「はい」

　殊しゆ勝しように頷く、イサムであった。

「不ふ肖しようイサム・フジ、タイラー閣下の弟子として、立派に叛乱を、続行してみせます」

「そう、その意気だ」

　微笑ほほえんで頷くヤマモト。

「あ、それから、言い忘れたがな、貴官の軍ぐん籍せきは、まだ剝はく奪だつされずに残っているからな」

「え？」

　思わず訊き返す、イサムである。

「なんですって？」

「だから貴官は、依い然ぜんとして惑星連合宇宙軍の、軍人なのだ。イサム・フジ少将」

「少将？　僕は准将だったはずですよ。叛はん乱らんを、起こす前は──」

「だから、順当に昇進したのだ」

　涼すずしい顔で、ヤマモトは言った。

「当初の予定通りな。おわかりか、フジ少将」

　本来なら、降こう格かくされても文句は言えない。それどころか蜂ほう起きした時点で、少なくとも惑わく星せい連合宇宙軍における自分の将来はないものと、覚かく悟ごを決めていたイサムなのであった。

「わ、わかりました……」

　イサムは背せ筋すじを伸ばし、

「タイラー閣下の名に加え、栄光ある惑星連合宇宙軍の名をも汚けがさぬよう、精進いたします」

　それなりに、背負うものは増えてきた、イサムであった。少なくとも階級では、頂点まであと三つにまで、昇のぼりつめてしまったわけである。だが、元げん帥すいへのあと三段の階段が、師し匠しようタイラーへの距離が、未いまだ無限の彼方かなたにも思われる、イサム・フジであった。




　ヤマモトたちと別れてから、衛星軌き道どう上へのシャトルを待つまでの間に、さらにイサムはいくつかの、小さな事件に遭そう遇ぐうした。重い鞄かばんを抱かかえた中年の立派な紳しん士しが、検問を突破しようとして、係員に取り押さえられるという一いち幕まくがあったのだ。

「お願いだ、行かせてくれ」

　取り押さえられながら、紳士は髪振り乱して叫んだ。絶叫に近かった。

「宇宙の涯はてに、脱出させてくれ。どうせ地こ球こにいたって、あと半年足らずで、ジェーンが……」

　紳士の魂たましいの叫びは、遮さえぎられたように途と切ぎれた。首筋に押し当てられた無針注射器によって、大量の鎮ちん静せい剤ざいが強制的に投与されたのだ。ぐったりとした紳士を、銃を担かついだ兵士が連行してゆく。運び去られる一瞬、イサムは鍵かぎの外れたトランクの中を、一瞬見た。紳士の鞄の中身は、びっしりと詰つまった宝石や金のインゴットや、有価証券の類たぐいだったのだ。現金ではないところが妙に現実味を帯びている。今や前代未み聞もんのインフレで、現金は同じ重さのトイレットペーパーよりも安く取引されていた。

「ここにも、ジェーンの影か……」

　イサムは暗い表情で呟つぶやいた。ロビー内には意識を失う寸前の紳士の叫びを、事実無根の内容と決めつける旨むねの、アナウンスが流れていた。しかし、粛しゆく々しゆくとした雰ふん囲い気きの中で、そのアナウンスを信じる乗客は、一人もいなかったとさえ言っていいだろう。ジェーンの情報は、非公認ながら、いまや一般大衆にとっても確認された事実であった。よく暴動が起きないものだと、イサムなどは思う。今の人類の科学力では、どこへ逃げても同じだという諦たい観かんと、あのタイラー大統領なら何とかしてくれるのではないかという一いち縷るの望みが、辛かろうじて今のところは人々の恐怖を抑おさえているに過ぎない。だが、それもはたしていつまでもつか、甚はなはだ疑問と言わざるを得ない。

　重い沈黙が、空港ロビーを支配していた。

「いやですねえ……」

　振り向くと、一人の老婦人がイサムの横の椅い子すに、腰掛けて微笑ほほえんでいた。イサムと同じ東洋系の顔立ちだ。育ちのよさが、落ち着いた服のセンスにも窺うかがえた。

「本当に、宇宙の最後が、来るのかしら」

「そんなことはないですよ」

　イサムは思わず、強い調子で否定してしまった。

「きっとタイラー大統領が、救すくってくれますよ。きっと……」

「そうですね」

　老婦人は頷うなずいた。

「今はそれを信じるしか、ありませんものねえ」

　場内アナウンスが、シャトルの到着を告げた。

「荷物、持ちましょうか、おばあさん」

　手ぶらのイサムは言った。

「ありがとう、少しよう尉いさん」

　老婦人はお礼を述べた。イサムのことを、士官学校の生徒くらいに思ったのであろう。実際、本人の本当の階級を知らない者には、そうとしか見えない。「少尉さん」と呼んだのは、まだしも老婦人の社交辞令であった。

「当然ですよ……」

　素顔の自分を値踏みされて、かえって清すが々すがい笑顔でイサムは言った。自分にはいいとここれくらいの期待が、肩が凝こらなくてよい。

「お父様のお遣つかい？　偉いわね」

　微笑んで老婦人は言った。このリゾート施設は惑星連合宇宙軍でも将官とその家族専用である。とても士官学校の生徒などが利用できるランクではない。

「そんなところです」

「そう。いつか自分の力で、ここへ来られるようになるとよろしいですわね」

「はい。そうなりたいと思っています」

　老婦人の荷物を肩に担かつぎながら、イサムは言った。

「タイラー閣かつ下かのような、立派な軍人に──」

「未来があって、羨うらやましいわ」

　少し寂さびしそうに、また眩まぶしそうに、イサムを見る老婦人。

「あなたのような人を見ていると、やはり銀河は救われて欲しい、そう願わずにはいられませんものね。私一人なら、ジェーンに滅ぼされてもいいのだけれど……。主人に先立たれてからというもの、そんなことばかり考えてしまって……」

「失礼ですが御主人も、軍人だったのですか？」

「はい」

　静かに頷く、老婦人。

「惑星連合宇宙軍の、提てい督とくでした。三人の息子たちも、皆軍人ですのよ。いえ、軍人でした……」

「え──」

　イサムの足が止まった。

「皆、銀河のために殉じゆん職しよくしました。結婚もしないうちに──。私一人が、生き残ってしまって……。高級軍人の未亡人の特権で、この保養地に来ても、一人ではつまらなくて、主人や息むす子こたちの顔ばかり思い出されて……」

「おばあさん……」

　イサムは老婦人の肩を押さえて、しっかりと支えてやらねばならなかった。

「ごめんなさいね。湿しめっぽい話で」

「いえ……」

　イサムはまともに、老婦人の視線を受け止めることができなかった。

「でも、あなたのような若い人を見ていると、思い出してしまって……。あなたにもご両親が、いらっしゃるのでしょう？　無む駄だに死んでは、なりませんよ」

「はい」

「行きましょう。シャトルが出ます」

　通関するとき、イサムは老婦人のＩＤカードを見た。

　フサエ・ミフネ──。

『銀河を滅ぼすわけにはいかないな……』

　イサムは自分自身に、しっかりとそう言い聞かせた。










　第二章　銀河燃ゆ




「定点観測浮標、Ｄ23、24、27、29、33、消滅！」

「ジェーンめ、もうそんなところまで来たのか……」

　前線観測所からの報告に、ヤマモトは唇を嚙かんだ。銀河をめざすそのスピードは、着実に速まりつつある。

「ジェーンの重力波動が、活性化しています。最辺境の恒星域は、いくつか深刻な影響を受けているようです。スペクトルと発光量が、一定しません」

「星が、喘あえいでいる……」

　その猛もう威いを想像するだけでも、戦せん慄りつを禁じ得ない、ヤマモトであった。

「スーパーノヴァプロジェクトの進行状況は、どうだ？」

「こちらも順調です。何しろ突とつ貫かん作さ業ぎようで、やらせていますからね。それだけが救すくいです」

「作業員も、ほとんど不眠不休だろうに……」

「まあ、銀河がなくなってしまうよりは、ましですから……」

「そう願いたいね」

　ヤマモト自身、睡すい眠みん不足気味である。もっとも、横になったからといって眠れる心境では、到とう底ていなかった。もともと彼は、心配症の苦労人なのである。銀河の明日を考えると、まんじりともできないのだった。

「さらに定点観測浮標、Ｄ25、消滅」

「重力波動、なおも増幅中」

「作業を急がせろ。この先ジェーンがさらにそのスピードを速めても、対処できるようにな」

「わかりました」

「まったくジェーンときた日には、タイラー閣かつ下かと同じだ。先の動きがどうなるか、まったく読めんよ。まるでこっちの動きを読んだように、意表を突いてくる」

　管制室のチェアに腰掛けながら、ヤマモトは襟えりを緩ゆるめた。すっかり伸びた髭ひげを、超音波シェーバーで三日ぶりに剃そる。

「ジェーンには、意志があるのかも、知れませんね」

　そう言って、頷うなずいたのはキョンファ・キム中佐である。

「提てい督とく、コーヒーをどうぞ」

「ああ、これはすまない」

　ヤマモトは帽ぼう子しを取って、彼女が淹いれてくれたコーヒーを、うまそうにすすった。

「美う味まい」

「恐れ入ります」

「惑わく星せい連合宇宙軍の中佐殿に、コーヒーを淹れさせておいて、こんなことを言うのも恐縮だが、巧うまくなったじゃないか、コーヒーの淹れ方……」

「まだまだタイラー婦人には、及びませんけれど……」

「は、そうか」

　ヤマモトははたと気づいて、紙コップを持つ手を見つめた。

「練習したんだな。実験台を使って……」

「わかります？」

「わかるようになった。ここ最近──」

　結婚すると、人間は誰でも少しは、気が回るようになるものらしかった。

「で、相手は誰だ、中佐？」

「まだ内緒です」

　いつものキム中佐らしからぬ声と口調であった。

「どうやら二十代に、間に合いましたわ」

「滑り込みでか？」

「失礼な」

　中佐はふくれたが、声までは怒ってはいなかった。

「まだ一年あります」

「式は？」

「ジェーンが、過ぎてくれれば、その後に……」

「おいおい」

　ヤマモトは笑った。

「そんな保証は、どこにもないんだぞ。それに、ジェーンの脅きよう威いが去った後は、未み曾ぞ有うの結婚ラッシュと、ベビーブームが到来すると、私は踏んでいるんだ。式場を押さえるのも、ままならんかも知れんのだ」

「でしょうねえ……」

「でもまあ、君の花嫁衣い装しようは一見の価値があるだろう。それだけのためでも、銀河救済に粉ふん骨こつ砕さい身しんするだけの値打ちはあるな」

「はあ……」

「しかし、君も結婚するか。意外と言っては、失礼だろうなあ……」

「もっと驚く、カップルもありますよ」

「へえ」

　ヤマモトは何気なく、キム中佐を見た。

「他に誰が結婚するんだ？」

　万年行かず後ご家けと思われたキム中佐でさえ結婚するんだ。大たい抵ていの奴では驚かんぞと、ヤマモトは肚はらをくくった。

「サカイ中佐です」

「なにっ！」

　ヤマモトは椅い子すから垂すい直ちよくに40センチばかり飛び上がった。

「サカイって、あのコジロー・サカイ中佐か？」

「他に誰がいます」

「あの女性恐怖症が、結婚するのか？　で、相手は？」

　それこそ並々ならぬ、興味があった。

「ユーミ・ハナー中ちゆう尉いです」

「ああ、それならわかる」

　サカイの側にいる女性といったら、他に考えられなかった。なにしろサカイと来た日には、愛機の周囲３メートルを、滅めつ多たなことでは離れないので有名である。

「あいつめ、格納庫の中だけで、結婚相手を選びやがったな」

「まあ軍人は、誰でもそうですけどね……」

　横からそう言ったのは、グエン・ホー・ミン少佐である。

「特に有能で多忙な軍人ほど、往々にして自分の近くにいる人と、くっついてしまうものです」

「ははあ……」

　語るに落ちたなと、ヤマモトは思った。

「なるほど、よくわかった。キム中佐」

「はい？」

「君のお相手は、グエン少佐だな……」

「ははは、やはりわかってしまいましたか」

　キム中佐は笑ってごまかした。

「私の目を節穴と思うなよ……と、言いたいところだが、今までよく、皆の目を欺あざむいたものだな」

「はあ……」

　二人は頭を搔かいた。考えてみればこの二人、いつも並んでオペレーター席にいることが多く、二人の距離は５メートルと離れてはいない。きっと通信業務の間に、せっせと私信を交していたのだろう。

「で、いつからだ？」

「はい」

　キム中佐のほうが姉さん女房ながら、ここは男らしく、グエンが答えた。

「一緒にタイムスリップで飛ばされた明治時代の地球の、九十九里浜を、覚えておいでですか？」

「ああ」

「あのとき彼女の背中に、サンオイルを塗ぬったのが縁です」

「ああ、そんなこともあった──」

　ヤマモトの表情は、自然緩ゆるんだ。こんな時だからこそ、心がなごむ。

「おめでとう。本当によかったな」

「ありがとうございます」

　二人は揃そろって、頭を下げた。

「ところで」

「はい？」

「私の頭には、また新たな疑問が生じて、困っているんだが……」

「なんでしょう？」

「サカイ中佐のことだ。ユーミと結婚すると言ったな」

「はい」

「すると、エィミィはどうなる？　双ふた子ごの片われだ」

「その件でしたら、ご安心ください」

　キム中佐が言った。

「エィミィ・ハナー中尉のほうも、ちゃんと結婚相手を見つけましたから……」

「ほう。それはめでたい」

　ヤマモトは目を細めた。どうやら惑星連合宇宙軍にはよほどせっかちな人間が多いらしい。ジェーンの脅きよう威いが去るまで、待てないのだ。

「しかし、まさかその相手というのもサカイ中佐ではないだろうな。いくら惑星連合宇宙軍の撃墜王エースでも、重婚は立派な犯罪だぞ」

「ご心配なく」

　グエンが笑った。

「別の相手ですよ。あの二人、今までは好みのタイプが一緒だとばかり思っていたのですが、実は全然違うことが、判明しましてね」

　くすくす笑っている。笑いをこらえるのに必死だ。

「ちょっと、想像もつかない相手ですよ」

「へえ……。それはまた、誰だい」

「驚かないでくださいよ。エィミィのフィアンセというのが、なんとあの──」

　だが突然の大音響が、グエンの声とともになごやかなムードを断ち切った。

「何事だ──？」

「Ｂブロックが、爆破されました」

　こんな時でも沈着冷静なキム中佐が、てきぱきと報告する。

「なにっ！」

　ヤマモトの表情が、一瞬凍こおりつく。

「Ｂブロックといったら……」

「はい。赤色巨星ＡＲＡ─[image: ]を運ぶための、ワープフィールド発生装置の中核です」

「被害は？」

「甚じん大だい！」

「や、やってくれたな……」

　ヤマモトは帽子をコンソールに叩たたきつけたいという衝しよう動どうを、辛かろうじて抑おさえた。

「これで計画は、大幅に遅れるぞ。もしかしたら……、取り返しのつかないほどにな」

「Ｄブロックに正体不明の戦闘集団多数侵入！　装甲宇宙服と高出力携けい帯たい用火器で完全武装しています！」

「シード教徒だ」

　ヤマモトは叫んだ。

「ＡＲＡ─[image: ]スーパーノヴァ化計画の、強きよう硬こう反対派だ！」

「各通路で、戦闘が起こっています」

「まずいぞ」

　グエンが唸うなった。

「あのあたりにいるのは、非武装の作業員ばかりなんだ」

「戦闘班を急行させろ」

「了解ラジヤー！」

　キム中尉が叫んで、てきぱきと指示を飛ばした。

「警けい戒かい待機中の、戦闘班員に告ぐ。大至急、Ｄブロックに急行せよ。敵は完全武装の兵、約二個大隊。破壊工作用の高性能爆薬を携けい行こうしている模も様よう。じゅうぶんに注意してかかられたし。繰り返す……」

「戦闘班員のリーダーは、確か……」

「クライバーン少佐です。任まかせておけばまず間違いはないでしょう」

　ヤマモトの質問に、グエンが答えた。

「だが、これで計画に重大な支障を来すぞ……」

　燃えている作業ブロックを窓から眺ながめながら、ヤマモトは顔を歪ゆがめた。

「この非常時に……バカどもめ」

　彼がここまで他人を悪あし様ざまに言うことは、珍しい。

『シア……。おまえやお腹の子供にとっては、試練の時代だぞ』

「敵駆く逐ちく艦隊、強襲！」

　キム中佐が叫んだ。

「数、64隻せき……四個宙雷戦隊です！」

「しまった、こちらはほとんど裸も同然だぞ。護ご衛えい艦かん隊たいは何をしていた？」

「小さな艦にステルス装備を施ほどこしていたのでしょう。レーダーでも発見できませんでした」

「そういうときのために、肉眼というものがあるんだ。何のための警けい戒かいだ！」

　ヤマモトはほとんど、逆上していた。

『い、いかん！　こんなときこそ、私が冷静にならなければ……』

　我に返って、命令を下す。

「護衛艦隊を、呼び寄せ。このままでは施設が、再起不能のダメージを受けてしまう」

「わかりました！」

　だが、警戒の網の目を抜かれた護衛艦隊は混乱を来しており、とても間に合う状態ではなかった。敵の計画は、こちらの予期していた以上に、綿密で用意周到である。

『どうやらシード教徒を、なめすぎていたかも知れん……』

「護衛艦隊、間に合いません！」

「やられる──！」

　グエン少佐が、絶叫に近い声を上げる。

　が──、

　攻撃態勢に移る寸前、敵駆逐艦は次々と爆発した。

「なに──」

『ヤマモト提督、私だ』

　聞き覚えのある声が、通信モニターに飛び込んで来た。

『間かん一いつ髪ぱつで、間に合ったようだな』

「ティン・シュン！」

　ヤマモトの表情が、ぱっと明るくなった。

「ありがとう。助かったよ。私も、おそらくは、銀河も……」

『まだわからん』

　前さきのイザリア辺境伯ティン・シュンは、手て勢ぜいの艦隊を率ひきいておっとり刀で駆けつけて来たのである。強力な戦艦、巡じゆん洋よう艦かんに追われて、敵の駆く逐ちく艦かんは蜘く蛛もの子を散らすように逃げて行く。交戦などという愚は犯さない。明らかに破壊活動が主任務だ。

『しかし油断大敵とは、このことだな』

「ああ。ここまで露ろ骨こつにやるとは、思わなかった。敵はどうやら、銀河と共に滅びても、ラアルゴンの象しよう徴ちようである紅き太陽を、生いけ贄にえには供させないつもりらしい」

『愚おろかなことだ！』

　吐はき棄すてるようにシュンが言った。

『その上にあろうことか、アザリンの命まで狙ねらうとは……』

「火災は、鎮ちん火か」

　キム中佐が報告した。

「侵入した敵部隊も、ほぼ制圧しました」

「さすがはクライバーン少佐だな。頼もしい……」

　だがヤマモトの表情は、晴れなかった。

「各ブロックの被害状況を知らせ」

「はい」

　間もなく惨さん澹たんたる報告が、管制室にもたらされた。

「Ｂブロックの復旧には、突貫でも２週間を要します」

　つまりは貴重な２週間を、浪ろう費ひしたというわけだ。今の状況下で、これは何より痛い。

「Ｄブロックでも、馬鹿にできない人的損害が出ている模も様よう……」

「あたら有能な、技術者を……」

　ヤマモトは臍ほぞを嚙かんだが、もう遅い。

「シード教徒は見事に、その教義を実じつ践せんしたわけだ。今頃奴やつらの教祖様は、雀こ躍おどりして喜んでいることだろう……」

「死んだ教徒は、彼らの天国へ、行けるんでしょうねえ……」

　皮肉たっぷりに、グエンが言った。

「知るか！　仮にそうだとしても、我々にとっては、地じ獄ごくだよ」

　ヤマモトの声も、いつになく投げやりである。

『タイラー大統領や皇帝陛へい下かに、なんと報告したらよいものか……』

　それを思うと、暗あん澹たんたる気持ちになってくる。

「警備を倍に、増やさなければ、なりませんね……」

「ああ。だがおそらくシード教徒は、手を変え品を変え、来るぞ。奴らも尋じん常じようの覚悟ではない。今回の衝撃で、そのことがよくわかった」

「まったくですよ……」

「とにかく復旧作業を急がせろ。地球本部に増ぞう援えんを要よう請せいしてもいい。それと、負傷者の治ち療りようもな」

「はい」

　キム中佐の明めい瞭りような返事が、今のヤマモトにはやけに、忌いま々いましかった。




『そうか』

　ヤマモトからの報告を聞いても、長距離通信スクリーンのタイラーの表情には、特に大きな変化は現われなかった。

『君も大変だね、ヤマモトくん』

「認めたくないが、まったくその通りですよ。これで計画は、大いなる修正を余よ儀ぎなくされました」

『シード教徒も、ホントにごくろーさんなことだ』

「世に狂信者ほど、始し末まつに悪いものはありません。何しろ自分が正しいと、信じてやっていることなのですから……。連中は自らの死も辞さず、破壊工作を敢かん行こうしてきます」

『本当に許せないのは、信者を上で操っている連中だけどね』

「とりあえず、警備を倍に増やしました。しかし、作業員の数が減った上に、みんなすっかり怯おびえていまして……」

『作業が、滞とどこおる……か』

「はい」

　ヤマモトは頷うなずく。

「深刻な問題です」

『こうなってみると会議の決けつ裂れつで、ラアルゴン側の技術者がごっそり抜けたのが痛かったな』

「過ぎたことを今さらどうのこうの言っても、しかたがありません」

『いや』

　タイラーは首を振った。

『諦あきらめてはいけない。最後まで努力すべきだ』

「それはそうですが……」

『あのラアルゴンの、技術長官……』

「セトラですか？」

『そう、セトラ。あの頑がん固こじじいだ。あれを今からでも、説得してみよう』

「閣かつ下か自みずから、ですか」

『そうだ。当たって砕くだけろだ』

「しかし……」

『ナ～ニ、どうせ僕は暇ひまなんだよ。大統領と言ったって、実際にやることはほとんどないんだ。なにしろ有能な第一秘書と補佐官が、実務はぜ～んぶやってくれるからね』

「しかし、あのセトラが、要請に応じるでしょうか？」

『応じてもらわねば、困る』

　一瞬タイラーが本当に困ったような表情をしたように見えたのは、超空間通信で揺れがちな画面のせいばかりではない。

『逆に、セトラさえ説得すれば、他のラアルゴン学者はなんとかなりそうだ。あのじいさんが学会を牛ぎゆう耳じっているのは明白だからね。皆、セトラに遠慮しているだけだ』

「なるほど」

『セトラも人間だ。ちょっと片意地を張っているだけさ。僕が直接行って、誠心誠意説得してみよう』

「お願いします」

　ヤマモトの肩の荷が、いくらか下りた。

「やはり銀河全体の危機です。地球だ、ラアルゴンだ、と言っている場合ではない。双方が総力を結集して、事に当たるべきでしょう」

『うん。まあ……そうだ』

　タイラーは言った。

『銀河が滅びてしまえば、ラアルゴンにとっても、いいことはなにひとつないはずなのにな。シード教徒だってそうだ。しかし、このところ数ヵ月の、ラアルゴン側の対応は解げせない』

「閣下も、そう思われますか？」

『うん。感じているよ』

　タイラーは頷うなずいた。

『何か陰に隠れて、こそこそやっている感じがする。皇帝陛下が療養中なのを、よいことにね……』

「まさか、クーデターということもないでしょうが……」

『まあ、ここはひとつ、僕に任まかせてくれたまえ』

「はい」

『チヤランポランな僕が、こんなに銀河の未来を一生懸命考えるなんて、自分でも不思議だよ。まるで、今までの無責任のツケが、全部回ってきたような感じだ』

「まあ、あなたはいまや、銀河の最高実力者ですから」

『だから、辛つらい』

　タイラーはしみじみ言った。

『誰にもゴマが、すれない』

「…………」

『ま、ジェーンが去ったら、気楽な市し井せいの一市民に戻もどれるのが、今から楽しみではあるがね』

『戻れるでしょうか……』

　ヤマモトは口には出さなかった。

「それでは提てい督とく、セトラの件は、くれぐれも……」

『任せておきたまえ。銀河の明日は、面倒みよう。み～んなまとめて、面倒みよう。ぶわっはっはっはっは！』

　ひさびさに聞く、タイラーの馬ば鹿か笑いがヤマモトを元気づけた。ま、空から元気だが──。

「では私は被害状況を視し察さつする任務がありますので、これで……」

『ヤマモトくん』

「は？」

『お互い、親だね』

「はい、はい」

『がんばろ～よ』

「はい」

　通信は唐突に切れたが、ヤマモトは潤うるむ目で、砂の嵐となった通信スクリーンを、しばし見つめていた。




「タイラー大統領が、お見えになりました」

　という、執しつ事じの報告に、惑星タンギルの別荘でくつろいでいたラアルゴン科学技術庁長官ランドラ・ラ・セトラは、思わずぎょっとなった。

「タイラーが……。軍隊を引き連れてか？」

「いいえ」

　執事は首を振った。

「大統領、お一人でございます」

「なんと！　一人でか」

　セトラは感心するというよりも、呆あきれてしまった。

「護ご衛えいもなしにか？」

「さようでございます」

「ううむ……。タイラーという奴やつ、聞きしにまさる、バカだのう。それにしても、勇ゆう敢かんではあるが……」

「おそらく、その両方でございましょう」

「まあ、ノコノコとワシのところまでやって来た度胸に免じて、会うだけは会ってやろう。通せ」

　肥こえた体を震ふるわせて、セトラは執事に命じた。

『いざとなればタイラー一人くらい、いかようにでも始末できるわ。飛んで灯ひに入る夏の虫とはこのことだ……』

「やっ、ド～モ！」

　ポロシャツにゴルフズボンという、ラフなスタイルでひょこっと現われたタイラーは、現役大統領とはとても思えない気安さで、セトラの応接間に現われた。まるで日曜日に、上司の自宅を訪れたサラリーマンという風ふ情ぜいである。

「いや～、さすがはラアルゴンの科学技術庁長官、実に立派なお部屋ですなあ……」

　よく言えば超豪ごう華か、悪く言えば悪趣味な部屋を見回しながら、タイラーは言う。

「この壼つぼひとつ取っても、さぞかし高価なものでしょうなあ」

「それか」

　目を細めて、セトラは言った。

「通貨統一前で、３億ゴザマルクばかりしたかな。紙切れも同然の今のタイラスでは、値もつけられんよ」

「はあはあ……」

　セトラのあてつけも意に介さず、放心したようにタイラーはさらに部屋の中を物色する。

「この絵は？」

「２億５千万ゴザマルクだ」

「では、この絨じゆう毯たんは？」

「さよう、５億ゴザマルクもしたかな」

「なるほどなるほど」

　ひとしきり、部屋の中の物を値踏みしてしまうと、タイラーは馴なれ々なれしくセトラに顔近づけて、言った。

「いや～、さすがにラアルゴン科学会の重じゆう鎮ちんでいらっしゃる。さぞかし裏に回って、私腹を肥やしていらっしゃるのでしょうなあ……」

「何しに来たのだ、貴様」

「はい」

　そこでタイラーは、背中から風呂敷包みをさっと取り出し、

「今日は長官に、お目通りの印しるしに献けん上じよう品を……」

「なんじゃ、これは？」

「地球名産、温泉芸者饅まん頭じゆうです」

「ワシゃこんなものに、興味はないぞ」

「そこはそれ……」

　テイラーは囁ささやくように、

「菓か子しは菓子でも、山吹色の菓子でございます」

　と言った。

「なに？」

「餡あんの中には、それ、純金が……」

「ほうほう」

　光ものには目のないセトラ、ひったくるようにしてタイラーから温泉芸者饅頭を受け取った。なるほど、手にした菓子折は、ずっしりと重い。

「なるほど」

　目を細め、ニヤリと笑う。

「大統領、そちもなかなか、悪わるよのう……」

「いえいえ。長官には、及びませぬ」

「はっはっは」

「うふふふふっ」

　二人は目め配くばせして、笑い合った。

「して、タイラー」

　セトラが言った。

「おぬしの来訪の目的は、なんじゃ」

「はい」

　ようやく本題に移る、タイラーであった。

「長官、ちょっと小耳に挟はさんだのですが……」

「なんじゃ」

「ラアルゴンでは密ひそかに、宇宙船を建造中という噂うわさが……」

「それがどうした」

　セトラは鼻で笑った。

「宇宙船ぐらい、いつでもどこかしらで建造されておろう」

「ただの宇宙船ではありません」

　ニコヤカな表情を崩くずさず、タイラーは言った。

「超大型の、星系間宇宙船です」

　一瞬ギクッとする、セトラ。

「そう。大勢の人間を乗せて、他の銀河へ移住することが、出来るくらいのね」

「た、タイラー」

　セトラはすごい形ぎよう相そうでタイラーを睨にらんだ。

「きっ、貴様、いったいその極秘情報をどこで摑つかんだのだ」

「語るに落ちましたね、長官」

　タイラー、ニカッとほくそ笑んで、

「ひょっとしたらそうじゃないかって、口から出まかせですよ。いや～、言ってみるもんだ」

「は、謀はかったな、タイラー！」

「とんでもない！」

　タイラーは言った。表情は笑ったままだが、口調はかなり強い。

「謀ったのは、あなたのほうですよ。セトラ長官」

「な、なに」

「そうではありませんか。全人類が一いち丸がんとなって、ジェーンの脅きよう威いに立ち向かわねばならないこの時期に、こっそりと、ラアルゴンの、それも一部の者のためだけに、脱出用の移民船を建造していたのですから」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな」

　ただでさえ巨大な顔を、さらに真赤に膨ぼう脹ちようさせて、セトラは弁明した。

「あ、あの宇宙船は、銀河移動計画が失敗したときのための、万一の保険なのだ。そ、それに、あの船の乗船予定リストにはタ、タイラー……君ももちろん、入っているとも。も、もちろん陛へい下かもな」

「噓うそつき」

　タイラーの言葉は、セトラの残りわずかだった良心に、グサリと突き刺さった。

「噓つきぃ噓つきぃ噓つきぃ噓つきぃつきぃきぃぃ……」

　自分でエコーをつけるタイラー。だが良心の呵か責しやくのあまり、セトラはそのことにも気づかない。

「自分たちだけで、逃げるつもりだったくせにぃくせにぃせにぃにぃぃ……」

「やめんかっ！」

　セトラは叫んだ。

「と、とにかくあの移民船は、建造を続行する。一人でも多くの人類を、他の銀河に移住させるためにな」

「そうですか」

　やけにあっさりと、タイラーは言った。

「じゃあ、いいや」

「へ──」

　セトラでさえ拍子抜けする、タイラーの張り合いのなさであった。

「建造は続けていいよ。それはそれとして」

　念を押すように、タイラーは言った。

「我々の計画にも、人員を割いて欲しい。これは大統領としての、正式の要請だ。正直言って、深刻な人員不足なんだ。それと、優秀な頭脳もね。それこそ猫の手も、借りたい」

「お言葉ですが、大統領」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに、セトラは言った。

「我々のほうこそ、猫の手も借りたい状況なのです。それこそあやふやな、銀河移動計画よりも、より確実な、移民計画のほうが……」

「しかし、その計画では、助かるのはごく一部の人だけだろう」

「ですが確実に何万人かは、助けられます。宇宙のどこかに、我々の子し孫そんは残せます。その何万人かを、何十万人にするために、大統領、あなたのほうこそ我々に、人員を割いていただきたい。あなたの提唱する銀河移動計画では、それこそ下へ手たをすると全人類が滅びてしまうではありませんか」

「全人類が助かるのでなければ、意味がない」

　毅き然ぜんとして、タイラーは言った。

「一部の人類だけが助かる計画なんぞに、荷か担たんする道理はない」

「どうやら」

　セトラは笑った。

「話し合いの余地は、なさそうですな」

「今はね」

　タイラーは言った。

「また来る。一週間後だ」

「私の返事は、変わりませんぞ」

「だといいね」

　タイラーは扉とびらを閉めずに、部屋を出た。

「ふん、名ばかりの、青二才大統領め」

　セトラは鼻を鳴らした。

「塩をまいておけ！」

　と、執しつ事じに命令する。

「さてと──」

　しかしタイラーの手土産みやげに対しては、心が動く、セトラであった。

「何かなあ……」

　温泉芸者饅まん頭じゆうの、包みを解く。

　現われたのは、何の変哲もない、ただの饅頭であった。

「な、中身を……」

　ずっしりと重い饅頭のひとつを手に取り、割ってみる。

「うぎゃあ──！」

　餡あんの中に仕込まれていた鉛の塊かたまりは落下して、彼の足の甲を直撃した。




「どうでした？」

　表に停めてあった大統領専用エアカーの中では、大統領補佐官のアブドゥーラ・アッラー・ディーン・アリー・カシムがタイラーを待っていた。

「予定通りだよ」

「では──」

「予定通り、交渉は決けつ裂れつした」

「な、なんと」

「だけど、本腰を入れて交渉するのは、一週間後だ」

「一週間後ですと？」

　カシムは目を丸くした。どうもこの大統領のすることは、彼にはよくわからない。至らない大統領を補佐せねばという気持ちと、自分はその道のプロだという自じ負ふだけが、空回りしてしまう。

「そんな悠ゆう長ちような……」

「だあいじょうぶ！」

　自信たっぷりにタイラーは言った。

「すべては一週間後だ。一週間すれば、セトラは必ず、我々の計画に同調してくれる」

「どこにそんな根拠が……」

「ここだよ」

　タイラーは笑って、自分の頭を指さした。

「秘書官」

「はい」

　公務においてはタイラーの有能な第一秘書官であり、私生活においては彼の貞てい淑しゆくな妻でもあるユリコ・タイラーが、微笑ほほえんで頷うなずいた。夫であり大統領でもあるこの貧相な三十男を、信じ切っている目だ。

「例の極秘ルートで、彼に連絡を取ってくれ」

「わかりました」

　ユリコは頷く。

「彼に、ですね」

「彼って誰です？」

　カシムは助手席から、身を乗り出した。補佐官である自分も知らないことを、タイラーとユリコが夫婦の秘め事みたいに言うのを、彼のプライドは我慢出来なかったのだ。

「え、大統領」

「知りたい？」

　タイラーは悪戯いたずらっぽく、カシムの目を見た。

「ええ、知りたいですね。というか、自分は知る権利があると思います」

「じゃあ教えてあげよう。彼というのはね……」

「はいはい」

　タイラーはカシムに顔を近づけ、言った。

「大統領とその第一秘書官だけの、キ・ミ・ツ」

「は──」

　目が点になる、カシムであった。










　第三章　背はい水すいの陣じん




「どう思う」

　駆く逐ちく艦かん『サンダー・チャイルド』のブリッジ、大統領名義の、一通の密書を巡めぐって、叛はん乱らん軍ぐんの主しゆ魁かいたちは顔突き合わせ、談義の真最中である。

「罠わなかも知れんな」

　そう言ったのは、イサム・フジの片腕で、実力的にはむしろナンバー・ワンと目されるミツル・スナガ。元惑わく星せい連合宇宙軍の、大佐である。

「いや、罠だ。罠に決まっている」

　いつも決まってそうわめくのが、学生運動家上がりの、ジャン・ジスカール・ガロワ。恐るべき雑居所帯となった叛乱軍では、いちおう最大派は閥ばつのリーダーを自称している。確かにその通りなのだが、それはただ単に、後に控ひかえている足手まといの人数の多さを意味しているに過ぎない。彼の派閥の大半は非戦闘員の女子供で、戦力にはならなかった。

「こんな罠に、みすみす飛び込む愚ぐは、犯すべきではない」

「じゃが、漢おとこには、罠とわかっていてなおかつ飛び込んで行かねばならんときがある」

　そのハト派のガロワと、いつも決まって対局の意見を主張するのは、無断派のリーダーで、根っからの武人のガルグル・ド・ランゲ。この初老の隻せき眼がんの勇士は、もとラアルゴンの有力な辺境郷士で、今は叛乱軍にあってイサム艦かん隊たいの、艦隊奉ぶ行ぎようという要職を与えられていた。その性格からしてガロワなどとは端はなっから反そりが合わないのは自明の理であった。

「今がまさしく、その時じゃと思う」

「しかし、これが果たして、本当にタイラー大統領からの要よう請せいだろうか？」

　スナガが首を捻ひねった。

「あの人が、こんな命令をするとは……」

「大佐」

　イサムが言った。自分たちの階級が、実はまだ剝はく奪だつされていないことがわかったので、おおっぴらに階級を名乗れる。

「いつも我々の予想もしないことを思いつくのが、あの人だよ」

「確かにそうだが……。これはあまりに……」

　スナガの渋面は、変わらない。

「スピカ宙域にあるラアルゴンの秘密造船施設を襲い、そこに繫けい留りゆう中、並びに建造中の船舶を、すべて徹底的に、破壊せよだと……」

「楽しそうな、仕事じゃないか」

「楽しすぎる」

　スナガは言った。

「いったいこの作戦に、どういう意味があるんだ」

「オブザーバーにも、ひとこと言わせてもらえんかな」

　そう言って、隅のほうで手を上げたのが、惑星連合宇宙軍予備隊の出身で、大量の補給物資を抱かかえたまま叛乱軍に加わったアンドリュー・バーミンガム大佐。軍ぐん需じゆ物資の横流しの常習犯だった男で、別名〝ちょろまかしのバーミンガム〟と呼ばれている。実になんとも、とんでもない奴だが目先の利きは、抜ばつ群ぐんだった。

「俺おれはタイラー閣かつ下かという人を、よくは知らんのだが、この作戦には、なにやらただならぬ覚かく悟ごを感じるぞ」

「どういう意味だ？」

　バーミンガムにとっては、かつての親友、いや、悪友であるスナガが言った。基本的にバーミンガムのことを信頼はしているが、信用はしていない。そこらあたりの人間関係は、微妙である。

「俺たちは、いわばタイラー大統領から見れば、非合法の組織だ」

「言われるまでもない」

「その非合法の組織に、頼らざるを得ない。これはさすがのタイラー閣下も、かなり切羽詰まっていると見るのが、正解だろうな」

「なるほど……」

　盗ぬすっ人とバーミンガムの言うことにも一理あるなと、スナガは頷うなずいた。

「つまり、あれだけの人脈をお持ちの人が、我々のようなならず者のアウトローにわざわざ依頼してきた。これは我々でなければ出来ない任務ということだ。光栄じゃないか。天下のタイラー大統領に、頼りにされているんだぜ」

「おまえが頼りにされているわけではない」

　スナガはそう言って、イサムを見た。

「頼りにされているのは、この坊やのほうだ」

　イサムは、身の締しまる想いであった。

「どうする？　イサム」

「僕は、タイラー閣下を全面的に信頼している」

　リーダーらしく毅き然ぜんとした態度で、イサムは言った。

「その考えは、立場上叛乱軍のリーダーとなった今も、変わってはいない。だから、僕の答なら、最初から決まっている」

「そう来なくちゃな」

　スナガは日々頼もしくなってくる上官を、微笑ほほえんでみた。

「ということだ。作戦は決行する。異存はないな……」

　誰にも異存はなかった。消極的のガロワでさえ、目を輝かせている。みんな、やる気になっているのだ。

「そうと決まれば、即日決行だ。攻撃隊は、身軽なほうがいい。主力の駆く逐ちく艦かんとフリゲートだけでやろう」

　全部で二十隻せき足らず。悲しいかな今のところ、イサム艦隊で戦力と呼べる艦かん艇ていは、これだけであった。補給物資だけは腐るほどあるのが、せめてもの慰なぐさめである。

「俺とイサム、それにランゲが攻撃隊の指揮を執とる。バーミンガムとガロワは、補給部隊を率ひきいて待機だ」

「どうでもいいけどよ……」

　毒どく舌ぜつではスナガにひけを取らないバーミンガムが言う。

「全艦艇の90パーセント以上が、補給艦艇だなんていう艦隊は、史上、他に例を見ないのと違うか？」

「贅ぜい沢たく言うな。そのぶん弾薬を気にせずに、思いっ切りリッチな戦争が出来るだろうが」

「それはそうだが……」

「史上、補給が滞とどこおって負けた軍隊は、枚挙にいとまがない。ナポレオンしかり、ヒトラーしかり、大日本帝国しかりだ。だが俺たちは少なくとも、補給にだけは不自由しない。あり余るほどの食料と弾薬、それに燃料がある。ついでに酒もある。どこに文句をつける筋合がある？」

「これで負けても──」

　と、バーミンガムは言った。

「俺たちは補給が多すぎて負けた史上希まれなる軍隊として、歴史に名をとどめることだろう……」




　フカフカのベッドで熟じゆく睡すいしていたところを、ランドラ・ラ・セトラはけたたましい緊急用非常回線エマージエンシー・コールのベルの音で叩たたき起こされた。

「なんだ、こんな時間に──」

　不ふ機き嫌げんきわまりない声で、セトラは受話器を取り上げた。

『こちら惑星クロフト造船局。長官、一大事です！』

　狼ろう狽ばいした声が言った。

『例の叛乱軍が、衛星軌き道どう上のドックを襲おそい、完成していた10隻せきを含め、建造中の移民船を、残らず破壊し去りましたッ！』

「なにっ！」

　セトラの動転ぶりは、むしろ滑こつ稽けいなほどだった。

「一隻残らずか？」

『はい』

　震ふるえる声。

『おまけに乾ドックと、浮ふ揚よう工作台も、残らず……。もうこれで、移民船の建造は出来ません！』

「なななな……なに！」

『ですから私があれほど口を酸すっぱくして言った通り、危険分散の意味からも、造船施設は各地に分散して置いたほうがと……』

「そのぶん能率が低下するわ！　警備艦隊は、何をしていた？」

『それが……』

　電話口の声が、くぐもった。

『警備艦隊も、全滅しました！』

「なにぃ！」

『敵は小惑星をくり抜いて、中に弾薬を詰め、それにロケットモーターを取り付けて、ドックに突っ込ませたのです。警備艦隊も、それに巻き込まれまして……』

「ど、どこの馬鹿だ！」

　セトラは絶叫した。

「こんなことをしたのは、どこの馬鹿なのだ」

　叩きつけるように、受話器を置く。

「い、移民計画が……」

　頭を抱かかえて毛布の中に潜もぐり込もうとしたセトラであったが、ほとんど入れ替りに鳴り始めた通常電話のベルが、それを許してはくれなかった。

「だ、誰だ……。こんな夜中に……」

　それでも律りち義ぎに電話に出てしまうほど、セトラは何かにすがりたかった。

『セっトラくぅ～ん』

　聞きたくもないおぞましい声が、独特としか言いようのない抑よく揚ようをつけて、電話口で言った。

「た、タイラー」

『あったりぃ～。びっくりしたぁ～？』

「…………」

『ニュースで見たよ。移民船団全滅、残念だったね』

「き、貴様……」

　セトラは歯ぎしりした。

「それを笑いに、わざわざ……」

『まさか。ご愁しゆう傷しようさま。しかし、災難だったね。一隻も残らず完全破壊とは、叛乱軍も徹底してやるもんだ。これで外銀河移民計画も、おじゃんか』

「そ、そうか！」

　セトラの脳のう裏りに、閃ひらめくものがあった。

「き、貴様がやらせたのだな。は、叛乱軍の仕し業わざと、見せかけて」

『まさか』

　タイラーは笑った。

『そんな回りくどいことはしない』

　彼の言葉は半分真実で、半分噓うそである。

『それよりこれで、君も我々の計画に、協力しないわけにはいかなくなったねえ』

「だ、誰が！」

　セトラはほとんど、受話器に嚙かみつかんばかりに、

「誰が貴様などに協力するか！」

　と、目の色変えて叫んだ。

『しかしいまや選択の道は、他にないじゃないか』

「意地でも協力などせんぞ。かくなる上は、銀河とともに、滅びるのみ！」

『まだ目が覚さめないのか』

　いささか強い口調で、タイラーは言った。

『君はいい、しかし全銀河の民を、道連れにするつもりか。君の家族や、友人もだぞ……』

「…………」

『地球とラアルゴン、両方の科学力を結集せねば、間違いなく銀河は滅びるんだ。この大切な時期に、君は事もあろうに移民船を建造して、少数の選ばれた連中だけを逃がそうとした。それだけでも陛へい下かの御意志に背そむくものだ。許し難がたい』

「しかし……」

『自分のことしか考えない奴やつは、結局は自分自身をも滅ぼすことになる。今の君がまさにそうだよ』

「その通りだ。もはや我々は、滅びるしか……」

『なぜそう決めつける。今や君の力が必要なんだ。ラアルゴンの、技術力と優秀な頭脳がね』

「タイラー……」

『背水の陣だよ、セトラ』

　タイラーは諭さとすように言った。

『もはや地球とラアルゴンの技術者が一丸となって、銀河移動計画を推進する以外に、人類が生き残る術すべはない。死にもの狂いで、やるんだよ』

「…………」

『助かるなら全員、滅びるときも、全員だ。すべてか、無かだ。例外はない。だが、その覚悟がなければ、人類を救うことなんて不可能なんだ。わかってくれるかい、セトラ長官』

「わかった……」

　セトラは頷うなずいた。

「君には負けたよ、大統領。明あ日すにでもうちの若い連中を、君のもとにやる」

『ありがとう、セトラ』

「私が睨にらみを利きかせていたから皆遠慮していたが、実は君と一緒にやりたいという連中は、多かったのだ。これで銀河移動計画も、少しははかどるだろう」

『もちろん君も、協力してくれるんだろう、セトラ』

「あ、ああ……」

　セトラは言葉を濁にごした。

「なあ、タイラー」

『ん？』

「銀河が救われると、いいなあ……」

『なに言ってるんだい』

　タイラーの笑い声。

『必ず救うに、決まっているじゃないか』

「ありがとう、大統領……。それを聞いて、安心したよ。さらばだ……」

『ああ、それじゃ、明日にでも』

　セトラは受話器を置いた。




「セトラは、折れたよ」

　タイラーは側そばにいた、ユリコに言った。

「明日からラアルゴンの若い技術者が、我々のプロジェクトに参加してくれる。人手不足は、かなり解消されるだろう」

「よかったわね、ジャスティ」

「をゐをゐおいおい……」

　タイラーは頭を搔かいた。

「ここは大統領執務室だぞ。この部屋にいる間は、夫婦でいることを忘れてもらわないと……」

「あら、でも今は、勤務時間外よ」

　ユリコは微笑ほほえんで言った。

「しかし、イサムも思ったよりやるもんだな」

「そうね」

「小惑星に弾薬をつめて、惑星爆弾に仕立てるなんざ、現役時代の僕でも、思いつかなかったかも知れないね」

「有能なブレーンにも、恵まれているようだし……」

「うん。あいつ独自の、人脈を探さぐり当てたのはなかなか感心だぞ。さすがは僕の弟で子しを、自称するだけのことはある」

「その名ももうじき、返上するかもね。いつの日かあなたが、イサムのもと師匠ですって、自己紹介しなくちゃいけなくなるかもよ」

「そうなってくれると、僕ももっと楽ができるんだが……」

「大統領！」

　そこへ補佐官のカシムが、血相変えて駆け込んで来た。

「一大事です」

「どうした？」

「セトラ長官が──」

「ああ、セトラなら、心配いらない」

　悠ゆう然ぜんと、タイラーは言った。

「セトラなら、たった今、協力を承諾してくれたばかりだよ」

「違います」

　息をきらして、カシムは言った。

「セトラ長官の自宅がたった今、シード教徒の爆弾テロによって、爆破されたのです」

「なんだって？」

「セトラ長官は……爆発の中心部にいました。跡形もなかったそうです」

「家族は？」

「別邸のある惑星タピオスに疎そ開かいさせていて、無事だそうですが……他に執事が二名と、メイドが五名……犠牲に」

「ひどいわ」

　ユリコが怒りをあらわにした。

「シード教徒ったら、手段を選ばないのね」

「そうか、セトラ長官が最後に言ったさようならの意味は、そういうことだったのか……」

　タイラーはつぶやいた。

「彼はシード教徒に、脅きよう迫はくされていたんだな。気の毒なことをした」

　おそらく銀河移動計画に荷か担たんしないよう、圧力をかけられていたに違いなかった。だがセトラも科学者、最後は自らの一命を投げうって、シード教徒の脅迫をはねつけたのである。

「カシム補佐官」

「はっ」

「銀河移動計画に携たずさわっている、すべての科学者と技術者の身辺警護には、細心の注意を払ってくれ。特にテロに対しては、どんなに万全の対策を講じてもやりすぎということはないだろう。命がけで我々に協力してくれた、セトラ長官に報むくいるためにもね」

「わかりました」

　カシムは深々と頭を下げた。

「警備の兵士を倍、いや、三倍に増やします」

「シード教徒が、彼ら教義のためには手段を選ばないことはこれでわかった」

　口元を引き締めて、タイラーは言った。

「これからはこちらも、シード教徒に対しては手段を選ばないことにする」




　それまでセトラからの圧力や、シード教徒の報復を恐れて計画に協力することを拒こばんでいたラアルゴン系の技術者たちが加わったことにより、滞とどこおりがちだった銀河移動計画は、にわかに活かつ況きようを呈ていし始めていた。地球系の技術だけでは困難だった長距離大質量ワープフィールド発生装置の設営工事も、順調にはかどっている。むろん、その陰には惑星連合宇宙軍によるテロ対策の警備も貢こう献けんしていたことは言うまでもない。工事に携わる者の安全が保証されてこそ初めて、彼らも安心して働けるというものである。

「作業員一人に、兵士が五人」

　と言われるほどの、厳重な警けい戒かいであった。だが、相手は非情な上に名うてのテロリストであるシード教徒だ。どんな厳しい警戒体勢を敷いても、やりすぎということはないはずだった。

　もちろん、作業員一人ひとりや、さらには警護の兵士に対するチェックも、厳重を極めた。彼らの中に一人でもシード教徒の破壊工作員が混じることは、即座に銀河の全人類の、滅亡を意味したからだ。

「まったく」

　装甲宇宙服を着て作業現場の警備を指揮しながら、ボブ・キーナン少将はつぶやいた。銀河そのものを警備すると言っても過言ではない、重責である。いかに彼に対する、タイラー大統領の信任が厚いかも窺うかがえよう。

「こう警戒が厳重だと、なんだか俺たちのほうが警護されている気分になっちまう」

「結局、そうじゃないんですか」

　相あい棒ぼうの、ミッキー・クライバーン少佐が言った。

「我々は結局、自分たちの未来を警護しているんですよ」

「ほう──」

　キーナンは、さも意外そうに、２メートルを超こす相棒を見た。

「クライバーン、おまえもなかなか、洒落しやれた事を言えるようになったじゃないか」

「どういう意味ですか？」

「あとはその顔に似合う冗談が言えるようになれば、言うことはない」

　自分も生なま傷きずだらけの顔をくしゃくしゃにして、キーナン少将は言った。

「誰かさんと一緒にしないでくださいよ」

　さも心外そうに言うクライバーンであったが、庇ひさしのように突き出た額の奥で、恐れるということを知らないそのふたつの目は笑っていた。

「まあ、どのような形であれ、人類の未来に貢こう献けんできるということは、嬉うれしいですよ」

「まったくだ」

　キーナンはしみじみ頷うなずいた。

「格闘戦のプロと言えば聞こえはいいが、人を殺すしか能のない俺おれたちが、人類の未来を守っているなんてなあ……」

「すべてはタイラー大統領の、おかげですよ」

「その通りだ」

「思えば初めてあの人に会ったときは、私は特務曹そう長ちようで、あなたは中佐でしたっけね」

「ああ、お互い偉くなったもんだ」

「これもみんな、あの人のおかげですよ」

「なあに……」

　キーナンは目を細めて、言った。

「あの人だって俺たちががんばったから、大統領になれたんだからお互い様さ。持ちつ持たれつだよ……」

「これからもみんなで、幸せになれるといいですね……」

「まったくだ……」

「ジェーン、避けられますかね」

「わからん」

　いささか投げやりとも思える口調で、キーナンは言った。

「今は信じるしかあるまい。それぞれの領分で、全力を尽くしながらな……」




「ワープフィールドの発生装置は、いちおう完成しました」

　技術責任者の報告を聞きながら、ヤマモトは頷く。

「皆、不眠不休の作業に一言も愚ぐ痴ちを言わず、よくやってくれました」

「私もそう思う。ご苦労だった。だが、これからだ」

「あとは実用試験を、行うだけです」

「失敗は許されん。絶対にだ」

　ヤマモトの語調には、決意が漲みなぎっていた。

「明日、タイラー大統領立ち会いのもとに、試運転を行う。それまでに各部のチェックを忘れんようにな。くどいくらいでちょうどいい」

「わかっています」

　責任者は頷いた。

「これで──」

　と、赤色巨星ＡＲＡ─[image: ]を見やりながら、

「あの星を、銀河の中央まで運べます」

「あとはあの星をスーパーノヴァにして、銀河を動かすエネルギー源にしてやればいいわけだ」

「口で言うのは、簡単ですけどね」

「紙に書くのもだ……」

　その苦労は、実際に着手した者でなければわかるまい。

「しかしこんな馬鹿げた計画、平時だったらまず、実現することはなかったでしょうね」

「そう思うな」

　ヤマモトの偽らざる気持ちである。

「それどころか、誰も思いつきもしなかっただろう。銀河を動かすなどと──」

「ジェーンもひとつだけ、人類のためになることをしました」

「それがこの、野の放ほう図ずな計画だと言いたいのだな」

「はい。この計画には誇こ張ちようではなく、全宇宙の頭脳と科学の粋すいが結集されました。おかげで普通なら考えられないほどの新技術が、驚くべき短期間に開発されたのです。それこそ平和な時期ならノーベル銀河賞ものの発明や実用新案が、冗談でなく日に百個単位でポンポン出て来ます。百年分の技術革新を、一年で見る想いです。計画に携たずさわっている技術者全員、これは偽りでなく、技術者冥みよう利りに尽きると思っていますよ。もしジェーンをクリアすることが出来れば、おそらく人類の技術は飛ひ躍やく的に進歩し、その後繁栄は約束されたも同然でしょう」

「しかしね」

　根っからの軍人であるヤマモトは、その楽観的な意見を頭から信じる気には、とてもなれなかった。

「人間とは、愚おろかなものだ。喉のど元もと過ぎればなんとやら、ジェーンの脅きよう威いが去った後は、また争いを始めないと誰が断言できよう」

「…………」

「そうなれば、銀河移動計画で培つちかわれた多くの革新的技術が仇あだとなって、より多くの血が、億単位で流されることになるだろう。愚かなことだ……。こんな人類ならいっそ、ジェーンによって銀河ごと滅びてしまったほうが、どれほどマシかも知れん」

「本気でおっしゃっているのですか？」

　技術主任は言った。

「たとえそうだとしても、銀河の生命は人類だけではありません。この未み曾ぞ有うの危機に立ち向かえるだけの叡えい地ちを持つ生命体が人類だけである以上、我々は銀河全生命体の代表として、銀河を彼らに託す義務があるはずです。ジェーンが通過した後には、星ほし屑くずひとつ、残らないんですよ」

「わかっている。言ってみただけだ」

　ヤマモトは言った。

「箱はこ船ぶねを造れるのは、ノアの子し孫そんである我々だけなのだからな。今は銀河の生きとし生けるものすべてのために、全力を尽くそう」

「それを伺って、安心しました」

「それに……」

　ヤマモトはつぶやいた。

「未来を託されるあいつらは、けっこううまく、やってくれるかも知れない。イサム……陛へい下か……キサラ……、それに、私の子供だ」




　各部の試験が夜を徹して（もっとも、衛星軌道上の宇宙空間に、夜があればの話だが）行われている間に、警備の交こう替たいも行われた。兵士たちは一日三交替制で警備にあたっている。だが、それは兵士に限ってのことであって、士官クラス、特に各部署の責任者ともなればそこは不眠不休に近かった。もともとタフで鳴らした海兵隊の猛も者さたちにも、これはこたえる。

「ふああ……」

　何度目かの生あくびを嚙かみ殺したクライバーン少佐に、

「おい」

　とキーナン少将が声をかけた。

「ここはもういいから、あとは俺に任まかせてしばらく寝て来い」

「ですが……」

「クライバーン、無理するな。おまえもう、完徹三日目だろう」

「いえ、凍とう結けつ睡すい眠みんカプセルで、一日30分ずつ寝ているであります」

　杓しやく子し定じよう規ぎにクライバーンが言った。

「そう言う少将閣下だって……」

「俺は二日目だ。まだ貴様よりはましだ。３時間でもいい、今のうちに眠っておけ。これは命令だぞ、クライバーン」

「しかし」

「なに、おまえが戻って来たら、遠慮なく三日ぶっ通しで、眠らせてもらうよ」

「そうですか。では、お言葉に甘えて……」

　この時上官の好意に甘えたことを、クライバーンは死ぬまで後悔することになる。

「眠らせていただきます。ふぁああ……」

　こらえていたあくびが、また出る。

「おい」

　歩み去る背中に、キーナンは声をかけた。

「そのかわり、しっかり寝て来るんだぞ。戻って来てまであくびしやがったら、一回につき拳げん固こ一発と、重じゆう営えい倉そう三日間の厳げん罰ばつだからな」

「わふぁってまふよ」

　あくびを嚙み殺しながら、クライバーンは手を振った。

「これでいい、抛ほうっておけばあいつは、死ぬまで頑張りかねないからな……」

　自分の性格は棚に上げて、キーナンは言う。

「ふぁああ……。おっといけねえ。これじゃ俺のほうこそ、重営倉だぞ」

　ちょっとでも目を離せば仲よくしたがる上下の瞼まぶたを、必死に見張る。

「シード教徒め。俺の安らかな眠りを妨げただけで、その罪は万ばん死しに値するってもんだ。だいたい、銀河が滅びて、連中にいったいどんな得があるってんだ」

　宗教の崇すう高こうな理念や教義などとは、おそらくキーナンはもっとも遠いところにいる人間であろう。これまで宇宙軍海兵隊とともに歩いてきた人生も、宗教とは一切無縁であった。

「あああ。やだねえ、狂言者なんてのは──」

　そうつぶやいた直後、彼はその狂言の一人と、鉢はち合あわせした。逃げるように工事ブロックを飛び出して来た、作業員の制服を着た不ふ審しんな男と──。

「おい」

　キーナンは反射的に呼び止めた。

「待て、どこへ行く。ＩＤカードを見せろ」

　男はその詰きつ問もんに、無言と逃走をもって応こたえようとした。むろん、２メートルを超す筋骨隆々のキーナンを相手に、それは無理というものであった。たちまちにして取り押さえられる。

　男はＩＤカードこそ帯びていたが、その写真の顔と当の本人の顔とは、まったくの別人であった。おそらく作業員の一人を殺すか眠らせるかして、制服とＩＤカードとを奪い取ったのであろう。

『やれやれ』

　キーナンは思った。

『こんな旧式かつ強引な方法がまかり通るようじゃ、警備を厳重にしたと言っても、まだまだザルだな。やり方を根本的に改めねえと……』

　さらに異様であったのは、捕とらえた男の目が、トロンとしており、あまつさえ口の端からたらりと涎よだれまで垂れていることだった。その独特の、恍こう惚こつとした表情に、テロ対策任務の経験もあるキーナン少将は、ピンとくるものがあった。

「こいつ、薬やく漬づけでやがる」

　狂信的な信者をさらに麻薬漬けにして、任務に成功したら薬を与える。薬の効力で痛みと恐怖は鈍化し、ただ禁断症状を恐れるあまり、中毒患かん者じやは任務を必死に遂すい行こうするため、成功率は飛ひ躍やく的に向上する。暗殺教団の常じよう套とう手段であった。

　キーナンはただでさえ快こころよく思っていなかったシード教徒を、これで徹底して嫌けん悪おすることとなった。

「こんな連中に、銀河を滅ぼされてたまるものか」

　とりあえず、駆けつけた兵士たちとともに男の身み柄がらを拘こう束そくし、取調べ室に連行しようとする。そのとき、薬で呂ろ律れつも回らなくなった男が、何事かを口走った。

「へへ……どうせ銀河はおしまいさ」

　辛かろうじて、そう聞き取れる。

「なに？」

「もうじき人類全員、滅びるのさ……。作業ブロックに……ばくだ……」

「ちいっ！」

　キーナンはまどろっこしい男の言葉を、最後まで待ってはいなかった。ただちに身を翻ひるがえし、男の出て着た作業ブロックに駆け込む。

「どこだ？」

　爆発物は、すぐに見つかった。ワープフィールド発生装置の管制室に、箱状の高性能爆薬とその時限装置とが、すぐ目につくように置かれてあった。

「あった──」

　だがすぐ発見されても構わぬように、ぞんざいに仕掛けられていたにはそれなりの理由があった。爆破時間までのセットが、ごくごく短かったのだ。

　あと、５秒──、

「うおっ！」

　キーナンは吠ほえた。おそらくこの程度の爆弾では、管制室を破壊するぐらいの威い力りよくしかないであろう。だが、それでじゅうぶんだった。銀河移動計画を遅ち延えんさせ、取り返しのつかない事態にまで銀河と人類とを、追い込むには──。

「野郎！」

　キーナンの決断は、瞬時にして下された。躊ちゆう躇ちよの間は、なかった。

「銀河の未来を──」

　装甲服を着たまま、爆弾を抱かかえ込むように、その上に身を投げる。

「てめえらなんぞに渡してたまるか！」

　直後──、

　時限爆弾は炸さく裂れつした。

　だがキーナンが身を挺ていして押さえ込んだおかげで、爆発の規模ははるかに小さかった。管制室そのものに、被害はなかった。

「隊長！」

「キーナン少将！」

　濛もう々もうたる硝しよう煙えんをかきわけるようにして、屈くつ強きようの部下たちがなだれ込んで来た。

「隊長……」

「よ、よう……」

　声がした。

「隊長！」

　やや遅れて、爆発を聞きつけたクライバーン少佐が、飛び込んで来る。

「なんて無茶を──！」

「おう、クライバーン……。遅かったじゃねえか」

　ゴロンとキーナンが、寝返りを打つ。装甲服の腹の部分は、見るも無残に裂さけていた。

「はは……。だがどうやら間かん一いつ髪ぱつで、銀河は救われた……みてえだな」

　傷だらけの顔をさらに火傷やけどだらけにして、キーナンは相棒を見た。

「隊長！」

「こうでもせんと、銀河は滅びてしまうからな。まあ……五千九百億からの命と引き替えだ。いくらプレミア付きのてめえの命でも、一個ですめば、安い……もんだぜ……」

「隊長……」

「というわけだ……クライバーン……」

　重い瞼まぶたを合わせながら、静かな声でキーナンは言う。

「悪いが俺が、先に眠らせてもらわあ……。あと……頼む……」

「た……」

　クライバーンは一瞬息を吞のんだ。殺しても死にそうになかった男が、目の前で冷えてゆく。熱い魂たましいとともに──。

「隊長！」

　クライバーンは絶叫し、その場に居合わせた兵士たちはその荘そう厳ごんさに打たれ、思わず黙もく禱とうした。

　惑星連合宇宙軍海兵隊少将、ボブ・キーナン、殉じゆん職しよく。享きよう年ねん四十三歳──。

　死後、大将に叙じよせられた。










　第四章　陛へい下かを守れ




「そうか、キーナンがのう……」

　タイラーからの報告を聞きながら、惑わく星せい連合宇宙軍最高司令長官アドリアン・アンダーソンは、白い髭ひげをなぜながら、しみじみと頷うなずいた。

「ワシのような老骨がいまだに生き残っておるのに、これからという若い者が、次々と斃たおれていく。あのアンドレセンに続いて、キーナンまでもか……」

「はい」

　タイラーは頷うなずいた。この男には珍しく、顔のどの部分も笑っていない。

「なにやら自分の手足を、もがれていくような心境です」

「そうだろうそうだろう」

　アンダーソン長官は、何度もなんども、頷いた。

「ワシにも覚えがあるぞ。だが、言っておく。そんなときは部下の死の責任は、すべて自分にあると背負い込んでしまいがちなものじゃ。自分が殺したも、同然だとな。あまり自分を責めてはいかんぞ、タイラー。そういうときこそ、無責任にならねばならん。もっと巨大な責任が、貴様の背中にはかかっておるのじゃからなあ……」

「はい」

「で、どうだ。ワープフィールドの発生装置のほうは？」

「テストは一応の、成功を収めました。キーナンが、命を賭として、管制装置を守ってくれたおかげで……」

「そうか」

「あとはＡＲＡ─[image: ]を、銀河中央まで搬はん送そうするだけです。そこでＡＲＡ─[image: ]に無限粒子砲を撃うち込み、スーパーノヴァ化して、銀河移動のための動力源といたします」

「ジェーン到達まで、あと三ヵ月足らずじゃが、間に合うのかね？」

「ギリギリぐらいで、ちょうどよいのです。ギリギリまで引きつけておいて、躱かわします」

「そうじゃったな……。どうもこの歳としになると、何度説明を聞いても忘れていかん」

　アンダーソンはそう言って、トントンと肩を叩たたいた。

「ジェーンが去ったら、ワシもそろそろ勇退かな。若い者に後あとを任せて、のんびりと余生を過ごしたいものじゃ。タイラー、貴様はワシの、そのささやかな望みを叶かなえてくれるんじゃろうな？」

「はい」

　タイラーはうなずいた。

「そうなるように、全力を尽くしています」

「そうじゃろう……。敵もなかなか、頑がん強きようなようじゃが……」

「警備を増強しているのですが、一いつ時ときも気が抜けません」

「じゃが、タイラー」

「はい？」

「敵の次の狙ねらいは、別のところかも知れんぞ」

「考えられます」

「陛へい下かは……」

　思い出したように、アンダーソンは言った。

「地球におられるのだったな」

「地球に、います」

　タイラーは言った。

「だがその場所は、ごく一部の者にしか知らせてはおりません」

「気をつけたほうがいいぞ、タイラー」

　アンダーソンは言った。

「狂信者どもは本気だ。どんな手段に訴うつたえんとも限らん」

「はい」

「先手先手を、打っておいたほうがよいな」

「そういたします」

　タイラーは深々と頭を下げて、長官公室を辞した。

「ふ、こんな老人の忠告を、いまだによく聞いてくれるわい」

　タイラーが去った後、アンダーソン長官は頰ほお杖づえをつきながらしみじみつぶやく。

「あのような男にこそ、長いこと大統領を務つとめてもらいたいものだが……さても、無理じゃろうな。惜おしいことじゃ」




「この手術は──」

　ひさびさにメスを握にぎりながら、酩めい酊てい状態のドクター・ヒデザブロー・キタグチは誰にともなく言った。彼の他に執しつ刀とう医二名、助手二名、看護婦六名に医療ロボット三台という大手術である。

「ある意味では銀河移動計画以上に、全人類の期待がかかっておる。万一失敗するようなことでもあった日には、ワシは全人類に許してもらえないかも知れん。まともにお日様の下を、歩けなくなるだろうな……」

「全身麻ま酔すい、完了……」

　看護婦が言った。

「提供者の眼球、冷凍保存解除しました」

「そうか」

　キタグチは頷うなずいた。

「自慢ではないが、宇宙でこの手術が出来るのは、ワシだけじゃ。さすがに緊きん張ちようする。さっき一いつ杯ぱいひっかけたばかりじゃというのに、もう手が震ふるえてきよるわい」

　このドクターは、酒を飲んでいるときのほうが手元が正確になる。

「惜しむらくは、この最高の技術を要する手術を、自分で自分には施ほどこせないということだ。もしそうできるならとっくの昔に、この無ぶ粋すいな義眼を、誰かの目と、取り換えておったろうに……」

　そう言って、サングラスを思わせるコンピュータ制御の義眼を、ジージーと動かす。

「もっとも、この目にも、それなりのメリットはあるがな……」

　肉眼の能力をはるかに超える、暗視装置や拡かく大だい装置、さらには高出力熱線砲までも組み込んだ義眼なればこそ、難しい視神経シナプスをひとつひとつ繫つなぐ手術も可能なのである。まさしく怪け我がの功こう名みようであった。何しろこの手術の難なん易い度どときた日には、ドクター・キタグチ自身の言葉を借りて言うならば、

「米こめ粒つぶに、モナリザの絵を描くより難しい」

　難手術なのである。単に熟練とか、手先の器用さとかいったものを超越した、職人的技術を要求された。こんなことは断言してもいいが、酔っ払ったときのドクター・キタグチ以外には到底不可能である。

「超音波メス」

「はい」

　助手がキタグチに、超音波メスを手渡した。カマイタチ原理を応用して、人間の皮ひ膚ふを綺き麗れいにスッパリと切断することが可能な文明の利器である。細かい作業に向き、しかも断面が変形しないため、切開した後は縫ほう合ごうの必要もなく、綺麗に塞ふさぐことが可能だった。手術の跡を残したくない、美容整形などに最適である。

「陛へい下かの龍顔に、傷きず跡あとを残す訳にはいかんからなあ……」

　珍しく汗をかきながら、キタグチは怖こわいもののように超音波メスを振るった。ラアルゴン皇帝の皮膚に、地球人がメスを入れるなど歴史上初めてのことであるに違いない。その額に浮いた汗を、看護婦が拭ふき取る。

「鉗子コツヘル」

「はい」

　切開した部分を、特別制の鉗かん子しで押さえる。

「眼球摘てき出しゆつだ……」

　傷ついた眼球を、摘出する。その手術そのものは簡単だが、視神経を傷つけないように切り離すのが難しい。もう一度繫ぐために、神経鞘さやひとつ、シナプスの枝一本、傷つけてはならないのである。

「どうもこれは、ヒデザブロー・キタグチ、一世一代の手術になりそうじゃわい」

　始めておいて、後悔したくなる。相当の体力と精神力とを、要求される作業なのだ。手抜きは絶対に、許されない。

　眼球を摘出する作業は他の二名の執しつ刀とう医いと、医療ロボットに任せ、直系0.2ミクロンの針を手にしたキタグチは、視神経を切り離しにかかる。

「拡大モード、オンじゃ」

　彼の義眼が、音を立ててせり出す。電子顕けん微び鏡きように劣おとらない、拡大率で手術部位を見つめる。根こんを詰つめる作業だ。

「い、いかん……」

　30分もすると、彼の手が震ふるえ始めた。

「さ、酒が切れてきよった。誰か酒を……」

「はい、ドクター」

　機転を利かせた看護婦の一人が、キタグチの口に漏ろう斗とをかませ、薬用アルコールを注ぎ込んだ。その効果はてきめんであった。一発で手の震えが止まる。

「これでなんとか……」

　手術に集中できる、ドクター・キタグチであった。




「陛下は大丈夫かねえ……」

　手術室の廊ろう下かでは、窓の外を見やりながら、シアが心配そうにつぶやく。彼女自身、あと三ヵ月もすれば、つまりジェーンがやって来る頃ころには、同じこの病院で、分ぶん娩べん台だいに横たわっているはずである。

「大丈夫だ」

　妻を気き遣づかうように、ヤマモトは言った。重要な任務を控ひかえての最後の休暇──もしかしたら、人生最後の休暇になるやも知れない──を、彼はこの高級保養地で妻と共に、過ごすことに決めたのであった。

「酔ってさえいれば宇宙一の名医が、手術を担当しているんだ」

「迷医の間違いじゃ、ないのかい？」

「そう言うな。おまえの主治医でもあるんだぞ」

「だからこそ、よけい心配なんじゃないか……」

　目立って大きくなり始めたお腹をいとおしむように、シアは言った。

「この子の顔を、陛下には見てもらうんだ」

「そうだったな」

「マコちゃんの明めい晰せきな頭脳と、沈着冷静な性格、それにあたいのこの美び貌ぼうと、竹を割ったような性格を受け継ついでくれるといいねえ……」

「ああ」

　頷うなずいたヤマモトだが、その横顔を一瞬過よぎった暗い影を、シアは見逃さなかった。

「いまマコちゃんの考えたことを、当ててやろうか？」

「わかるのか？」

「わかるさ。夫婦だもの」

　シアは笑って、

「しかし、不幸にしてその逆の場合もありうる。シアの大雑ざつ把ぱな性格と言葉遣い、一般常識のなさ、それにこの私の、運の悪さを受け継いだ子供が生まれた場合、その子の将来は……。そう思った表情だね、今のは……」

「…………」

　その通りだったので、ヤマモトは絶句してしまった。

「一生心配症だね、マコちゃんは」

　シアは笑った。大笑いした。

「そんなに笑わなくてもよかろう」

　憮ぶ然ぜんとした妻を見るヤマモト。

「私はこれでも、おまえと子供の将来のことを、必死に……」

「わかってるよ」

　シアは言った。

「だけど大丈夫さ。マコちゃんが心配症なぶん、あたいが楽天的だからね。クヨクヨしたっていいことはなにひとつないよ」

「おまえのその性格だけは、本当にうらやましいよ」

　心から、本当に心から、ヤマモトは言った。

「その性格は、ぜひとも我が子に、受け継がせたいものだ」

「どうしてそんな風に構かまえてしか、考えられないんだろうねえ。この宿六は……」

　シアはぼやいたが、けっこう幸せそうだった。

「あ──」

「どうした？」

「今、動いたよ。マコちゃんとあたいの、赤ちゃん……」

「本当か？」

　表情を輝かがやかせる、ヤマモト。

「動いたよ。もう自己主張してる。我がが強い子だねえ」

「おまえに似たんだな」

「そうだね、この……」

　そう言って、お腹をさする。

「マコちゃん２号は」

「シア」

　仏頂面で、ヤマモトは言った。

「なんだい？」

「その呼び方だけは、よせ」

「ふふふ……」

　意味深しんな笑いを浮かべながら、シアは窓の外を見た。

「やっぱりマコちゃんは、マコちゃんだねえ……」

　虚こ空くうを泳いだ目が、大空に浮いた、一点の黒い染しみを見つける。

「おや──？」

　最初は、鳥か飛行機かと思った。しかし、その黒点はゆっくりと、澄み切ったニューカレドニアの青空の中を、下降してくるのであった。

「どうした」

　ヤマモトも、すぐ異変に気づいた。

「あれ──」

　シアが指さす。その空域で、青空の中の黒い染みは、急激にその数を増していった。

　二……五……十……二十……五十……百！

「なんだろね」

「まさか──」

　確証はないが、なんとも嫌いやな予感が、ヤマモトの背筋を走り抜けた。悲しいかなこの不吉な予感は、よく当たる。

　ヤマモトは目を凝こらして見た。青空に浮かぶ黒い染みは、人間の姿をしていた。いや、より正確には、黒ずくめの装甲服に身を固めた、人間であった。それも完全武装の──。

「空くう挺てい部隊だ！」

　これが宇宙暦以前なら、藍あいより青い大空に咲き競きそう、純白の落下傘せんの花が見えたかも知れない。だが、今は違う、背中に反重力パックを背負った装甲降下兵たちは、一人ひとりが優に戦車一輌にも相当する、重装甲重武装であった。

「どこの部隊だろう」

　首を傾げるシアに、

「決まっているじゃないか」

　と、ヤマモトは言った。

「シード教徒に」

「まさか、こんなに大がかりだなんて……」

　絶句するシアである。

「ああ、どうやら連中の戦力を、甘くみていたようだ」

　そのツケは、高くつきそうだった。

「陛下がお目当てか……」

「ようし」

　シアは思わず片肌脱いだ。肩から背中にかけて鮮かな、紅べに蜘ぐ蛛もの刺青いれずみがあらわになる。海かい賊ぞくの血が騒ぐのであろう。

「やったろうじゃん！　陛下には指一本、触れさせないよ」

「馬ば鹿かを言え！」

　ヤマモトは怒ったような顔で言った。いや、事実怒っていた。

「普通の体ではないことを忘れるな。奥に隠れて、じっとしているんだ」

「あんまり性に合ったやり方じゃないねえ……」

「なくてもそうするんだ。ここのシェルターは、小型の熱核兵器の直撃にも耐えるように設計されているからな」

「マコちゃんも一緒に、隠れてくれるの？」

　甘えた声でシアは言った。その間にも、黒ずくめの空挺部隊はその数を増し、数百数千が、次々と病院の中庭や海岸に、降下する。

「俺は──」

　と、ヤマモトは言った。

「陛下をお守りするために、防衛隊の指揮を執とらねば……」

「気をつけてね」

　濃厚なキス一発で、シアは解放してくれた。ヤマモトにとっては、やれやれといったところだ。

「いいな、じっとしているんだぞ」

「マコちゃんこそ、無茶しないでね」

「ああ」

　ヤマモトは笑顔で言った。

「子供の顔を見る前に、死んでたまるか！」

　戦闘はすでに始まっている。中庭が主戦場だった。警備の兵はせいぜい三百、それもビームライフル程度しか帯びていないのに対して、奇き襲しゆうをかけてきた空挺部隊の数は二千。しかも装甲服で完全防備し、ハンドカノンとミサイル、グレネードランチャー等で重武装を施ほどこしている。どう贔ひい屓き目めに見てもその差は歴然としていた。

「怯ひるむな！」

　自ら銃を構かまえて陣じん頭とうに立ち、ヤマモトは叫ぶ。

「どんなことがあっても、陛へい下かをお守りしろ！」

　すぐ近くで、グレネードが炸さく裂れつし、発射されたミサイルが白煙の尾を曳ひいてヤマモトの耳元をかすめていった。しかし三十二歳の若い大将閣かつ下かは、たじろがない。狙ねらいを定めて、ビームライフルを発射した。しかし命中したビームは、黒い特殊コーティングを施した装甲服の表面で弱々しく乱反射し、効果はまるでない。

「ビーム吸収膜か……。いずれにせよ火力が違いすぎるな……」

　圧倒的に不利な状況を、笑い飛ばすようにヤマモトは言う。

　敵がハンドカノンを構えた。白熱する砲身がヤマモトのほうを狙っている。装甲車輛の備砲にも匹ひつ敵てきするビーム砲だ。近距離からなら戦車の装甲も貫通する威い力りよくがある。むろん、生なま身みの人間など直撃すれば跡形も残らない。

　ヤマモトは横っ飛びに跳とんだ。直後、彼の占位していた地面をビームが穿うがった。冗談でなく芝しば生ふが燃え上がる。熱波がヤマモトの前髪を焦こがした。

　地面を転ころがりながら、ヤマモトも発砲した。二発、三発。多くは虚むなしく装甲に弾はじけたが、何発目かに発射したビームが背中の、反重力降下装置に命中した。瞬間、轟ごう然ぜんたる爆発が起こった。閃せん光こうがヤマモトの目を灼やく。おそらく反重力装備とハンドカノンに膨ぼう大だいなエネルギーを供給するジェネレーターが誘ゆう爆ばくしたのだろう。文字通りに火達だる磨まとなった黒い人影は、燃えながら５メートルも宙高く飛ばされ、しばらくはもがいていた。

「敵の弱点は、背中だ！」

　ヤマモトは叫んだ。

「ライフルでもじゅうぶんにやれるぞ」

　なまじ正面の装甲が厚いぶん、むしろ致命的な一撃を受けた場合の悲ひ惨さんさは、敵のほうが上回るかも知れなかった。少なくともヤマモトは、あのような死に様ざまを、晒さらしたいとは思わない。

　だが、数の上での圧倒的不利は、やはり覆おおうべくもなかった。相手を所しよ詮せんは宗教団体と見ていた惑星連合宇宙軍の油断が、招いた危機だ。

「なにがシード教徒だ。名前に騙だまされた。これは下手な軍隊よりよほど手て強ごわいぞ」

　舌打ちしつつ、後退を余よ儀ぎなくされ、それでも連射の手を緩ゆるめずにヤマモトは言った。彼の左右では、味方の兵士たちがばたばたと斃たおれてゆく。屍かばねは累るい々るいだ。

　このままでは遠からずして押し切られてしまうと思ったとき、敵の背後から、味方の増援が現れた。白い装甲服を着た、機動歩兵だ。武装と装甲は敵に対しても遜そん色しよくない。しかし、その数は四百。警備隊との両方を併あわせても、敵の半分にも満たなかった。

『ヤマモト大将、聞こえるか？』

　リストバンドの通信機を通して、聞き覚えのある声が呼びかけた。

「ああ、その声は──」

『遅れてすまん。アザリンには、手出しはさせん！』

　ティン・シュンの若々しい覇は気きに溢あふれた声が返ってくる。白い装甲服の一隊を率ひきいているのは、彼なのだ。

「いつ、地球へ」

『つい先程だ』

　シュンは言った。

『一度は帝位に対する反逆者となった俺おれだ。本来ならおめおめとアザリンに会わせる顔などないところだが、大統領の特別のはからいでな。どうやらタイミングよく、いちばんいいところに間に合ったようだな。タイラーに感謝せねば……』

「私はあなたに、感謝します」

『まかせておけ。俺の部下は、命知らずばかりだ』

　シュンの言葉には、噓うそはなかった。勇ゆう猛もう果か敢かんな一団は、雄お叫たけびを上げて黒い集団に襲いかかった。水牛の群を蹴け散ちらす、白びやつ虎こといったところだろうか。

「雑ざ魚こに用はない！　イザリア辺境伯ティン・シュンが相手だ。我こそはと思う奴やつは、出て来い！」

　いまだ未成年ながら、膂りよ力りよくと度胸ではそこらの兵士など足元にも及ばないシュンである。手にした光熱槍ヒートスピアで、たちまちにして四、五人の敵兵を突き伏せた。水車のように回転する槍やりは、遠目にも鮮かだ。

　功こう名みようを狙ねらって、指揮官クラスの装甲服が二人、同時に襲いかかった。ヘルメットの凝こったデザインで、それとわかる。

「小こ癪しやくな！」

　シュンは敵が至近距離で発射したマイクロミサイルを身を捻ねじって躱かわし、もう一人のほうに目にも止まらぬ突きを敢かん行こうした。予期せぬ反撃に、そいつの被かぶっていたヘルメットは、卵の殻からみたいに貫かれてしまった。

「甘いわ！」

　もう一人が慌あわてて、白兵戦用のビームソードを抜こうとする。

「遅い──！」

　返す槍が、そいつをも血祭りに上げた。シュンはまさしく、闘うために生まれて来た軍神の申し子であった。

　だが敵も、怖おじ気けを知らぬということにかけては名にし負う、狂信者集団のシード教徒である。シュンの獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見ても、逃げるどころか集団で襲おそいかかってゆく。むしろ蛮ばん勇ゆうに近いものだが、無む謀ぼうさを別にすれば、確かに勇気だけは見上げたものであった。彼らには死んだ後、天国が約束されているのである。むろん、首尾よく敵を倒せば、その質と数とに応じて、さらに上位の天国に入れるものと、教え込まれているのであろう。

　そんな狂信者に付き合う義理は、シュンにはなかった。

「面倒だ！」

　シュンは槍やりを引き、両腕を前に交差して構えた。腕の装甲が弾はじけて、そこから無数の珠体が飛び出した。球体は敵の装甲服に貼はり付くと自然発火し、敵を地獄の業ごう火かに陥おとしいれる。近接防御兵器の粘ねん着ちやくマインだった。燃えながら溶とけてゴム状になった液体炸さく薬やくは、装甲の隙すき間まから内部に流れ込み、着用者を悶もん絶ぜつさせるのだ。また燃えた後は高熱のガスとなって、吸気口から吸い込めば気管を灼やく。

　瞬時にして数十体の黒い装甲服が斃たおれた。

「アザリンには、手出しはさせない！」

　シュンにとって彼女は、妹のような存在だった。その気持ちは今も変わってはいない。故にその妹を失明の危機に追いやり、今また命を狙ねらうシード教徒は、許し難い存在であった。だから──、

「陛へい下かを、頼む」

　と、タイラー大統領から直じき々じきに頼まれたとき、シュンはふたつ返事で承知したのであった。

「しかし、よいのか？」

　シェンは訊きいた。自分はかつて、アザリンに対して弓を引いた者である。

「その俺が、陛下の側で警けい護ごを仰おおせつかるなど……」

「今や僕の部下は皆ジェーン対策に手一杯で、これ以上陛下の警護に裂さける適切な人材がいない」

　と、タイラーは言ったものだった。

「それにシュン殿」

「なにか？」

「あなたはいつか、この私におっしゃいましたね。アザリンの身近を頼むと……」

「確かにそんなことを、言ったような気もする」

　むろん、シュンは、そのときのことをはっきりと覚えている。実の兄である、故・ティン・ラオの手からアザリンを守ってくれと、タイラーに依頼したのだ。

「あのときあなたが私におっしゃった言葉を、そっくりそのまま、あなたにお返し致いたします。アザリン様を守ってやってください。これは心からの依頼であると同時に伯はく爵しやく、大統領命令でもあります」

「わかった」

　と、シュンは頷うなずいた。

「頼まれた以上は任まかせておいてもらおう。タイラー……」

「はい」

「ありがとう」

「照れますな……」

　タイラーは頭を搔かいた。

「これで私も、ジェーンに専念できます」

『まったく』

　と、シュンは思う。

『計り知れぬ程、度量の大きい漢おとこだな、タイラーという奴は……。そのタイラーに、一度は勝とうなどと思っていた自分が、愚かしいよ』

　とはいえそのシュンも、相手がシード教徒なら存分に、その力を発揮できるのである。単純な肉体の闘いにおいて彼の力は傑けつ出しゆつしており、ごく一部の例外を除いて他者の追つい随ずいを許すものではなかった。また、アザリンのため、タイラーに借りを返すため、その力を奮ふるえることが、シュンには嬉うれしかった。水を得た魚のように闘った。

　また一人、敵の指揮官が彼の槍にかかって血潮を迸ほとばしらせた。

「やるなあ」

　その八面六ろつ臂ぴの闘いぶりを見つめながら、ヤマモトはつぶやいた。

「まさに若武者だ。これでキーナンの奴も、冥途ワルハラで少しは安心できるだろうな……」

　だが、敵の数も多かった。倒されても倒されても、死に急ぐかのように群がってくる。その数に警備隊はじりじりと圧され、後退を余よ儀ぎなくさせられていた。

「提てい督とく！」

　大佐の階級章をつけた、警備隊長が叫ぶ。

「奴ら、動力室を狙ねらってますよ」

「いかん！」

　ヤマモトは焦あせった。病院は万が一の事態を予測して、最初から自家発電によって全電力を賄まかなっていたのだが、敵はそれを狙っている。

「陛下は手術中だ。なんとしても動力室を死守せよ！」

「無理です！」

「無理でもやるんだ！」

　それこそ、無理な注文というものであった。怒ど濤とうの如く、敵は迫った。グレネードがいくつも、動力室に放り込まれる。

「やんぬるかな！」

　ヤマモトは天を仰いだ。

「陛下、赦ゆるしてください……」

　黒煙を吹き上げて、発電装置が停止した。全館の電力が、落ちる。

　ヤマモトの目には、消えゆく照明が、そのままアザリンの、永久に失われる視力の象しよう徴ちようのような気がした。




「ドクター！」

　手術室の照明が、落ちる。非常灯が点灯したが、それすらも長くはもちそうになかった。

「このままでは、手術が……」

「ゴチャゴチャ騒ぐな。今が肝かん心じんなところじゃ」

　手を休めずに、ドクター・キタグチは言った。

「もう少しで、視神経のシナプスを全部、繫つなぎ終わるところじゃわい！」

「しかし……」

　言いかけて助手は絶句した。ドクターの義眼は、煌こう々こうたる明りを照射しており、その照明を頼りに、キタグチは手術を続行中であったのだ。

「便利な義眼ですね……」

　呆あつ気けにとられながらも、看護婦が言った。

「ああ。こんなこともあろうかと、密ひそかに組み込んでおいた」

　悠ゆう然ぜんと手術を続けながら、キタグチはニカッと微笑ほほえんだ。

「じゃがそのエネルギー源が、切れかかっておる。補給してくれんか」

「エネルギー源ですか？」

「そうじゃ」

「何を補給すれば、よろしいので？」

「決まっておろう」

　キタグチは白い歯を見せて、

「ワシのエネルギーと言ったら、アルコールじゃ」

　と言った。

　その要求は、すぐに満たされた。

「支えきれません！」

　警備隊長が叫ぶ。戦況は絶望的だった。手が足りない。

「踏ん張れ。ここで死んでも、確実に歴史には名が残る！」

　叫びつつヤマモトは、エネルギーの切れたビームライフルを逆手に摑つかみ、銃じゆう床しようを振り回す。

「陛下、お力を──！」

　奇跡が起こった。

　もっとも、計算された奇跡には違いなかったが、闘っている者たちにとっては文字通りの、天の佑たすけであった。

　機銃掃そう射しやが、敵兵の黒い列を薙なぎ払う。歩兵用の携けい帯たい火器とは桁けた外はずれに強力なレーザー機関砲の直撃を受けた装甲服が、宙高く舞い上げられ、手や足などの、バラバラのパーツになって落下した。

「おう──！」

　頼もしげに見上げるヤマモトたちの頭上を、黒い影が過り、一瞬遅れてソニックブームが来た。陽光を乱反射する機影が眩まぶしい。

『ヤマモト閣かつ下か、遅れて申し訳ありません！』

　携帯受信機が、空電混じりの笑い声を、高らかに響かせる。

「おう、その声は──！」

　ヤマモトの歯がこぼれた。

「サカイ中佐！」

『お待たせしました』

「そうだな。これが宅配ピザなら、当然料金は無料タダだぞ」

『割引き出来ない代りに、一世一代の曲芸飛行をお目にかけますよ』

　翼端から白い霧のようなヴェイパーを曳ひいて、『菊水』戦闘機が垂直急上昇ズームした。恐怖を知らない敵兵が、パニックに陥おちいる。

「あいつめ、オープンハウスのエキジビションと間違えてやがる」

　苦笑いしながらも、ヤマモトは安あん堵どの表情だった。

　続いて二機の、ショッキングピンクに塗ぬられた戦闘機が降下して来た。今度のパイロットは、言われなくてもヤマモトには誰だかわかる。

『お待たせしました。ユーミ・ハナーで～す！』

　弾はずんだ声が、ヤマモトの鼓こ膜まくに心地よい。

『同じく、エィミィ・ハナーどぇ～す！』

　反対側のチャンネルから、よく似た声が言った。

『二人合わせて、バブルボール・ジェミニで～す！』

　次の瞬間、二機の戦闘機の腹から、ばらばらっと黒い塊かたまりが降ってきた。

「伏せろ！」

　ヤマモトは咄とつ嗟さに叫んで、地面に身を投げ出す。同時に耳を押さえたからいいが、そうしなかった者はしばらくの間、難なん聴ちように陥った。だが、それだって敵兵に比べたら、数百倍マシだった。小型の対人ナパーム弾は、ピンポイント爆ばく撃げきで正確に、敵の頭上にだけバラ撒まかれたのである。

　黒い装甲服が、燃えた。そうでない者も炎に酸素を奪われ、酸欠になってその場に昏こん倒とうした。一瞬にして形成は逆転したのである。

「ふう……」

　立ち上がったヤマモトは、冷汗を拭ぬぐった。

「毎度のことながら、航空さんは本当にやることが派手だ。それにしても、もう少しこちらの身にもなってくれんかな……」

　サカイのような性格の者が操そう縦じゆう桿かんを握っている限り、無理だろうなとヤマモトは思う。

　彼に限らず戦闘機乗りというのは、サルが木を降りてからほとんど唯ゆい一いつのめぼしい進歩は、飛行機の発明だとかたくなに信じているような人種なのだ。

　ティン・ラオの部隊に残敵の掃そう討とうは任せて、ヤマモトは手術室へと向かった。何よりもアザリンのことが、心配だったのだ。

「よう」

　義眼を面めん妖ように光らせたドクター・キタグチが、ヤマモトを見つけて声をかけた。あまり夜道で出会いたくはない顔だ。例によって熟じゆく柿しのような臭いをぷんぷんさせている。

「終わったようだな」

「そっちも終わったようですね」

「難しいところはね。あとの縫ほう合ごうやなんかの処理は、他の連中に任せてきたよ」

　そう言ってキタグチはタールレス煙草たばこに火を点つけ、うまそうに一服した。

「こっちもあらかた、片付きました」

「それはよかった」

「で、首尾はどうです？」

「うん」

　キタグチは頷うなずき、

「成功した」

　とだけ言った。

「それはよかった」

「まったくだよ」

　ただし、彼の「よかった」は半分以上、自分のためである。

「万一失敗でもした日には、ワシは銀河中から袋叩きだ。医師免許を剝はく奪だつされるところだった」

「それで済めば、御おんの字でしょう」

　ヤマモトは笑った。

「これでまた、あの笑顔が見られるようになりますね」

「ああ、ただ……」

　と、キタグチは言った。

「ひとつだけ、前と違ったところがある。違和感はないと思うが……」

「なんです？」

　怪け訝げんそうにヤマモトは、キタグチの顔を見た。

「なに、心配には及ばん。ちょっとしたイメージチェンジだ。包ほう帯たいが取れればわかるが……」

「そうか」

　聡さといヤマモトには、すぐにわかった。

「瞳ひとみの色でしょう」

「そうだ。碧あおい瞳のアザリン様というのも、それはそれでなかなかにおつなものじゃよ」

「ははん、なるほど」

「マコちゃ～ん！」

　そこへやって来たのはシア。亭主の無事を何よりも喜んでいる。

「すべて、うまくいったみたいだね。よかった」

「うん」

「あたいがあげた、お守りのおかげだね」

「まあそういうことに、しておこう」

「素直じゃないんだから……」

　シアはむくれた。

「さて、次なるワシの患かん者じやは、おまえさんか……」

　そう言って、キタグチはしみじみと、シアのお腹を見た。

「これほど医者泣かせの患者も、珍しいがな」

「どういう意味ですか？」

「ふん。医者の言うことを全然聞かんくせに、これほど健康な患者も珍しいわい。母子ともに健康健康ひたすら健康じゃ」

　ほとんど投げやりになっている、キタグチであった。

「まったくこんな患者ばかりでは、医者は失業じゃ。タイラーんとこのキサラのように、少しは生まれる時に医者の手を患わずらわせて欲しいもんじゃわい」

　犬もあやかりたいくらいの安産は保証されたなと、キタグチは思う。

「バブルボール・ジェミニに、また助けられましたよ」

　と、ヤマモトは言う。

「そうだ、思い出した。エィミィのほうの結婚相手を、まだ聞いていなかったぞ」

　興味津しん々しんの、ヤマモトであった。

「ドクター、あなたならご存じでしょう？」

「まあ……な」

　キタグチは不意に、言葉を濁にごした。彼は宇宙軍内の噂うわさ噺ばなしには、事のほか精通している。

「ユーミとサカイのほうはいいとして、ほとんど犯罪のような結婚じゃぞ。なにしろエィミィの相手は、サカイ中佐とはまったく正反対の、人物じゃからな」

「誰です、それ？」

「タイラーと並んで、何度も銀河を救すくった人物じゃ。ただし、誰もそのことを感謝してはおらんがな……」

「ま、まさか……」

　ヤマモトの背筋を、一瞬悪お寒かんが走り抜けた。

「エィミィの相手とは、あのヒラガー造船中将では……？」

　無言が、認めたくない消極的な肯こう定ていであった。

「詐さ欺ぎだ！」

　ヤマモトは叫んだ。

「犯罪だ。銀河開かい闢びやく以来人類史上、最大の損失だ！」

「君もそう思うかね」

「そうは思わない人間がいたら、お目にかかりたいですよ！」

「ホントだね」

　シアでさえ、開いた口が塞ふさがらない。

「ユーミと比べて、あまりにも可哀かわい相そうじゃないか……」

「しかし、当の本人が少しも可哀相だとは思っとらんのじゃから、しかたあるまい。縁は異なものじゃ。本人は、あれで結構喜んでおる。他人が口を挟はさめる領域ではない。幸福とは常に、極きわめて主観的なものじゃよ」

「それにしたって……」

　まさかあの軍ぐん艦かんおたくのヒラガーが、結婚できようとは、それだけでもじゅうぶんなインパクトがあった。ヤマモトは思わず、腕時計のカレンダーを見た。４月１日では、なかった。

『ひょっとすると、銀河は滅びたのほうがよかったかも知れんな……』

「だけどさ」

　真剣に悩む表情の、ヤマモトを見て、ついちょっかいを出してみたくなる、シアである。

「マコちゃんは、どうなのさ？」

「なにが？」

「あたいと結婚して、幸せだと思ってる？」

「その質問に対して、私に即答させるつもりか？」

　ヤマモトは言った。

「結論はおそらく、一生かけても出ないだろう……」

「うむ。確かに……」

　うなずいたのは、ドクター・キタグチである。

「おまえさんたちの結婚は、端はたから見ればじゅうぶんに不幸じゃが、本人たちはとてつもなく幸福に見えるぞ。しかし、にわかには判別し難い」

「そういうものさ、結婚なんて」

　シアは言った。そうして、大きなお腹でヤマモトに抱きつく。

「もう逃げられないよ、マコちゃん」

　そのときヤマモトがどう思ったかは、永遠の謎なぞである。少なくてもいまだ独身のキタグチには、察することさえ困難であった。




　いま、宇宙は熱い──。










　第五章　嵐の前




　そもそも汎はん銀河共和国初代大統領ジャスティ・ウエキ・タイラーが、ジェーン来らい襲しゆうの危機に際し銀河を動かそうと思い至ったには、たいした根拠があってのことではない。ただひとつの、神がかり的なヒラメキのなせる業わざである。それも、どちらかと言えばとても人には言えないような類たぐいのヒラメキであった。

　宇宙軍を辞して、惑わく星せいゴロンボの安アパートで親子三人、隠いん遁とんの生活を送っていた頃に、話は遡さかのぼる。

　一日中部屋でゴロゴロしているタイラーに、掃除機をかけながら妻のユリコは、

「あなた」

　と、優しくしかし、ちょっぴり怒ったような調子でいつも言ったものである。

「たまにはキサラを、お散歩にでも連れて行ってちょうだいな」

　だがタイラーはそれには、

「あ、うん」

　の生なま返事で、あとはスポーツ新聞を読みながら、掃除機の動きに合わせて、あっちへゴロゴロ、こっちへゴロゴロと転がるように移動するばかり。呆あきれたユリコは、

「もう、ジャスティったら」

　と、ついつい小こ言ごとの一言も出ようというものである。

「横の物を縦たてにしようともしないんだから……」

　その言葉はいつしか条件反射のようにインプリンティングされ、常にタイラーの頭の片かた隅すみにあった。

「横の物を、縦にしようともしないんだから……」

　後に、大統領になって欲しいと、アザリンから直じき々じきに頼まれたとき、タイラーの脳のう裏りに、いつもユリコが言っていたその言葉が、稲妻のように閃ひらめいた。

「もう、ジャスティったら、横の物を、縦にしようともしないんだから……」

　「横の物を、縦にしようともしないんだから……」

　　「縦にしようともしないんだから……」

　　　「しないんだから……」

『そうか』

　と、これまでも数多くの絶望的局面を打開してきたタイラーの灰色の脳細胞は思った。

『横になっている銀河を、縦にしてやればいいんだ……』

　と──。

　以来、彼はその計画を実現させるべく、邁まい進しんしてきたわけだが、この経けい緯いを知れば、銀河移動計画に本気になって反対しようとする者は、ひとりシード教徒だけではなかったであろう。

　とにかく、計画は実現の運びを見た。そして実行の一歩手前まで、近づいたのである。

『まあ、こんなチャランポランで……』

　と、タイラーは思った。

『銀河が全人類とともに救われることが、いっぺんくらいはあってもいいだろう』

　その見解に対して、はたして全人類のうち何人くらいが全面的に賛成するかは、神のみぞ知る、といったところだった。いずれにせよ、これはタイラーの責任ではない。タイラーを大統領に強く推おした、アザリンの責任である。

　そのアザリンは、今病院のベッドで、激しい期待と不安とにうち震ふるえていた。

「さあ、ゆっくりと目を開けて……」

　包ほう帯たいを外はずしたドクター・キタグチが、彼に似合わぬ優しい声で囁ささやく。

「カーテンは閉めてある。手術直後の目に、外の光は眩まぶしすぎるからのう。勇気をもって、目を開くのじゃ」

　アザリンが目を開くには、艦隊を率ひきいて、あるいはカイザースーツを着込んで闘うときの、優に百倍の勇気が必要であった。

「さあ、陛へい下か……。今こそ目を開くのです。宇宙は陛下がその目でなりゆきを見守ってくださるのを、首を長くして待っておりますぞ」

「あ、ああ……」

　恐るおそる、目を開く。

　やがて──、

　初めは霞かすみのようにぼんやり、やがてゆっくりと、淡い輪りん郭かくをもったいくつかの顔が、墨すみ絵えのように浮かび上がってきた。ドクター・キタグチの特異な風ふう貌ぼう、ヤマモトの優しい柔にゆう和わな表情、そして、彼女がもっとも見慣れた、貧相だがしかし、底無しの魅力と寛容とを、湛たたえた顔がそこにあった。

「パコパコ！」

　泣きながら、アザリンはタイラーに抱きついた。

「見えるぞパコパコ。そちの顔が、はっきりと見える！」

　嬉うれしさは、誰もが同じであったに違いない。もう半分、銀河は救われたも同然であった。よしんば、このまま滅んだとて──。

「そうです、お泣きなさい、陛下」

　キタグチは優しく言った。

「涙はその目に、とてもよい薬なのです。今はもとの視力には及びますまいが、訓練と慣れとで、またもとのように遠くまで、見えるようになります」

「感謝するぞ、キタグチ。そちには何をやっても、惜おしゅうない」

「いえいえ」

　キタグチは謙けん虚きよに首を振った。

「私はただ、移植手術をやっただけです。感謝するなら、その目をくれた、アンドレセンに感謝することです」

「そうだな……」

　アザリンは瞳を上げてキタグチを見た。その瞳の色は以前のように紅玉ルビーの色ではなく、かつてアンドレセンがそうであったように、淡あわいブルーだった。以前と同じように真しん紅くの髪の毛に、その瞳の色はよく映えた。

「忘れぬぞ、アンドレ……。そちの目は、常に朕ちんとともに銀河を見つめておる」

「やれやれ。これでひとまずは、肩の荷が降りた」

　首筋を撫なぜながら、安あん堵どのため息を漏もらすキタグチ。もしかしたら、この手術の成功に誰よりもホッとしているのは、彼自身かも知れない。

「次はおまえさんの番じゃな、タイラー」

「はい」

　頷うなずく大統領。

「陛へい下かの手術は極小の技術が要求されましたが、銀河を動かすには、前代未み聞もんの巨大なスケールが必要でしょうなあ……」

「そちならできる」

　アザリンがタイラーを見つめ、言った。

「できるとも、パコパコ」

「はい。そのつもりでおります」

「愛うい奴やつじゃ……」

　銀河で最高の微笑ほほえみは甦よみがえった。この笑顔を徒あだ花ばなにしないためにも、命懸がけでやらねばならないなと、宇宙一の無責任男は彼なりのレベルで、真剣に思ったのである。




「大統領」

　病室を出て廊ろう下かに出ると、意外な人物が彼を待っていた。

「貴官に話があるのだ。御多忙中とは思うが、昔のよしみで時間を割さいてもらえんだろうか」

　このところ心労続きでめっきり老け込んだその人物──惑わく星せい連合宇宙軍参さん謀ぼう総長にしてイサムの父親、ススム・フジ大将──は言った。

「君にこんなことを頼むのは、まことに心苦しいのだが……」

「なんの。いいですよ参謀総長」

　タイラーは気安い表情で言った。

「ひさしぶりではありませんか。この先のラウンジで、みんなと一緒にお茶でもしましょう」

「私は……」

　悲痛な表情で、フジ大将は言った。

「もう参謀総長ではない。アンダーソン長官にお願いして、辞職してきた。この時期にとも思ったが、もはやこれ以上の激務に、耐えられそうにもなかったのでな」

「それはまた……」

「だから今の私の身分は、一いつ介かいの予備役大将にすぎん。あとは恩給で余生を過ごすよ」

「閣下はまだ、五十前ではありませんか」

　タイラーは言った。

「それに、今こそ銀河はあなたのような人を必要としている。まだまだがんばってもらわなければ……」

「いや、つくづく思ったのだ。私の人生はいったいなんだったのかとな……」

「閣下……」

「イサムの奴やつめに」

　遠くを見るようにフジ予備役大将はつぶやいた。

「完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされて、いかに自分が軍人として無能か、よくわかった。ただ、軍の内部で権力闘争に明け暮れしていられるうちはよかった。しかし、銀河がこのような未み曾ぞ有うの危機を迎えたときには、私のような奸かん物ぶつは、何の役にも立たない。人類のことを思うなら、さっさと退場すべきだ。そういう結論に達したというわけさ」

「バイプレイヤーとしては、実に貴重な存在だと思うのですが……」

　忌き憚たんのない意見を、タイラーは口にした。

「ありがとう、タイラー」

　フジ大将はしみじみと頷うなずいた。心なしか肩を落し、歩く後ろ姿さえ寂さびしそうだった。

「それから、ついでに……」

　と、フジ大将は背中で言った。

「私は、妻と別れたよ」

「えっ！」

　小さく叫んだのは、たまたまタイラーの隣となりにいた、ヤマモトである。

「しかし奥様は……」

「上官の娘だった。おかげで私の軍内部における地位は不動のものとなったが、妻との間に精神的な交流は、なにひとつあったわけではない。それどころかこの二十年間の結婚生活は、私にとっては針の筵むしろだった。タイラー大統領、ヤマモト大将、貴官らが心の底から羨うらやましい。しかし、妻の父親であるナンゴー元げん帥すいも今は故人だ。死者に義理立てする必要もあるまい。どのみち軍には、いられないことだし……」

「しかし、あの邸てい宅たくは……」

　と、ヤマモトは言った。

「確か、奥様の名義では？」

「それどころか宝石も、証券類も抵てい当とう権けんも、すべて妻のものだ。なけなしの恩給も、慰い謝しや料りようにふんだくられるだろうな」

　寂しそうに、しかし妙にさばさばとした表情で、フジ大将は言った。憑つきものが落ちたみたいだった。

「で、これからどうなされるのです？」

「アパート暮らし……かな。しかし、気楽だよ。青春時代のあの頃が、帰ってきたようだ。それに……」

　と、フジ大将は微笑ほほえんで、

「アスカと、よりを戻もどすことにしたよ。実はさっき、宇宙軍役所の出張所で、入にゆう籍せきも済ませてきたところなんだ」

　と言った。

「コリア准じゆん将しようと……」

「それはおめでとうございます」

　タイラーとヤマモトとは、心から祝しゆく福ふくした。前婦人には悪いが、実はタイラーもヤマモトも、彼女とは一面識もないから気楽である。それに対してアスカ・コリアは、イサムの実母でもあり、浅からぬ縁えにしもあった。フジ大将が二人の女性のうちどちらと一緒にいて、より幸福かは歴然としていた。

「これからは、彼女に食べさせてもらうことになるだろう。情けないが、まあそのあたりが、男としての、私の相場というか、器うつわかな……」

「何をおっしゃいます。羨うらやましい」

　と、タイラーは言った。

「ヒモは男の、永遠のロマンです」

「とにかくだ……」

　咳せき払ばらいして、フジ大将は言った。

「たとえ六畳一間でも、愛する女がいればというやつさ……」

「お二人の御多幸を、心から祝福させていただきます」

　恭うやうやしく、ヤマモトは言った。

「ありがとう。あと気になるのは、イサムのことだ」

「でしょうなあ……」

「実はタイラー。そのことで貴官に相談に来た」

「はい」

「なあ、タイラー……」

　訴えるような表情になって、フジ大将は言った。参謀総長の仮面をかなぐり捨てた、一人の父親の表情になったのである。

「イサムのことを、宜よろしく頼む。あれは貴官に、心から心しん酔すいしておる」

「はい」

　タイラーは真顔で頷いた。

「不ふ肖しようタイラー、心から心酔されております」

「ワシの言うことは聞かなくても、貴官の言うことなら、喜んで聞くだろう。それを見込んで、こうしてお願いする」

　フジ大将はたぶん、生まれて初めて真剣に、そして心から、かつての天敵に向かって頭を下げてみせた。

「どうか倅せがれを、イサムの奴を、正しい道に導いてやって欲しい。今は叛はん乱らん軍のリーダーなどに祭り上げられて、悦えつに入っているようだが、あれは本来、とても優しい、利り口こうな子なんだ。親に似ずな……」

「わかっています」

「タイラー、貴官だけが、イサムを正しい道に呼び戻すことができる。どうか、そうしてやって欲しい。あれは将来ある身だ。間違っても私のような、人生を歩んでは欲しくないのだ。どうか……」

「フジ閣かつ下か」

　その肩に手をやり、タイラーは言った。

「大丈夫ですよ。イサムなら。私が導くまでもなく、彼は自分の信じる、正しい道を邁まい進しんしています」

「タイラー……」

「だから安心して、見守ってやりましょう。私や、あなたが考えるよりもずっと、イサムは先のことが見通せる子ですよ。師し匠しよう譲ゆずりの、運もある。なによりあなたに似て、処世術に長たけている。その点に関しては、師匠も遠く及びません。大丈夫、彼はきっと、私たちのところに帰って来ますよ。いや、現に今だって、私たちと一緒に歩んでいる。そう断言できます。大丈夫です」

　そう言ってタイラーは、ポンとフジ大将の肩を叩たたいた。

「すまん、タイラー」

　さすがに旧敵に、涙は見せたくないのであろう。フジ大将は背中を向けたまま、肩を震ふるわせて病院の廊ろう下かを遠ざかっていった。その背中に、人生を自分の信じる仕事に捧ささげ尽くして、裏切られた男の哀あい愁しゆうが漂ただよう。枯かれた感じの、好こう々こう爺やと呼ばれる日も、そう遠くないように思われた。

　廊下の陰から、惑星連合宇宙軍の制服に身を包んだ一人の女性が現われて、フジ大将の腕を取った。アスカ・コリア准じゆん将しようだった。

　彼女は黙だまって、タイラーとヤマモトに一礼した。そのまま二人、寄り添うようにして廊下を歩み去る。

「フジ大将も、ようやく自分の生きる道を、見つけられたようですね」

　しみじみと、ヤマモトは言った。

「本当は、とてもいい人で、よき父親なんだなあと実感しましたよ。あの人たちのためにも、銀河は守ってやらなくちゃと思いますね」

「うん。僕としてはあの人にもうちょっと、よき憎まれ役でいて欲しかったんだけどもね……」

　タイラーのそれは、おそらく本ほん音ねであろう。

「イサムを宜よろしく頼む……か」




　宜しく頼まれた当のイサムの方はと言えば、それほど宜しくやっているわけでもなかった。叛乱軍の親玉として彼は、けっこう多忙な日々に追われていたのである。

「シード教徒の動きを、摑んだぜ」

「叛乱軍といえども、この情報収集能力は、まんざら馬鹿にしたもんでもないな。なにしろ元惑星連合宇宙軍の情報部にいた奴やつとか、悪名高いラアルゴンの破壊工作局にいた奴とかが、どんどん陣じん営えいに加わってきているからな。その気になれば一週間で、これだけの情報が集まる」

　寄り合い所帯だった叛乱軍──プライドの高いスナガに言わせれば解放軍。ただし、この言い方は定着しなかった──も、その後、各方面からの参入者が増し、寄り合い所帯の色合いはそのままに、急激に勢力を増しつつある。いまやイサムたちの乗る旗き艦かんも、駆く逐ちく艦かんなどではなく、旧式鈍速ながら歴とした戦艦『頼らい遠えん』である。

「あとは──」

　と、スナガは言った。

「この情報の中から、有益なものをピックアップするだけだ」

「この膨ぼう大だいな中から？」

「そうだ」

　と、スナガは言う。

「それでおまえの、リーダーとしての器うつわも問われるという寸法だ」

　イサムにとってスナガは、よき兄あに貴き分ではあるが、ただほんの少し優しさとかいたわりといったものが足りないような気がする。もちろん、それはポーズであって、彼ほどイサムを暖かい目で見守っている男はいない。

「どの情報が本物で、どれが偽にせの情報か……。こればっかりはコンピュータでも解かい析せき不可能だからな。見分けるのは、指揮官としてのおまえの勘かんだけだ」

「わかったよ」

　イサムはファイルの山と、格闘を始める。

「タイラー閣かつ下かも、残務処理課年金係にいた頃ころは、書類の山を毎日整理していたんだ。あの人に出来たことが、僕に出来ないとは言えない……」

「その意気だ。疲れたら、コーヒーぐらいは淹いれてやる」

「肩も揉もんで、欲しいなあ……」

　書類をめくるイサムの目が、輝かがやいてきた。

「しかし、シード教徒というのは、やることがあくどいなあ……。テロに暗殺、誘ゆう拐かい、煽せん動どう、麻薬密売、武器密輸と、悪事のオンパレードだ。これでほんとに、宗教団体なんだろうか？」

「シード教徒の息のかかった組織は、少なくとも二百十八の惑星国家で、宗教法人としての認可を受けているぞ」

　コンピュータのキーを叩たたきながら、スナガは言った。

「国家元首クラスでも、奴らに弱味を握にぎられている連中は多いんだろうよ。それとも、テロが怖こわいのかな？」

「相当に金も潤うるおっているみたいですね。政府要よう人じんに金を握らせた形跡も残ってます。宗教というのは、よほど儲もうかるんでしょうよ」

「飴あめと鞭むちを、巧たくみに使い分けた、結果だろうな」

　ファイルをめくるイサムの手が、ある一点でピタリと止まる。

「どうした？」

「スナガ大佐、これから言う地名を、立体グラフにインプットしてくださいよ」

「こうか？」

　３Ｄ映像の星間地図が、ブリッジの立体モニタースクリーンに現われる。

「惑星アモン……アイドラ……イズン……エッダ……」

　いくつかの星が、星域図に点灯する。

「ホレイショ……ミドラ……ランベル……以上です」

「これはなんだ？」

「シード教徒の麻薬プラントのある惑星ですよ。見てください。すべて銀河の特定の地域に、集中しているでしょう」

「なるほど……」

　スナガは感心しつつ眺ながめた。赤い点は、ほぼ銀河辺境の一点に、ある一定の法則をもって集中していた。このことに気づいたイサムは、かなり鋭するどい。

「麻薬は彼らの暗殺の道具であると同時に、貴重な財源でもありますからね。それがこう銀河の一点に集中しているとなると……」

「なるほど、敵の根拠地も、ほぼここいらあたりってわけか」

「そう考えるのが妥だ当とうな線でしょうね。ただ、これらの惑星は、ほとんど開発の進んでいない、発展途上の星ばかりです。目立った都市も、工業施設もない。人口も、惑星ひとつにつき、せいぜい数万から数十万。これではとても、市場として確立しません」

「うん。それに、栽さい培ばいした麻薬を精製するにも、不便だろうな。運ぶにしても、大型輸送船の入れる港もないときてやがる」

「そこなんです」

　星間図を見上げながら、イサムは言った。

「大佐、これらの惑星からほぼ等距離にあり、工業都市と長距離用の宇宙港のある惑星を、ピックアップしてもらえますか？」

「ほいきた」

　スナガは慣れぬ手つきながら、逸はやる心でキーボードを叩たたいた。

「出た──！」

「そこです！」

　イサムは叫ぶ。

「この宙ちゆう域いきに、条件を満たす惑星はひとつしかない。惑星カリオン。地球型。大気組成、Ａ。環境、特Ａ。開発度、Ｂ。人口、二百八十万……。バッチ、グーだな」

「間違いありません」

　イサムは言った。

「シード教徒の本拠地は、十中八九、この惑星カリオンでしょう」

「やったな。で、どうする」

「決まっています」

　イサムの瞳ひとみに、決意の色が宿った。

「こちらの全兵力を結集して、カリオンのシード教徒を叩く。奴らにアザリンを失明させかけた責任を、償つぐなわせてやるんだ」

「俺おれもその意見には賛成だけどよ」

　スナガは言った。

「旧式戦艦６、巡じゆん洋よう艦かん40、駆く逐ちく艦かん以下５００……。これだけの戦力では力不足じゃねえのか？　相手は惑星国家を牛ぎゆう耳じる悪の宗教法人だぞ。その本拠地だ。それ相応の備えがあると見るのが、妥当だろうぜ」

「わかっている。だけど、これを看かん過かしたら、また誰かテロの犠ぎ牲せいとなる。少なくとも、我々が殴なぐり込みをかけることによって、タイラー大統領への援えん護ご射しや撃げきにはなるはずだ」

「確かに銀河移動計画への妨ぼう害がいは、それだけ減るだろうな」

「やろう、大佐」

　と、イサムは言った。

「これが僕らにとっては、最後でなおかつ、最大の作戦だ」

「リーダーであるおまえがやると言った以上、俺は全面的に協力するが……」

「ただちに主おもだった者を、『頼遠』のブリッジに集めてくれ」

「わかった」

　スナガの表情が、活いきいきとしてきた。

『やはりこの坊や、ただモンじゃなかった。嬉うれしいぜ……』




　惑星カリオンのある星系にワープアウトしたイサム艦隊は、ただちにカリオンの衛生軌き道どう上に展開した。

「高エネルギー反応なし。生体反応もありません。敵の気け配はいはゼロです」

　手ぐすね引いていたところへ、『頼遠』のオペレーターが、怪け訝げんそうに報告した。すぐにも迎げい撃げきを受けることは、覚かく悟ごしていたので拍ひよう子し抜ぬけである。

「まあいい。きっと地下深くに潜ひそんで、息を殺していやがるんだろうぜ」

　スナガが言った。

「手て筈はずどおり、やるんだ」

『こちら輸送艦『ピークォードII』。約束どおり、運んで来たぜえ』

　何かを企たくらんでいるように、楽しそうなバーミンガム大佐の声がモニターから聞こえた。

『いつでもやれる』

「じゃ」

　と、悪友コンビである、スナガが言った。

「いま、やれ」

『了解！』

　楽しくてしかたがないといった、バーミンガムの声。

『やるともさ』

「落とす場所は、わかってるな。一般人の居住区は、避けるんだぜ」

『心配ねえって。このバーミンガム様を信じろ』

「おまえだからよけい、信用できねえ……」

『言ってろよ』

　一等輸送艦『ピークォードII』は、十一隻せきの同型艦とともに、大質量物体を曳えい航こうしていた。そのへんにあった適当な大きさの小惑星である。

「なにしろこっちには、予算がねえからな」

　と、バーミンガムは、ぼやく。

「とてもじゃねえが、銀河移動計画みてえに、星ひとつ運ぶなんて真ま似ねは出来ねえ。せいぜいこれくらいが、関の山ってわけだ」

　それでもその質量は、ギガトン単位である。これだけの物体を、惑星カリオンのシード教徒のアジトの真上に、落とそうというのである。

「シード教徒の本拠地は、あの南半球の大洋上に浮かぶ、島だ」

　イサムが言った。

「他の大陸への影響は、考こう慮りよしなくていい。やれ！」

『あいよ！』

　バーミンガムの弾はずんだ声。

『ピンポイント爆撃、小惑星いっちょ！』

　牽けん引いんビームを解除し、小惑星を大気圏けん落下コースに乗せ、ロケットモーターで減速する。ドックを破壊したときのように、小惑星に爆発物を詰つめる必要すらない。大質量そのものが、破壊のエネルギーになるのだ。

「しかし、ローコストな兵器だぜ」

　スナガが言った。

「この戦法が、実際の戦争で多用されないことを、祈るのみだ……」

「右う舷げん前方に、敵艦隊──！」

　オペレーターが叫んだ。

「駆く逐ちく艦かん６乃ない至し10。小惑星爆弾を狙ねらっています」

「させるか。ランゲ、迎げい撃げきだ！」

『御ぎよ意い』

　モニターから、艦隊奉ぶ行ぎようガルグル・ド・ランゲの渋い声が返ってきた。砲ほう火かが開かれ、敵駆逐艦が、たちまちにして大破炎上する。

「あっけねえな」

　スナガが言った。ちっともおもしろくなさそうだ。

「まるっきり、歯は応ごたえがねえぞ」

「敵艦隊は、無人艦のようです」

　オペレーターが報告した。

「なに？」

「リモートコントロールすら、されている気配はありません。コンピューター操そう縦じゆうの、無人艦隊です」

「道理で弱すぎるわけだ。ここは本当に、敵の本拠地なのか？」

「敵艦がいたというだけで、じゅうぶんその根拠はある。予定通り、作戦を決行する。ランゲ、バーミンガム、頼むぞ」

『了解！』

『心得た』

　やがて──、

　減速した小惑星が、カリオンの大気圏に突入して、赤い尾を曵ひき始めた。

「角度修正、マイナス０・００２！」

「減速、よし」

「命中します」

「いけ～！」

　イサムは叫んだ。

「シード教徒の巣そう窟くつを、吹っ飛ばせ！」

　ボッと、赤い染しみが、南半球の大洋中央に広がった。

「直撃です」

　オペレーターが報告する。エネルギー総量は、下へ手たな熱核兵器など足元にも及ばないはずだ。もちろん放射能は、皆かい無むだった。

「降下用意！」

　イサムは命令した。直撃の効果をその目で確かめようというのである。

「総員白兵戦準備！」

　各艦から、兵員を搭とう載さいした大気圏突入用ＬＳＴが発進する。もちろんその中には、装甲服に身を固めた、イサムもいた。

「油断するな。敵はシード教徒だ。どんな手でくるかわからんぞ」

「おまえこそ、気をつけろよ」

　スナガが言った。

「ここで死んでは、洒落しやれになるまい」

「まあね。でも、死ぬ覚かく悟ごで行くよ」

　そう言ってイサムは、ヘルメットを被かぶった。

　ＬＳＴは降下する。この時点で反撃らしい反撃はまるでない。二百隻せきあまりのＬＳＴは、一発の対空砲火も受けることなく、惑星カリオンの大洋に近づいていった。

「見えてきた──」

「さすがにすごい、惨さん状じようだな」

　火山島のように溶よう岩がんと火か砕さい流りゆうを流し、濛もう々もうたる噴ふん煙えんを噴ふき上げる島を見ながら、スナガが漏もらした。

「50ギガトンの、直撃だからね」

「こりゃもしここにアジトがあったとしても、奴らは一人も、生きちゃいねえぜ」

　ＬＳＴは次々と、島の海岸に降下した。一隻あたり30人の、完全武装の戦闘要員を吐はき出す。

「前へ──」

　島からの反撃は、なかった。

「これはひょっとして、無人の島を間違って攻撃しちまったんじゃねえのか？」

　訝いぶかるスナガに、

「大佐！」

　と、イサムが叫んだ。

「見てみろ、あれを！」

　人造の構築物の残ざん骸がいが、累るい々るいと海岸線に横たわっていた。多くはその原形をとどめてもいないが、飴あめのように曲った鉄塔、滞空砲座、ミサイルランチャーなどがかすかにそれとわかる。

「やはりここだったんだ」

「よかったな、無益な殺さつ戮りくでなくて……」

　スナガはほっと、胸を撫なでおろした。

『地下通路の入り口を、発見しました！』

　兵士が無線で、報告して来る。

「入ってみよう」

「気をつけろ。罠わなかも知れんぞ」

「罠があるならとっくに、仕掛けてきているさ」

「は……」

　それも一理と、スナガは頷うなずく。

「突入！」

　六千の歩兵が、地下通路に突入する。そこは天然の大鍾しよう乳にゆう洞どうを利用して構築された、一大地下要よう塞さいであった。だがその機能は想像を絶する大質量物体の直撃であらかた失われており、トラップも作動しない。

「ほとんど無人じゃないか」

「というより、もぬけの殻からだな」

　長い通路を抜けると、そこは巨大な──馬鹿ばかしいほど巨大な──空間があった。自由の女神が百万人集会を開けるほどの……。

「これをなんと見る？」

「うん」

　イサムは言った。

「施設と規模から見て、地下大ドックだな。戦艦クラスでも多数収容できるぞ」

「それだけじゃない」

　スナガが補足した。

「ここには造船設備もある。奴やつらここで、戦艦を建造していたんだ」

「しかし……」

　嫌いやな予感が、イサムの脳のう裏りをかすめた。

「いまここには、戦艦はおろか、一隻の駆く逐ちく艦かんの姿もない。衛星軌道上で見かけた無人艦隊が、最後のそれだとしたら……」

「しまった！」

　スナガは叫んだ。

「敵はすでに、出撃を終えた後だ。タッチの差で、取り逃がした！」

「ということは、敵は……」

「銀河移動計画を、狙ねらっていやがる」

「フジ少将！」

　兵士が叫んだ。

「時限装置が、作動しています！」

「いかん。早くここを出るんだ！　ＬＳＴに戻もどれ！　ただちに大気圏を離り脱だつする」

　イサムが命令した直後、天井の岩盤に亀き裂れつが走った。

「早く──！」

　間かん一いつ髪ぱつであった。シード教徒も、相当に食えない。辛かろうじて地上に出た直後、地下ドックは完全に崩ほう壊かいした。しかし地上の惨さん状じようも、地下と大差はなかった。噴煙と溶岩が、あたりを覆おおう。装甲服を着ていなかったら、全員焼け爛ただれた死体に成り果てていたところだ。

「島が、沈みます！」

「離脱」

　最後のＬＳＴが離陸した直後、大噴火が起こった。地盤そのものが、小惑星激突の衝しよう撃げきで液状化してしまったのだ。

　振り向いたイサムの視界の中に、すでにシード教徒のアジトだった島の姿はなく、ただ煮にえたぎる海面が、黒い噴ふん煙えんと白い蒸じよう気きを、ひっきりなしに噴ふき上げているのみであった。










　第六章　タイラー舵かじを取る




　ワープフィールド発生装置を搭とう載さいした特務艦『須す磨ま』と『明あか石し』は、前代未聞の巨大艦となった。ともに全長40キロ。なにしろ直径が火星軌き道どうと同じくらいある赤色巨星ＡＲＡ─[image: ]を力場で包んで運ぼうという艦ふねなのである。これでも必要ギリギリの大きさなのだ。二艦は左右対称の相そう似じ形けいで、徳利とつくりをふたつに割ったようなその艦型の、大半はワープフィールドの発生装置、及びそれに膨ぼう大だいな電力を供給するエネルギープラントで占められていた。当然のことながら、武装は一切ない。

「まあ、なんですな」

『須磨』『明石』の設計主任である惑星連合宇宙軍造船局長官、トオル・ジョーニアス・ヒラガー技術中将は、淡々とした口調で語ったものだった。

「設計としては、何の面白味もない艦だった。この艦を造れるのが僕だけだったから仕方がないが……。しかし、この程度の設計が銀河を救すくい、一般的には僕の代表作として歴史に残るかと思うと、内心忸じく怩じたるものがあるね」

　まことにもって不ふ遜そんとも尊大ともとれる、ヒラガー発言であった。

「そんなことより」

　と、ヤマモトはヒラガーに訊きいてみた。実はそうしたくて、うずうずしていたのである。

「いったい君のどこに、エィミィ・ハナー中尉は惚ほれたんだ？」

「知るか」

　と、ヒラガーは言った。

「エィミィに訊いてくれ」

「恥ずかしがって、教えてくれない」

「なら僕から、何も言うことはない。きっと仕事をするひたむきな僕の姿に、打たれたんだろう」

「本当に、そう思っているのか？」

　ヤマモトは喰くい下がった。

「みんな、頭をかしげているんだ。夜も眠れないという者も多い。これは惑星連合宇宙軍、始まって以来の謎なぞなんだぞ」

「僕が誰と結婚しようと、僕の勝手だ。それに、結婚しようと言い出したのは、僕じゃない。エィミィのほうだぞ」

「エィミィも同じことを、言っていた」

「男と女との間ではよくあることじゃないか」

「よくあることで、済ますつもりか？　こんな──」

　詐さ欺ぎのような婚約発表をしておいてと、ヤマモトは言おうとしたが、さすがに彼も常識人、口に出すことは、はばかられた。

「とにかく」

　ヒラガーはそれどころではないという口調で言った。

「僕にとっては、結婚なんてどうでもいいことなんだ。本当はこんな面倒なこと、一生しなくてもいいと思っていたんだ」

「それを貫いて欲しかったな。君にエィミィを奪われることは、全人類の深刻な損失だ」

「みんなそう言うが、これはプライベートな問題だ。ほっといてもらおう。だから僕は、結婚なんて面倒なこと、まっぴらだったんだ」

「今からやめても、誰も怒らないと思うぞ」

　これはカトリ准将の、発言である。

「せっかくだが、やめるつもりもない」

　ヒラガーは傲ごう岸がん不ふ遜そん極まりない態度で言った。

「家事を任まかせて、軍艦設計に没ぼつ頭とう出来ることは、僕としても望ましい」

「軍艦のほうが、女より大切だとでも言いたいのか？」

　許し難い暴ぼう言げんだとばかりに、カトリはくってかかった。

「当然だろう」

　涼すずしい顔で言うヒラガー。

「女の子と違って、軍艦は注いだ愛情を、裏切らないからな」

「ううん……」

　そこまで言い切れれば立派だと、ヤマモトは絶句してしまった。カトリはまだ何か言いたげだったが、

「トオルくん」

　と、当の婚約者が、現われたので話はそれっきりになった。ユーミと、サカイのカップルも一緒である。

「出来たのね、トオルくん」

「うん」

　眼鏡めがねの奥で目を細めて、ヒラガーは言った。

「出来たよ。最高の軍艦だ。この軍艦を、君に捧げる」

「うれし～い！」

　エィミィはヒラガーの腕に、抱きついた。

「やれやれ……」

　そんな二人を見ながら、カトリは匙さじを投げた。

「どうぞ勝手に幸せに、なりやがれ！」

「妬やかないことですよ、カトリ准じゆん将しよう」

　笑いながら、サカイ中佐が言った。空中戦の撃げき墜つい王も、このところ地上では、にやけっ放しだ。

「いくら自分だけ相手が、いないからと言って……」

「笑っていられるのも、今のうちだけだぞ、サカイ」

　と、声を低くしてカトリは言った。

「考えてもみろ、もうじきおまえは、あのヒラガーと義兄弟になるんだからな」

「…………」

　それは考えていなかったという表情で、サカイの表情が凍こおりついた。

「おまけに奥さんは二人とも同じ顔だ。ああいうのが親しん戚せきで、楽しいか？」

「楽しくは、ないと思いますが……」

　絶句してしまう、サカイであった。

「強く、生きるんだぜ」

　カトリはサカイの肩を強く叩たたいて、そのまま歩み去った。

『義兄弟……。あのヒラガーと、義兄弟……』

　しばし愕がく然ぜんとする、サカイであった。




「『須す磨ま』、予定通りのコースで侵入します」

　特務艦『明あか石し』のブリッジ。オペレーターのキム中佐が報告する。

「通信状態、良好です」

　赤色巨星ＡＲＡ─[image: ]を挟はさんで相対位置に、『須磨』と『明石』は位置している。本来なら強力な磁じ気きと電波で、通信は不可能なポジションだが、両艦はともに、最新式の強力な通信設備を搭とう載さいしており、なんなく交信が可能だった。

「ヤマモトくん、聞こえるか」

『明石』のブリッジからタイラーは、『須磨』のヤマモトに向かって呼びかけた。

『こちら『須磨』。良好ですよ』

　ヤマモトの明るい声が帰ってきた。

『すべて良好です』

「いよいよだ。落着いて、慎重に、そしてなにより、気楽にやろう」

『そうですね』

「最悪の場合でも、たかだか銀河がひとつ、なくなるだけだ。この宇宙全体の生命が滅びてしまうわけじゃない。我々の文明の痕こん跡せきは、いつかどこか別の銀河の生命体が、発掘してくれるさ」

『そういうことです』

　ヤマモトも今では、タイラーのペースで応酬出来るようになっている。

『でも出来ることなら、この危機を乗り切り、どこかの銀河の考古学者の、手柄を奪ってしまいたいものですね』

「まったくだ」

「そろそろワープフィールド発生の、定位置に着きます」

　キム中佐が報告した。

「いよいよね」

　ユリコがタイラーに、寄り添うように言った。

「これで銀河と人類の命運が、決まるのね」

「そういうことだ」

　タイラーはユリコの亜あ麻ま色いろの髪に、そっと口づけた。

「キサラに未来を、残してやりたいね」

『どうでもいいですけど』

　ヤマモトの声が言った。

『通信をＯＮにしたままのろけないでくださいよ。まる聞こえですよ』

「君だって」

　と、タイラーの反はん撃げき。

「人のことは言えんさ。側そばに奥さん、いるんだろ？」

『は～い！』

　その奥さんの声が亭主に代わって元気よく答えた。

『いますよ～！』

　臨月とは思えない元気のよさだった。本当はこんな危険な任務に同行させたくないと、ヤマモトは最後まで反対したのだが、例によってシアの、

「死ぬときは一緒だよ」

　の一言で、押し切られてしまったようだ。その経けい緯いはタイラーには、手に取るようにわかる。微笑ほほえましいことだ。

『ねえ、マコちゃん。こっちものろけよう』

　シアの声は、『須磨』と『明石』に乗っている全員の失笑を買った。ヤマモトの赤面が、見えるようだ。

『このままじゃ、大統領ンとこに、負けちゃうよ。ね、もっとのろけよう』

『し、シア……』

『いいじゃないか。ねえ、マコちゃ～ん』

　甘えた、シアの声。

「なるほど、これは……」

　と、タイラーはつぶやいた。

「銀河に僕らほど、仲のいいカップルはないと思ったが、完かん璧ぺきに負けているな。喜べ、ヤマモトくん。君はおそらく生まれて初めて、僕に勝ったぞ」

『こんなことで勝っても』

　死にそうに情けない声で、ヤマモトは言った。

『ちっとも嬉うれしくありませんよう……』

『せっかく大統領がああ言ってくれてるんだ。ちっとは喜びなよ』

　ふてくされたシアの声。

『まったく素直じゃないんだから、マコちゃんは』

『だからマコちゃんは、よせと……』

　ユリコがくすくす笑っている。

「なんだか人類の未来を賭かけた決死の任務だなんて、信じられないわね」

「これでいいんだ」

　タイラーは言った。

「みんなリラックスしている。任務はきっと、成功するだろう」

「リラックスしすぎですよ」

『明石』の操そう舵だ手しゆ、カトリ准将が言った。と言いつつも、笑っている。

「まったく、この非常時に、みんな婚約やら二世誕たん生じようやらでうかれちゃって。賑にぎやかでよろしいですね。勝手にやってください」

「そう言う君は……」

　と、タイラーはカトリの耳元に顔を近づけ、

「結婚しないのかな～？」

　と囁ささやいた。

「自分は当分、その予定はありません！」

　怒ったようにカトリは言った。仕事を邪じや魔ましないでくれとでも言いたげである。

「ワープフィールド発生装置、スタンバイ完了！」

　キム中佐がきびきびした声で報告する。おそらく『須磨』のほうでも、グエン少佐が同じように報告しているはずだ。

「ようし」

　大統領の顔に戻もどったタイラーが、命令する。

「カウントダウン、開始！」

「了解ラジヤー！」

　ついに全人類の存亡を賭かけた銀河移動計画は、秒読み段階に入った。

「ワープフィールド発生装置、作動一時間前……」

『いよいよですね』

　ヤマモトの声が言った。

『ようやくここまで……』

「まだだよ、ヤマモトくん」

　タイラーの声は、いつになく慎重であった。

「まだ成功したわけではない。だが、ここまで漕こぎつけただけでも、たいしたもんだと思う。僕の、大おお法ぼ螺らのような計画を、みんなよく本気になって、ここまで引っ張ってきてくれた。ひとまず、ありがとう……」

「大統領……」

「タイラー閣かつ下か……」

　皆それぞれ、感かん慨がいに浸ひたった。

「作動開始50分前……」

「頼むから、このまま何事も起きてくれるなよ……」

　カトリのその祈るような声は、おそらく万人に共通のものであったに違いない。

「アンドレセンや、キーナンの犠ぎ牲せいを、無む駄だにしたくはないからな」

　だが、その願いは脆もろくも破れた。

「レーダーに反応！　直上方向に光点多数──」

　キム中佐の絶叫にも似た声。

「戦艦３００隻以上！　『須磨』と『明石』に向け、突入してきます！」

「来やがった！」

　カトリが叫んだ。

「護衛艦隊！」

　タイラーがマイクを取り上げた。

「出番だぞ。銀河の未来は冗談でなく、君らの双そう肩けんにかかっているんだ。しっかり頼む！」

『待ってました！』

　真っ先にそう応こたえたのは、中年の渋い声である。

『直衛宙雷戦隊指揮官、ヤスダ、了解です』

「おう、ヤスダか」

　懐なつかしそうにタイラーが言った。

「終わったら、ひさしぶりに一いつ杯ぱいやりたいな」

『そうでありますね』

「ところで君は、まだ大佐か？」

『おかげをもちまして、准将に昇進いたしました』

「そうか、生き残ったら、少将だぞ」

　惑星連合宇宙軍のアバウトな昇進制度にも、年ねん季きが入ってきた。

『右う翼よく艦隊、タカネザワ少将、行きます！』

『同じく左翼艦隊、ザンギエフ准将、突入を敢かん行こうせり！』

　麾き下かの各提てい督とくの声にも、力がこもる。

「敵は『須す磨ま』と『明あか石し』だけを狙ねらっています」

「うん、敵ながらツボを得た戦法だ。こちらには、武装がないからな」

「そのかわり、強度は十分にもたせてあります」

　鼻をひくつかせて、ヒラガー技術中将が言った。自分の設計したメカを自慢するときの、彼の癖くせである。

「少々の打撃にも、耐えます。保証します！」

「今回ばかりは、頼りにさせてもらいますよ」

　巧たくみに舵かじを取りながらカトリが言った。

「敵、第一陣来ます！　数およそ１００！」

「直衛機動部隊は、艦かん載さい機きを発進！」

「了解ラジヤー！」

「頼むぞ、サカイ！」

『まかせといてください！』

　威い勢せいのいい声が返ってきた。

『敵機は一機たりとも、近づけません！』

「だが、無茶はするな」

　念を押すようにタイラーは言った。

「銀河を救わなければならないことはもちろんだが、僕の部下からは、もう一人の犠牲者も出したくはない。みんなで一緒に生き残らなければ、意味はないんだ。だからサカイ中佐、死ぬな」

『わかりました』

　と、サカイは頷うなずく。

『僕だって、結婚する前からユーミを行かず後家にはしたくありませんからね。死なない程度に頑がん張ばらせていただきます』

「その意気だ」

　微笑ほほえむタイラー。

「みんなで死なない程度に、頑張ろう」

　襲おそいかかる黒塗ぬりの戦闘機に、サカイの『菊水』戦闘機のレーザー機銃が唸うなる。

「あらよっと！」

　二機同時だった。ほとんど同時にフットレバーを踏み込み、機体を横滑すべりさせて、追つい尾びしてくる敵の反撃を躱かわす。

「俺に勝とうなんざ──」

　ひらり、鮮あざやかな宙返りで、やりすごしておいて、機銃発射釦ボタンを押した。火球になった敵を確認しておいて、次の敵に向かう。背後の警けい戒かいも忘れない。

「十年早え！」

　目の前に、敵戦艦が迫った。急速に拡大する敵に向け、慣性誘導爆弾の投下梃レバーを引く。排気孔こうから飛び込んだ爆弾が、巨大な艦体をふたつに折る。

「おつぎ──！」

　神がかり的なサカイの活躍で、敵の第一陣は総崩くずれになった。敵はたまらず、逃げにかかる。

「逃がすか──！」

『サカイ中佐！』

　キム中佐の声が、ヘッドフォンに飛び込んできた。

『逃げる敵にはかまうな。直衛部隊の任務はあくまで、『須す磨ま』と『明あか石し』を敵の攻撃から守ることである』

「わかったぜ。ユーミ、エィミィ、いくぜ！」

『了解！』

『敵を近づけなければ、いいのね』

　コジロー・サカイと、ハナー・シスターズ。この３機でほとんど、一個艦隊にも匹ひつ敵てきすると言われている。だが──、

「敵艦隊第二陣、直下方向より来ます！　数、およそ１５０！」

　今度はグエン少佐が叫んだ。

「なに──！」

「今度は真下か！」

「逆を突かれた！」

「間に合わないぞ！」

　パニックが『須磨』と『明石』とを襲った。

「回避！」

「間に合いません！」

　カトリ准じゆん将しようの、悲鳴。

　主砲の斉射が、『明石』を包む。何発かはブリッジを、直撃した。

　轟ごう然ぜんたる爆発が、全艦を揺ゆるがす。

「各部、被害を報しらせ」

　マイクを摑つかみ、隔かく壁へきにもたれながらタイラーは言った。跳ね飛ばされたときに頭をどこかにぶつけたらしい。額に血が滲にじむ。ユリコがその頭に、応急処置で包ほう帯たいを巻いてくれた。

「ワープフィールド発生装置に異常なし！」

「機関出力正常！　航行に支し障しようなし──」

「電力供給プラント、被ひ弾だんせるも深刻な被害なし！」

「作戦続行は、可能です」

　キム中佐の報告。

「さ、さすがは……」

　と、タイラーは言った。

「ヒラガー中将の設計した艦ふねだなあ……。これだけ直撃をくらって、耐たえている」

「当然ですよ」

　ブリッジの床で逆さまになったまま、なおも尊そん大だいな態度でヒラガーは言った。

　しかし、深刻な被害は、実はブリッジにあった。

「う、う～ん……」

「カトリ准将！」

　ユリコの悲鳴。倒れたまま起き上がってこないカトリを覗のぞき込んだまま、彼女は絶ぜつ句くしてしまう。カトリは右腕と腹に破片を浴び、スペースブルーの制服にはたちまち血ち潮しおが滲にじんだ。

「ひどい……」

　直ちに助け起こし、介かい護ごするが、前後不覚の重傷である。

「応急処置じゃ、とてもだめだわ」

「救きよう護ご班はんを呼べ！」

　少女のような女性看かん護ご兵へいが、ブリッジに上がってきた。小こ柄がらで愛くるしい顔立ちをしてはいるが、いわゆる洗練された美人というのではなかった。

「しっかりするだ」

　強い辺境訛なまりの声で、少女は言った。

「傷は浅いだど」

「お、俺おれ……」

　荒い息をしながら、カトリは言った。

「こ、このまま死ぬのかなあ……」

「あに気弱なこと言うだ」

　看護兵はそう言って、カトリの胸をバーンと叩いた。重傷の怪け我が人にんに手荒である。

「あたいが、ついてるだど」

　そう言って、腕の傷に薬をつける。

「ひ～っ！」

　滅めつ多たなことでは弱よわ音ねを吐はかない見栄っ張りのカトリが、恥はじも外がい聞ぶんもなく悲鳴を上げる。

「し、しみる！」

「痛いのは、意識のある証拠だっぺ」

　そう言って、包帯を巻いた。

「ま、麻ま酔すいくらい、かけてくれよ……」

　抗こう議ぎの口調で、言うカトリ。

「そ、それがだめなら、せめて鎮ちん痛つう剤ざいでも……」

「生あい憎にくと両方とも、切らしてるだ」

　ぶっきらぼうに看護兵は言った。

「大の男が、あんまス薬に頼るもんじゃねえだ」

「そ、そういう問題では……」

「ま、これだけ元気があれば、大丈夫だべ」

　きびきびとした動作で包帯を巻きながら、看護兵は言った。

「命に別状は、ないス」

「しかし困ったわね」

　安あん堵どしつつも、ユリコは言った。

「カトリ准将がこの傷では、もう『明石』のブリッジに、舵かじを握にぎれる人は……」

「いるぞ！」

　と、タイラーが言った。

「ここにいる」

「まさか……」

　キム中佐がつぶやく。ブリッジに、一瞬沈黙が訪れた。

「それって、大統領閣かつ下かのことでは……」

「他に誰がいる」

『いけません！』

　モニターで傍受したのであろう、『須磨』からの通信が、強い口調で言った。声の主は、ヤマモトである。

『いけません！　それだけは！　たとえ宇宙が崩ほう壊かいしても、銀河が破滅しても、閣下に舵を握らせるなどと、それだけは！』

「よほど、握らせたくないのね……」

　キム中佐がつぶやいた。『阿あ蘇そ』副長時代の悪夢、再びである。

「しかし、このままでは本当に銀河が破滅してしまう」

　タイラーの抗議に、

『あなたに舵を握らせたら、それこそ宇宙が破滅です！』

「だからその前に、一回くらい僕に舵を握らせてくれても……」

『駄だ目めです！』

「これは大統領命令だぞ」

『駄目！　絶対！』

　こうなるともう、ほとんど感情の問題である。

『いいですか。今から私が内火艇でそちらへ向かいます。それまでに舵に、指一本触れてはいけませんよ。そこにいる人たちも、いいですね。大統領閣下に、舵を取らせるなどと……』

「第三波、来ます！」

　キム中佐、絶叫。

「回避運動、間に合いません！」

　その瞬間であった。

　タイラーが、舵輪に飛びついたのは──。

「え──？」

　一瞬、誰もが我が目を疑った。

　舵を握ったタイラーは、日頃の彼からは信じられないような俊しゆん敏びんな動作で、舵だ輪りんを一杯に回し、また戻もどした。

『明石』が大きく、回頭した。発射された敵のビームと光子魚雷の帯が、その航跡を、かすめて抜けた。

「なに？」

「な、なんて──！」

　我を忘れて叫んだのは、横になったまま介護を受けているカトリであった。

「なんて見事な、回避運動なんだ。こんな凄すごい操そう艦かんは、見たことがない……」

　誰もが、啞あ然ぜんとした。例外は当のタイラーと、ユリコである。

『わ、私だが……』

　数瞬遅れて、ヤマモトの声が飛び込んで来た。

『い、今の操艦は、誰だ。信じられない動きだったが……』

「恐れ多くも……」

　キム中佐が言った。頭を抱かかえている。

「大統領閣下で、いらっしゃいます」

『まさか……。タイラー閣下が……』

「だから」

　と、タイラーは言った。

「僕はちゃんとソーラーディンギーの免許は持ってると、何度も言ったはずだけどね」

『え、ええ、ですが……』

　ヤマモトの声は、うわずっている。

「それに、僕が自分から下手だとは、一度も言った覚えはないぞ」

『そ、それはそうでしょうが……』

「操縦に自身があるからこそ、舵を握らせてくれと言ったんだ。結局君は、軍に在籍した時代を通じて、一度も僕にやらせてはくれなかったけれどもね」

『は、まあ、そんなこともありました』

「私がもっと、早く教えてさしあげれば、よかったですわね」

　そう言ったのは、ユリコである。

「ジャスティったら実は、ソーラーディンギーの大会では、何度も優勝してますのよ。それにいつか、二人で旅行中に、隕いん石せき群に巻き込まれたときも、巧たくみな操舵で、切り抜けているし……」

「そ──」

　ブリッジにいた全員が、声を揃そろえて言った。

「そうだったんですか」

「そうだとも！」

　胸を張って豪ごう語ごするタイラー。

「みんな、見かけの先入観だけで人を判断しては、いかんねえ……。特にヤマモトくんは、人を見る目がないと言われてもしかたがないぞ。ブワッハッハッハッハッハッハ……」

　確かにそうだが、しかし、この場合は誰も、ヤマモトを責められまい。

「敵がさらに、来ます！」

　タイラーとていつまでも、笑ってはいられなかった。矢や襖ぶすまのように飛んで来るビームを避けることに忙ぼう殺さつされる。

「あと二、三撃くらったら、さすがの『明石』といえども、もちません！」

「わかっとる！」

　ひっきりなしに舵輪を動かすタイラー。もう一隻『須磨』のほうも、激しく蛇だ行こうしながら敵の攻撃をかわす。

「敵の数が、多すぎるな」

「ワープフィールド作動予定時間まで、あと30分です」

「それまでにこの攻撃が、おさまるという保証は、ないぞ」

「しっかりと定位しないと、巨大質量をワープできません」

『カウントを、延ばしますか？』

　ヤマモトが訊きいてきた。

「いや、この機を逃したら、敵の思うツボだ。なんとかワープする」

「護衛艦隊は、何をやってるんだ……」

　喘あえぎながらカトリが言った。

「このままじゃ、『須磨』も『明石』も、ボロボロにされてしまうぞ……」

「大丈夫だ」

　ヒラガーが口を開いた。黄色い歯が覗のぞく。

「僕の作った『須磨』と『明石』が、ただの艦ふねだとでも思っているのか」

「またくだらない、ギミックとかがあるんだろう」

「当たり！　まあ、見ていてくれ」

　そう言ってヒラガーは、秘密のスイッチを押した。

「自動運航モード、スイッチ・オン！」

　不意に『須磨』と『明石』とが、不気味な振動に包まれた。

「大統領！」

　キム中佐が叫ぶ。

「『須磨』の艦体が、虹にじ色いろに輝いています！」

「本当だ」

『須磨』は色鮮かな、プラズマの光こう芒ぼうを放っていた。おそらく『須磨』から見える『明石』も、同じように輝いているに違いない。

「『明石』が、勝手に動き出しました。それも、極きわめて正確な、計算された動きです。まるで、自ら意志を持つ者のように……」

「その通りだ」

　平然と、ヒラガーは言ってのけた。

「『須磨』と『明石』には、人格がある」

「『信濃しなの』のようにか？」

　カトリが言った。あの事件のときの嫌いやな思い出が、ふと皆の脳のう裏りを過よぎる。

「いや」

　と、ヒラガー。

「心配ない。あの折の轍てつは踏まん。そうではなく、もっと手っ取り早い方法で、二艦には人格を与えてある」

「まさか……」

「おい！」

　カトリが叫んだ。

「この『明石』の艦の行動パターンは、ある男が指揮を執とったときの動きに、そっくりだ」

「なに？」

「間違いない。退ひくことを知らない、この、勇ゆう猛もう果か敢がんな行動は……」

　カトリは長いこと、その男とペアを組んでいたからわかるのだ。

「カール？」

『ははは、やっぱりわかっちまったか、ハリー』

　人工的な声が言った。ただその独特の抑よく揚ようのつけ方は、カトリの言った、その人物のものだ。豪ごう快かいで、気のいい話しぶり……。

『さすがは、おまえの目は、ごまかせないってわけだ』

「アンドレセン！」

　タイラーが叫んだ。

「アンドレセンなのか、おまえ！」

『はい』

「まさか……」

　キム中佐が驚いた。

「アンドレセン大将は、死んだはずじゃあ……」

『肉体はな』

　今は『明石』の一部となった、カール・ビョルン・アンドレセンは言った。

『しかし、脳死には、至っていなかった』

「じゃあ……」

「脳を摘てき出しゆつして、『明石』のメインコンピュータと、リンクしてみた」

　涼しい顔で言うヒラガー。

「その件に関しては、ドクター・キタグチという共犯者もいるが……」

　マッド・サイエンティストと、マッド・ドクターが手を組めば、こうなるのは自明の理であった。

「頭が痛い……」

　目め頭がしらを押さえて、カトリは言った。

「しかし、嬉うれしい……」

「あんた、あんまり喋しやべると、傷に障さわるよ」

　あの女性看護兵が言った。

「いいんだ。こんなめでたいことはない」

『タイラー大統領。そういうわけです。あんたの操艦もみごとだったが、ここはひとつこのアンドレセンに任まかせて、文字通り大おお艦ぶねに乗ったつもりで……』

「そうさせてもらおうか」

『でもまさか、こんな形でアンドレセン大将に再会できようとは……』

『須磨』のヤマモトも、内心の嬉しさと驚きとを禁じ得ない。

「するとまさか……」

　タイラーが言った。

「『須磨』のほうも、同じように……」

「当たりです」

　頷うなずくヒラガー。

「言われてみれば、『須磨』のあの、がむしゃらな突進ぶりは……」

『そういうことですな』

　やはり人工的ながら、本人の特徴のよく現われた声が言った。

「キーナン！」

「キーナン大将！」

『アンドレセンばかり、惜おしまれているようでちょっくら癪しやくでしたが、してみると私にも、少しは人気があったようですな』

「何を言う！」

　タイラーが叫んだ。

「嬉うれしいぞ！　嬉しいぞ、キーナン……」

　あとはもう、声にならない。

『おやおや、タイラー閣かつ下かでも、泣くことはあったんですなあ……』

　生前（？）とまったく同じ調子で、キーナンは言った。

『これからも、お役に立ちますぞ。なあ、アナドレセン』

『まったくよ』

　タフで鳴らした大将二人の、思わぬ形での戦列復帰であった。

「陛へい下かも、さぞや……」

「敵、さらに増強！」

　だが、喜んでばかりもいられなかった。キム中佐が鋭く叫ぶ。

「戦艦およそ７００隻せき！　四方から一いつ斉せいに来ます！」

「シード教徒め、こうなるとほとんど軍隊だな」

「いや、下手な軍隊より強力だぞ」

　涙を拭ぬぐいながら、タイラーは言った。

「やられる、今度こそ──！」

　ユリコが叫んだ、直後であった。

　敵艦隊が不意に、連れん鎖さ的てきに爆発したのは──。

「援えん軍ぐんです！」

「誰が？」

『どうやらいちばんいい形で、間に合ったようだな』

　野太い、それでいて若々しい覇は気きに溢あふれた男の声が言った。

『主役は最後に登場するものだ。これで今までの数々の借りも、少しは返せたかな？　タイラー』

　ル・バラバ・ドムは戦艦『クワトローメ』のブリッジで、クリムゾンの瞳ひとみを輝かせながら言った。

「ドム長官……」

　眩まぶしそうにタイラーが、スクリーンを見上げる。

『みごとです』

　ヤマモトも感心した。演出に、一部の隙すきもない。

「それ、小こ癪しやくなシード教徒の艦隊を蹴け散ちらせ！」

　笑いながらドムは命令した。絵になる。

　敵艦隊は10分足らずの間に、すべて駆く逐ちくされた。

「ワープフィールド作動、15分前」

　カウントダウンが、再開された。










　最終章　永遠なれ無責任男




「ワープフィールド発生装置作動、一分前！」

　キム中佐の明めい瞭りような声で、カウントダウンが続く。

「45秒……30秒……20秒……」

　ごくんと、誰かが生なま唾つばを吞のみ込んだ。緊きん張ちようと静せい寂じやくとが、『須す磨ま』『明あか石し』両艦のブリッジを支配する。

「10、９、８、７、６、５、４、３、２、１、ワープフィールド発生装置、作動開始！」

『須磨』と『明石』から、虹色の光線が赤色巨星ＡＲＡ─[image: ]に向けて伸びた。広大なワープフィールドが形成され、コロナが揺ゆらぐ。

「ワープフィールド、展開を完了しました」

「よし」

　タイラーは頷うなずき命令した。

「これより『須磨』と『明石』はＡＲＡ─[image: ]とともに、銀河中央までワープする。護ご衛えい艦かん隊たいは、ただちにワープフィールドの外側まで退去せよ。ぐずぐずしていると、今まで見たこともないような空間の歪ゆがみに巻き込まれるぞ」

　星一個が、まるまる空間ごと移動するのである。その周囲の空間の歪みと、それを修正しようとする力は想像を絶するはずであった。

『閣下』

　ヤスダ准将の声がモニター越しに言った。

『我々も、お供ともいたします』

「邪魔だ」

　そっけなく、タイラーは言った。あまりに邪じや険けんともとれる。

「もう護衛は要いらない」

『しかし……』

「敵もまさか、もう艦隊を繰り出しては来ないだろう。ここまでくれば、シード教徒の妨害はさしたる意味をもたない。それに、これからは前人未到、前跡未踏の領域だ。はっきり言って危険は大きい。我々でさえ、生きて帰れるという保証はどこにもないんだ。その危険に、わざわざ巻き込まれることはない。諸君の気持ちは嬉うれしいが、危険に晒さらされる人数は少ないほどいい」

『わかりました』

　ヤスダは折れた。

『ですが、せめてワープの直前までは、護衛を務めさせていただきます』

「ヤスダ……」

『ヤマモト閣かつ下かを差し置くようで心苦しいのですが、自分は今も、タイラー閣下の副官でありますから……』

「ありがとう」

　珍しく、タイラーの声が震ふるえた。

「だが、もういいぞ。『須磨』と『明石』は、ワープに突入する。地球で、会おう」

『わかりました』

　名残を惜しむかのように、護衛艦隊が離れてゆく。

「護衛艦隊、危険宙域を出ます」

「ワープ！　座標、銀河中央！」

『了解ラジヤー！』

　機械の声が応じた。『須磨』と『明石』、いや、キーナンとアンドレセンは、自分の意志でワープしたのだ。

　ほとんど太陽系の大きさにも匹ひつ敵てきするほどのワープフィールドごと、『須磨』『明石』それにＡＲＡ─[image: ]は、超空間を移動した。

「成功です！」

「当然だよ」

　タイラーは言った。

「そのために今まで、みんなで頑張ってきたんだから」

　わずか数秒後には、ワープアウトする。改良に改良を重ねた、ワープ機関のおかげだ。

「座標算定、終了。予定通りの空間にワープアウトしました。誤差、８００キロ」

　キロなどという単位は、宇宙空間においてはミクロン、いや、オングストロームにも等しい。通常のワープなら光年単位の誤差はあたりまえである。まさに針の先でつついたような正確さであった。やはり意志を持つ艦は、ひと味違う。

「ＡＲＡ─[image: ]、定位置に配置を完了しました」

「よし、ワープフィールド、解除」

「了解　ワープフィールド、解除」

　ここからが、圧巻だった。

「『須磨』と『明石』を、合体させる！」

　徳利とつくりを半分に割ったような『須磨』と『明石』が、徳利の形に合体するのだ。いかにもヒラガー技術中将の設計らしい、新機き軸じくである。

「なぜ、こんなギミックを組み込んだかと言えば……」

　例によってたらたらと、自慢たらしくヒラガーは説明する。

「左右対称の特務艦『須磨』と『明石』は合体することによって無限粒子砲の使用が、可能になるのです」

『どうでもいいようなところに、凝こるんだからな、こいつは……』

　今は『明石』の頭脳となったアンドレセンが、ヒラガーに喧けん嘩かを売っている。

「合体！」

『須磨』と『明石』は左右から接近して、合体した。ふたつのブリッジもひとつとなり、中央の隔壁が上がる。タイラーとヤマモトは、がっちりと握あく手しゆした。

「いよいよですね、大統領」

「いよいよだ」

「無限粒子砲、薬室内、エネルギー充じゆう塡てん！」

「ターゲットスコープ、オープン！　電映クロスゲージ明度、20！」

「照準、ＡＲＡ─[image: ]！」

「発射と同時に、ワープだぞ」

　ヤマモトは言った。

「ぐずぐずしていると、超新星化したＡＲＡ─[image: ]の爆発に、巻き込まれるからな」

「カウントダウンが、勝負ですね」

「そういうことだ」

「無限粒子砲発射、15秒前！」

「離脱ワープ、20秒まえ！」

　キム中佐が無限粒子砲のカウントダウンを、グエン少佐がワープのほうを、それぞれ担当する。

「５、４、３、２、１、無限粒子砲、発射！」

　閃せん光こうが伸びた。その光の箭やの先端がＡＲＡ─[image: ]に届くかどうかという刹せつ那な──、

「ワープ！　急速離脱！」

「ワープ！」

『須磨』『明石』は、急速ワープに突入した。

「南な無む三さん！」

　人事は尽くした。初めて神仏に祈る余よ裕ゆうも生まれる。

「うまくいって、くれよ……」

「ワープアウトします」

「よし。ひとまず危険は──」

　脱しなかった。

『須磨』と『明石』は、無数の敵艦隊が待ち受ける、その真っ只ただ中なかにワープアウトしてしまったのである。

「先回りして、待ち伏せしてやがったのか」

　ヤマモトが唸うなった。

「しつこいぞ。貴様らの母なる星は、もうスーパーノヴァに……」

「どうやら」

　と、カトリが言った。

「我々を宇宙の塵ちりにしないと、おさまらないみたいですね」

「シード教徒の艦隊、２５０隻せきはいます」

「どうする。こちらは分離しても２隻。しかも、非武装ときた」

「無限粒子砲は、使えんのか？」

「無理です」

　グエン少佐が言った。

「さっきの発射とワープで、ほとんどのエネルギーを使い切りました。通常航行だけで、やっとですよ」

『なあに』

　キーナンが言った。

『いざとなりゃ俺たちで、体当たりをかますまでよ。なあ、アンドレセン』

『おうともさ』

　アンドレセンが応こたえる。

『こんな体になっても、暴れたいんだ。俺たちは……』

「ちょっと、愉快なことになりそうだな。乗ってるほうは、たまらんが」

　ヤマモトが言った。非武装とはいえ、『須磨』と『明石』は全長40キロメートルを越える超巨大艦である。これだけの質量にぶちかましをかけられた日には、並の戦艦なぞただではすまない。

「まあその機会は、できれば他日に譲ゆずってもらいたいものだな」

『つれないぜ、ヤマモトさんよ』

『まったく……』

　今にも暴走を初めうなに二に隻せきにひやひやするヤマモトに、

「じれったいね」

　と、横から口を挟はさんだのは、過激なことにかけては人後に落ちない、彼の細君であった。

「やりたいっていってるんだ。やらせてあげようよ。ね、マコちゃん」

「おまえな……」

「そのほうが、楽しいよ。きっと」

『そうそう』

『さすがはシア姐ねえさん。俺たちの気持ちを、わかってくださってる』

　無責任にはやしたてる、キーナンとアンドレセンであった。

「敵艦隊。包ほう囲いを狭めつつあります」

「くう……」

「ほらほら、もう時間がないよ」

　と笑っていたシアが、

「つっ──」

　と、顔を歪ゆがめたのはそのときであった。

「いたた……。痛いよ」

　と、下腹を押さえた。

「どうした？」

　思わず駆かけ寄るヤマモト。

「う──」

　と、シアは言った。

「産まれる！」

「ぬゎんだって！」

　これにはさすがに、啞あ然ぜんとして仰ぎよう天てんする、クルーたちであった。

「こんな時に──！」

「だから言わんこっちゃない」

　ヤマモトは動転しながらも、

「キーナン、アンドレセン、そういうわけだ。二人には申し訳ないが、シアとお腹の赤ん坊に障さわる。ぶちかまし作戦だけは、中止してくれるな」

『しかたない』

『そういうことなら……』

　だが、それに代わるうまい代案があるかというと、そうでもない。

「このまま嬲なぶり殺しかよ……」

　カトリが言った。息が荒い。

「しっかりするだ」

　看護兵が言った。

「き、君……」

　カトリは言った。

「僕はいいから、シア姐さんを看みてやってくれないか。産まれそうなんだ」

「いやだス」

　看護兵が言った。

「あんたの側そばがいいだ」

　と、離れようとはしない。

「そんなこと言ったって。きみ……」

「クレア・ニーブン上等看護兵だス」

「く、クレア。上官命令だ。シア姐さんを……」

「だめだ」

　クレアは頑がんとしてカトリの側を、動こうとはしなかった。

「いくら上官でも、これは看護婦として、患かん者じやに対する命令だ。あんたを倣ほうっては、おけねえだ。もう一生、あんたの側を離れねえだ」

　怪け我がのせいではなく、カトリの背筋を一瞬、冷たいものが走り抜けた。

『ま、まさか……』

　死神の爪つめからは逃のがれたものの、逃れられないものの予感を、カトリは感じ取った。こうして女たらしのカトリにも、ついに年ねん貢ぐを収めるときが来たのである。

　それはさておき──、

「産まれるよぉ──！」

　泣きそうな声で、シアが叫ぶ。名将ヤマモトも、こんなときにはただ、おろおろするしか能がない。

「さ、こっちよ」

　母親としては先輩のユリコが、シアの手を取り、奥の控え室に導いた。

「ヤマモトさん。こちらは安心して任まかせてくださいな。あなたは戦いに、専念して」

「あ……」

　ヤマモトは感かん涙るいに咽むせんだ。

「ありがとうございます。奥さん！」

「どうだ。よく出来た女房だろう」

　こんなといにもちゃっかり女房の自慢をする、タイラー。

「それどころでは、ありません！」

　キム中佐が言った。

「敵が──」

　閃せん光こうが『須磨』と『明石』を揺るがせた。集束する無数のビームの光条が、熔よう鉱こう炉ろとなって、装甲を熔かす。並の艦なら、一瞬ともたない。

「宗教団体というのは、やることが徹底しているね」

　こんなときに何を吞のん気きなという口調で、タイラーが言った。

「え、ええ。私はもう金こん輪りん際さい、宗教なんか信じませんよ」

　ヤマモトも賛同する。

「坊ぼう主ず憎けりゃ袈け裟さまで憎いか。けっこう結構……」

　明るく笑うタイラー。

「よく平然としていられますね」

　グエンが言った。呆あきれている余よ裕ゆうすらない。

「このピンチに……」

　さすが大統領になるほどの大人物と思ったか、それとも単なるバカと思ったか──。

「なあに」

　と、無責任男は本領発揮で笑い飛ばす。

「僕の計算なら、そろそろ援えん軍ぐんが来る頃ころだ。山ほどね」

　言った瞬間であった。

「敵艦隊の後方に、味方！」

「ほ～らね」

　ほくほく顔のタイラー。敵が算を乱すのが、モニタースクリーンでも確認できた。

「さ～て、一番手柄は誰かな？」

『閣かつ下か！』

　元気のいい、少年の声が言った。

『ご無事で？』

「なんと──」

　呆あきれ顔でヤマモトは叫んだ。

「一番乗りは、叛はん乱らん軍ときたか！」

『銀河解放軍と言ってください！』

　主砲が閃光を発し、無防備な背中を撃うたれた敵艦隊が、次々と脱落する。イサム艦隊の面めん目もく躍やく如じよであった。

「さあ、これで戦争らしくなるかな……」

　ヤマモトが言った直後、

『イサム、どけい！』

　と、別な声が言った。

「そ、その声は──」

　まさに地獄で賛美歌を聴いたような想いであった。

『遅れてすまん。パコパコ』

「陛へい下か──！」

『残敵を一いつ掃そうする。アザリン砲、発射だ！』

「アザリン砲？」

　タイラーが首をかしげた。

「なんですそれ？」

『惑星破壊砲のヴァージョンアップ版だ。無限粒子砲をも上回る威い力りよくがある』

「なるほど……」

『イサム、そちの艦隊はこちらの射線上にいるぞ。除のけい！』

『そんな横暴な！』

『発射５秒前！』

『わかりました！』

　巻き添えをくらってはたまらないから、イサムは必死で逃げる。

『発射！』

　細く絞しぼり込まれたような蒼あおいビームが、銀河を斬きり裂さいた。その周辺にいた敵艦は、一瞬何事もなかったかのように進み続けたが、やがて一いつ隻せきが爆発したのを皮切りに、次々と連れん鎖さ爆発を起こした。

「これがアザリン砲……」

『新開発の粒子の威力でな。まわりの空間にはほとんど影響を及ぼさず、銀河の汚れだけをきれいに落とす。宇宙に優しいエコロジー兵器なのだ』

　まるで新しい洗剤を紹介するような口調で、アザリンは言う。

『ほら、きれいさっぱり、片付いた』

　一件落着、であった。

「そ、それより！」

　ヤマモトには、シード教徒よりも気になることが、ふたつばかりあった。

「ぎ、銀河は……？　シアは？」

「ヤマモトくん」

　タイラーがしかつめらしく、その肩を叩たたく。

「心配するなら、どちらかひとつにしたまえ」

「両方とも、心配なんです！」

　だが、ひとつはすぐに、解決した。

　隔壁の向こうから、元気のいい産声が聞こえたからだ。

「生まれたわ！」

　笑顔でユリコが、顔を覗のぞかせる。

「母子ともに、元気よ！」

「どっちです？」

　すかさずヤマモトが訊きいた。

「男の子ですか？　女の子ですか」

「男の子よ」

「やった！」

　歓声を上げるヤマモト。

「武門の誉ほまれだ。これでヤマモト家も安あん泰たい。この子には、銀河を制せい覇はしてもらおう」

　どこまで本気かわからないが、ほくほく顔でそう言った。

「銀河を制覇……ねえ……」

「文句があるんですか？」

　何か言いたげなタイラーに対し、横目で睨にらむヤマモト。

「いや、別に文句はないけれど……」

「何をおっしゃりたいんです」

「ウチのキサラの、乾こ分ぶんにされるのが、オチじゃないかなあと思って……」

「まさか……」

　この時は笑ったヤマモトであったが、まさか我が子が親子二代に渡ってタイラー家に牛ぎゆう耳じられる運命にあろうとは、神ならぬ身の知る由よしもなかった。




「見てごらん」

『須磨』『明石』の展望室から、宙天を指さし、イサムは言った。そこにはもはや、肉眼で識別できるほどの大きさにまで接近した、颱たい宙ちゆうジェーンが見える。

「ジェーンがコースを、変えてゆくよ。正確には、動いているのは僕らの銀河のほうで、ジェーンは直進している、だけだけどもね……」

「銀河が動いていることを、ジェーンの見かけの動きによってしか見ることができないとは、皮肉なものだな」

　感かん慨がいも複雑に、アザリンは言った。

「いずれにせよ、これで銀河と銀河の民は、救すくわれた訳じゃ。ラアルゴン本星を退去した人々もそれぞれの移住先で暖かく迎えられているようだし、まずは一安心といったところか。朕ちんも、これでようやく安あん堵どできる」

「救われたといっても、たかだか一万年の期限つきの平和だけれどもね」

　師し匠しようの口調を真ま似ねながら、イサムは言った。

「とりあえず、僕らが結婚して、楽しく過ごすにはじゅうぶんな時間だ」

「そうかな～？」

　その師匠がいつの間にか、イサムの背後に回っている。

「だ、大統領！」

「まさかこのまますんなり、陛下の婿むこになって逆ぎやく玉たまの輿こしで、一生安泰に暮らせるなんて思っちゃいないだろうね。イサムく～ん」

「違うんですか？」

「君にはまだまだ、越えなければならないハードルが、山ほどもあるんだよ。叛はん乱らんだって、このままうやむやにはしないからね」

「え……」

　一瞬イサムの顔は、無数の縦たて線せんが入った。

「まさか……」

「安心したまえ。楽はさせないから。まず罰ばつとして、一年間は銀河辺境勤務だ。陛下との祝しゆう言げんは、まあ二年は先かな……」

「そ、そんな……」

「安心しろ、イサム」

「陛へい下か……」

「朕ちんは待っておるぞ。そちが大きくなって、帰って来るのをな……」

「うん」

　そうは言ったものの、イサムの表情は暗あん澹たんとしていた。

『この先一年も、アザリンと会えないのかあ……』

「ただ──」

　と、タイラーは言った。

「特別のはからいで、旅立つ前に仮かり祝しゆう言げんを挙げさせてやろう。その仲人が、僕の大統領としての、最後の公式業務になるはずだ」

「閣かつ下か！」

　イサムは思わずタイラーに抱きついた。

「やっぱり閣下は閣下だ！」

「これ、イサム」

　アザリンが、そのイサムの袖そでを引っ張った。

「パコパコは、朕のものだ」




「見ろよ、あのジェーンの悔くやしそうな横顔を」

　モニタースクリーンの中で急速に小さくなってゆく颱宙を見やりながら、ヤマモトは言った。その手には産まれたばかりの我が子、シゲチヨ・ヤマモトを抱えている。長男のネーミングに関しては、シアにも文句は言わせなかった。多くの交換条件を、吞のまされはしたが──。

「ここまで来て獲え物ものに逃げられて、本気で頭に来ているようじゃないか」

「一万年後の子孫に、同情したくもなりますね」

　グエン少佐が、しみじみと言う。だが喉のど元もと過ぎればなんとやら、その顔はこみあげてくる嬉うれしさを隠しきれないといったところだ。

「今度来る時はジェーンの勢いも、半はん端ぱではないでしょうね」

「算定出来ました」

　コンソールでキーボードを弾いていたキム中佐が報告する。

「ジェーンの今後のコースです。一旦は移動性ブラックホールに勢力を縮小しますが、その後力を蓄たくわえて大きくカーブを描き、１０００８・２７５年後に再び銀河に戻って来ます。今度は銀河を直撃するでしょう。少々の移動では、躱かわしきれないような動きを取って……」

「一万年後の子孫に、期待かな」

　そう言って、我が子を見る。

「とりあえず、二十年後の宇宙はまかせたよ、シゲチヨ」

　父親になって半日の男は、すっかりマイホームパパになりさがっていた。




「やっと……」

　心からのねぎらいを込めて、タイラーにお茶を淹いれながら、ユリコは言った。

「親子三人の団だん欒らんに、戻もどれるのね」

「そうだね」

　と、タイラーは言った。

「まああんまり、抛ほうっておいてもくれないような気もするが、とりあえずは一段落といったところかな」

「そうよ。とにかく今は、二人だけ……」

「隔かく壁へき一枚、隔ててね」

　ユリコは軽く、タイラーの頰ほおにキスした。

「今ほどあなたを、これが私の夫って、銀河中に自慢したいと思ったことはないわ」

「同じ言葉を……」

　と、はにかみながらタイラーは言った。

「君とキサラに、贈ろう。君たちがいたから、僕もここまで頑張れた。それと──」

　と、ここでタイラー、やおらくるりと、読者の方を振り向いた。

「君たちが、いたからネッ！」

「まあ、ジャスティったら……」

「さあ、最後に一発、ブワ～ッといこう！」

　タイラーはギターを取り上げ、歌い始める。いつの間にか現れた登場人物全員が、それにコーラスを加えた。




　銀河の未来は　まかせとけ

　いいたかないけど　面倒見よう

　艦隊　颱宙なんでも来い

　タイラー様が　引き受けた

　アチョッコラチョイト　頼まれた




「こんな終わり方で、いいのだろうか？」

「悩むな、イサム」

　と、アザリンが言った。

「これでよいのじゃ。これでこそ、『宇宙一の無責任男』に相応ふさわしい、エピローグなのじゃ。実質的主役である朕ちんが言うのじゃからして、間違いは、ないぞ」

「え、実質的主役って、僕のことじゃあ……」

　身の程知らずにも本音の出たイサム。だが、それと同じ意見を、その場にいた全員が抱いていたのである。

「これで宇宙も、安心だァ！」

　ギターを宙に放り投げるタイラー。

「さあ、これを受け止めた者が、次の銀河の主役だぞう！」

　さっと全員の手が伸び、そして──、

　まだあどけない小さな手が、それを受け止めた。

「はい、ごくろ～さん！」

　主役の大任を果たし終えた男はそう言って、心からの笑顔を見せたのであった。








『宇宙一の無責任男シリーズ完結』












　あとがき




　終わりましたねえ……。

　いや、長かったけど、短かった。

　とにかく終わってよかった。ようやく作家としての自分に、ふんぎりがついたという感じです。ここまで長いシリーズを引っ張ってこれたのも、ひとえに皆様の、暖かい応援の賜たま物ものですね。本当にご声援、ありがとうございました。

　と、通り一遍の感想は、これくらいにしておいて──、

　逆に言えばこのシリーズ、まだ始まったばかりとも言えるのです。なにせこれから、本編よりも長い長い、外伝のラッシュが始まるわけですから。各キャラクターが、「早く俺の外伝を書け！」と、作者をせっつくことせっつくこと。

　いやあ、キャラクターが立って、勝手に一人歩きしてくれるので、このシリーズは楽でした。逆に「俺の出番が少ない」と、夢の中まで作者に直じき訴そするくらいの、パワーがありました。だから、どのキャラを出そうかということよりも、どのキャラの出番を削けずろうかで頭を悩ませたくらいです。作家は本当に、キャラクターに寄生する生物だということを、身をもって感じた次第です。

　話は、変わりますが──、

　かくも確たる存在感をもつ登場人物たちに、さらに命を吹き込んだ、カセットブック版『無責任艦長タイラー』、皆さんはもちろんもう、聴いてくださいましたよね。

　いや～、あのカセットブックは、この種の企画としては近年希まれに見るアタリだと、作者自身（けっして自分でシナリオを書き下ろしたからだとか、自分もチョイ役で出演しているからだとかいうのではなく）大変気に入っております。

　以下は、そのカセットブック版『無責任艦長タイラー』に関するあとがきです（そう、このあとがきは『永遠なれ無責任男』のあとがきであると同時に、カセットブックのあとがきでもあるのです）。

　まず、ドンピシャのイメージで主役であるタイラーのＣＶをアテてくださった、山本正之さんに、この場を借りて、作者として心からのお礼の言葉を、述べさせていただきます。

　正直、当初はタイラーという、キャラクターを超越したキャラクターに、はたしてイメージの合う声優さんがいらっしゃるかどうか疑問でしたが、どうしてどうして、世の中にはその人でなければできないドンピシャのハマリ役というものは存在するということを、改めて知りました。今ではもうタイラーの声は、山本正之さんでなくては考えられません。まことに失礼ながら、本職の声優さんでは決してできない演技、特に「やっまもっとくぅ～ん」の演技は、一部関係者にバカウケでした。作者も手放しで絶賛です。加えて、タイラーの歌にオリジナルで２曲も曲をつけていただき（はっきり言って作者、歌ってます）光栄のきわみです、原作者冥みよう利りに尽きるというものでしょう。

　その山本氏の「やっまもっとくぅ～ん」に対抗できるのは、本多知恵子さん演じるアザリンの「パコパコ！」でしょう。

　山本氏のタイラーが作者の計算外なら、本多さんのアザリンは逆に作者の計算通りでした。いや、実際録音現場で、本多さんの口から「パコパコ！」という第一声が出たときは、正直目頭が熱くなりましたもん。大おお袈げ裟さな言い方をすれば、「ああ、自分はこの瞬間のために、このシリーズを書いていたんだな……」と思いました。もういつ死んでもいいと……冗談でなく。

　でも、今は死ねませんね。我が子の花嫁衣装は見たけど、今度は孫の顔が見たい。見るまでは死ねない（孫というのは、アニメのことですけどね……）というのは、なかば冗談、なかば本気。

　それから、ヤマモト役の松本保典さんの熱演も、特筆したい！

　タイラー役の山本さん（ややこしい）の演技が声優を超越した演技なら、松本さんのヤマモトは、まさにプロの声優の演技でした。それが、タイラーの無節操ぶりに翻ほん弄ろうされるヤマモトの役やく柄がらと、実にマッチしていて相乗効果になっていたと思います。山本さんの演技に、時に圧倒されつつも、律義なヤマモトをよく演じてくださいました。カセットブックの完成度の高さは、半分以上、松本さんの功績ですね。

　それから、キム中ちゆう尉い（当時）役の水谷優子さん、カトリ役の子安武人さんも、ハマリ役でした。そして、忘れちゃいけないドム役の堀内賢雄さん。いや～、正直あの声には、惚ほれました。あまりにも、ドムのイメージにピッタリだったもんで……。特にタイラーとのやりとりは、絶品でした。

　というわけで、この『永遠なれ無責任男』では、それぞれのキャラクターの声を、頭に思い描きながら執筆しています。これがハマるハマる。みなさんも、カセットブックのキャラクターで、この物語を読んでみてください。きっと、世界観が倍以上にふくらむことでしょう。

　声という媒ばい体たいを得て、ますます確立してゆくタイラーワールドの住人たち。これからも、より一層の応援を、宜よろしくお願い申し上げたところで──、

　それでは皆様、また次の外伝で、お会いいたしましょう（「サヨナラ」は言わないのだ）。


平成三年八月吉日

作　者
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